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発行責任者

石川置石(s29卒)

■タブロイド版４頁

　９２・４・１５東京同窓

会、自』刊第１号である。

　広瀬校長、山本市長、渡辺

日本勧業銀行顧問の祝辞、挨

拶が巻頭を飾る。４面には母

校だよりを載廿。新設計の校

合、卒業生の動向。甲府との

交流模様など充実した活動の現況を伝える。２、３頁は山口世論

調査を基に日常生活の種々相を窺いデータ数字を挙げ解説を行っ

ている。

　サラリーマン家庭の懐事情、その中に占める教育費の比率、ア

ンケートを添えて実態を示す等。子を持つ親の心情を、つまりは、

卒業生遠の往時回想の契機となっている。［母校の現在（いま）を

伝える1

　又、小スペースながら誰もが気になる老後を項目立てし、見出

しに「高齢化社会･女性に不安」を掲げる｡広く波紋が広がるだろう。

　おそらくは短期間に発行の意志決定が行われ、卒業生の寄稿依

頼に時間的余裕が得られなかったと思われる。

　しかし、以後継続されてゆく「同窓会だより」の第１号の意味

は重く、礎となった編集者の活動には感謝と敬意を表したい。

g･Iilx･●

一新瀦

･･･t.●･･j･一一

１
１
恥
」
』
づ

● l j . ' I ･ . J I . 』 '

゛”゛づ

ザ

発行責任者

伴野　匡(s19卒)

■タブロイド版４頁

　頴刊司にひき続き、形式

を踏襲している。

　東京同窓会３５周年を伝

える趣旨に沿コて､ヴァリ

エーションが豊塞にな・た。

　「女性ネットワーク」の発

１４ｓ･･

　　　心1
Z j

眼
９
同
一
会
関
一
に
寄
４
で

　
（
ぶ
　
…
…
…
１
・

訃
弗宍

校ではない。

　拡大再生i

　頁数を２ｉ

　アジア開l

とも呼ぱれ、

の名選手、Ξ

としてみてt

　開高値賞5

者のプロフ。

　卒諭女性乙

一六会のメ･2

　年毎に内宅

秀才。俊才σ

いる。曰く、

言葉を交わし

の駅や雑踏り

たる。

　身を包む写

　お互い、芭

していたり７

　甲府中、昨

年卒の新津E

同窓会とすt

　それぞれﾛ

えて、共通、

　橘田尚久E

張感を張りぷ

　尚、ヘレ乙

する。

足。会員消息。卒業生構成の日新会ゴルフ参加の呼びかけ、平成

７年の同窓会開催。参加人数は３８０名に上り、盛会であった由、

記事としている。初代日新鐘の写真と、その由来・解説が一面を

飾るが卒業生共通のイメージ定着に貢献。在校時は耳にＬている

その余韻を各自改め反翻したい。

　卒業後、多岐。多方面に亙る活躍を追跡調査し、伝える為の視

座が予感される。

　井上氏の第８０代警視総監就任。井尻氏の評論集の刊行そして

バリトン歌手平野氏のサロンコンサーﾄのお知らせ、母校百周年

記念館に於ける湛L1｣翁の胸像除幕式などの紹介がその例である。

　会員の主だった動向、消息が豊富に取り上げられてこそ、同窓

会機関誌の意義が増す。楽しさが増す。

一国1

.､、 ZZ 2.゛や

発行責任者

恩田　宗(s27卒)

幹事長･編集責任者

飯島善一郎(s39卒)

■Ａ４版全２８頁

　｢不安に満ちたまなざしを投

げかける少女、私たちの１フ

才の頃の表｣|負を描いてみた

かった　。｣作者吉岡美穂子氏

が語る少女像が表紙。青を基調にした少女の内面を掻き出

した優作。青春期にある若者の多くに共通する表情であり、

その肖像は感銘を受ける。心の裡側に向けられた眼差しに

照らし出される数々のシーン。海あり山あり難関を越えた

音の思いが重なる筈である。随筆作品集、アンソロジー風

に編まれた一巻である。

　又、コート紙を使用し、よく整理された編集は、格調も

整い立派な器を形成した。後半の広告欄も興味深く読んだ。

○○年卒､○○年卒。各号に云える事ではあるが、一国一城

の主、大会社の要職を占め、功成り名遂げた卒業生諸氏の

現況報告として丹念に読み取る価値を備え、情報を盛って

いる。広告欄は眼光紙背の心構えで読まれるべきかも知れ

ない。

。謳一
章一･.獅叫‘ 発行責任者

神山　茂(s3o卒)

幹事長･編集責任者

原　　護(s4o卒)

■Ａ４版全４０甕

　フレスコ画を想わせる菊島氏特

有の穏やかな色調は、夢の中の風

景のように游茫とした拡がりを感

じさせ、阪本繁次郎や牛島憲之の

タブローにも似通い、幽玄な空間を描き出している。色相の恒久

住追求か？８ポイント４段組みの編集は、レイアウトのお手本

とち云うべき八イレベルの技術を示し、全員、一分の隙もない見

串な会報を制作した。映像の視覚効果が充分計量されていてビ

ジュアルデザインの教本とも云える。おそらくは記念詰の最高レ

ベルを示したのではないか。

　F草のように樹のようにjをキャッテフレーズに用いたが、尚、

裏表紙には雲・山・混一雷を喩え、拡散する方向を転じて更にあ

なたのようにと求心的な展開を示している。主張は多種多様、近

況報告であったり随想録であったりするが、何処かで表現の奥、

意識の内部にも通底する山川草木への比喩。仏教思想では、木石

の類いも衆生であり、山川草木との交感は意識の垣根を取り外し

て初めて可能な境地を示す。それぞれの文章の背景に夥しい時間

を費やしてきた感慨の深さがあり見て読んで快い一冊である。
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　発行頁仕合

　伴野　匡〔s19卒〕

　編集責任者

　笠井莞爾(s3ヨ)

　■タブロイド版６頁

　｢時空を超えて、５８０名

が一堂に会す｡｣

　フ○○の大活字が紙幅－

おふくろの味とか。

　成る程、母校であって父

灰ではない。反対に父祖の地と表現しても母の地とは云わぬ。

　拡大再生産、おふくろの昧は論理的帰結とも云える。

　員数を２員増やし会員の消息欄も充実している。

　アジア開発銀行総会出席の顛末。又、イチロー以前のイチロー

とも呼ばれ、一部、球界の消息通の問で取沙汰されていた米球界

刀名選手、三神氏の紹介｡ＷＢＣ連勝優勝の折からスクープ記事

としてみても成功している労作である。

　開高健賞受賞作品「神経症の時代ﾑわがうちなる森田正馬」著

itのプロフづールを伝え､受賞のメッセージも併せ記載している。

　卒業女性の会、一紅会の発足、［仲間たちはいま］、欄の拡大、

一六会のメッセージ等々。

　年毎に内容充実か目立ち成長の証しを見､編集の手際にさすが、

な才、俊才の所業と感嘆する。
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　　発行嗇任者

　　伴野　匡(s19卒)

　　編集責任者

　　内藤　勲(s34卒)

　　■タブロイド版８頁

　東京同窓会開催、６ＣＯ余

名の大集会を伝える一面の大

見出し。文字級数は前号のフ

ＯＧを超えて１０００、しか

も長体かかけられ迫力充分。

　雨宮校長の謝辞。掲載枠内

に須藤氏の山岳風景がカット

代わりに掲げられている。清

里だろうかワこちらも漠先生

と同窓の先輩、後輩。親子朧の美術教師麹氏』である。美術分野

に進んだ卒業生の感慨も如何ぱかりかと拝察。

　渡辺会長の挨拶文には「…世の中がグローバル化すればする程、

個人、団体、地域社会の個性。アイデンテティの確立必要…」と

主張されている。目先の鳥務は、同窓会だよりの充実を計り、ス

クールカラーの確認作業が必要と迄は言及されなかったが、大先

輩の指摘の先には当然、その事をも含まれる筈である。

　２．３面は強行遠足をテーマの座談会。新たに発足した一紅会

入会への勧誘文。４．５面は新校舎落成に関する写真紹介。６．

７面は同窓生のあの人この人欄の拡大。８面母校だより。一途な

紙面充実。読み応えある記事が増え、母校はおふくろの味のみな

らす母校は兄弟、肉親の昧ともなっている。
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両
々
心
の
召
町

幹串良

高木悦子(s41卒)

編集後記者

Ｋ氏

■Ｂ５版全３６頁

　和と連携を願っての同窓会。表紙

の呼びかけが、意志を鮮明に伝えて

1る。曰く、｢結び直そう同窓の絆｣。おそらく学校略代。一言も

翌葉を交わした経験をもたない同期生還であったとしても、東京

〕駅や雑踏の中で出逢うと、ふっと一高生じゃないか？と思い当

ﾆる｡

身を包む雰囲気か、|日知の何かを識別する。

お互い、言葉ではなく発信する様々な無声の情報を素早く交換

jていたりするのだろう。

甲府中、甲府一高の卒業生というプライドが最強の絆と昭和１１

Ｅ卒の新津氏は呼びかける。お互いに漁網を握り合う確認の場が

圖会とすれば。共鳴は文字通り共壇り、友成りであるだろう。

それぞれの体験が活き活きと綴られてLIるが、彼我の経験を超

｡て、共通、共有の財産となる。

橋田尚久氏の抽象画を表紙としているが、シャープな感覚と緊

l感を張りめぐらせた画風は、会誌に風格を与えている。

尚、ヘレン・ケうーの故事を引いた一文を用いた広告欄を再録

'る。

匯ZI

今新たなり祠ｉの鋳

S、、IつIS冴

幹事長

横渾良次(s42卒)

編集長

中高賢一(s42卒)

●Ｂ５版全７６頁

　５Ｃ年、１００年、１２５年。

風雪に耐えて継続する歴史の節目、

人は束の問佇み、来し方、行く末に思いを凝らす。その感慨が今

号には程良く生かされた編集となった。キャッチフレーズは「今

　新たなり同窓の詩」。

　史料性豊かな責重な写真と年表｡昭和３９年から昭和４１年迄、

県内外の主たった出来事を掲載し、話題性をもたせている。資料

重視の編集は貴重。時代の潮流は、事件をモメントとする。常に

意識の中心に置かれている訳ではないか、圈時代性の枠の中に納

まり活勤している者には、直接の係り合いの有無はなくともその

状況を呼吸している訳で、学校内の生活の外縁を可能な限り拡大

した今号は、興味をそそられる。結び直す絆の確認が、広い面積

に及び多くの人に及ぶ事を今更乍らに祈りたい。

　尚、清水氏の表紙画は詩情を湛えた優作。「風景を求めて|展

へ出品された由。優しく適確な描写が、風景画の魅力を充分に伝

えている。
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　　発行責任者

　　伴野　匡(s19卒)

　　編集責任者

　　田中友昭(s35卒)

　　■タブロイド版　１０頁

　創刊号以来のタブロイド判新聞

形式を守り､刊行された当号。

　歌人､河野道工氏の半生を映画

化した､その折のスチール写真を

配した構成を特色にしている､河

野氏は市川大門在住ではあるか、

本校に直接の縁はなかった｡しか

し､ご子息か一高入学を果たし､映

画にもロケ地となった本校の校

舎､講堂などが描写されている。

　又､故郷の山月を紹介する記事と写真は､東京在佳の同窓生にとっての大

サービス。

　車窓から見える山々の紹介､県内各紙でお馴染み､山村正光氏が､甲升120

名山を選び偕撞を挿っている｡山一部ならずとも､つまり､全卒業生の眼裏に

は四季折々の山の表情が焼き付いているだろう。

眼福､有難く､楽しい特集であった。

　更に､甲府今昔､｢この場所､あの人､あんなこと｣ポロ電や駅前広場､映画

館､武田神社参道｡それも桜の着水が士道を覆うように枝を差し交わしてい

る花のトンネル風景等々､憧|日の念を抑え難い備‐な写真を掲載している。

　後年｡山日から｢山梨今昔｣｢甲同今昔｣などが上梓されたが､再録さｎた共

通のシーン､共通のネガもあった。

　一タ､同窓生が寄り集まり､山梨の今昔を語るには十分な紙面作りであった。

　印刷インクのセピアもノスタjしジックな効果を挙げている。
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　発行責任者

　伴野　匡(s19卒)

　編集責任者

　上川俊雄(s36卒)

　■タブロイド販　ＩＯ頁

　前号までの編集パターンを踏

襲してはいるが、今流にカラー

印刷である。

　若尾氏のペン画がユニークで

楽しい。一見、気まぐれな早い

タッチではあるか、化粧の濃い

女性達の風俗描写には遊びがあ

り、その寓意性も含めて面白可

笑しい。ニューヨークを中心に

幹串良

清水　昭(s44卒)

編集後記者

芳賀直行(s44卒)

■タブロイド版２２頁

　冊子形式には冊子形式の。

新聞形式には新聞形式の特

性がある。記念詰は冊子形

式優先と思う娼だが、２２

頁の今岡には、伸びやかな

一一

●山II11･-･

高四皐を偏昴

こ|

JI

　　-･一

した国際的な活躍がめざましい｡無数の穴を穿った彫刻作品ビッグアッ

プルの作者。佐藤正明氏と同権注目される美術家である。

　扨、今号のテーマは「いい日出会い」

　渡辺校長、海沼会長、輿石校長の寄稿は、祝辞の中にー高の近況も

惑られており、瞳かな足取り、健やかな発展が憧われる。

　「わが胃審の回麗麗」の寄せ復きは、部活、強行遠足、大戦直前のキ

ナ臭い時代環境の思い出。山岳登山、愛宕山の集会等々、多種多彩。

「写真で読む甲府今昔物語」は、おそらく前号好評で、会員からのリク

エストがあってのことだろう。アンコールと云おうか。袷選集の感も

あり。望郷の念いや増す･‥である。

　圖頭に�かれた緒方和子氏の感想文は、一人諸方氏に止まらず多く

の卒業生の共感を呼ぷであろう。
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幹事長

池田秀雄(s43卒)

編集艮

大野馬追(s43卒)

■Ａ４版全７２頁

　Ａ４版復活、面目一新の表紙。

強行遠足、出発の瞬間を捉えた

ショットは臨場感に溢れ、暫し懐

旧の情を抱く。編集も意欲的、謝

思惑に万采の桜を配した扉写真、駅北、山日文化会館を前景に甲

斐駒、南アルプスを遠景に、黄昏迫る一瞬の静寂な盆地夕景。目

次下の笠被り富士も鮮やか。ここには、他郷に在っても忘れる事

のない情景が納められている。

　内容も豊富。男女共学の歴史を語るに当事者のＯＧを集めての

座談会。話題も多岐に亘り記念碑的な紙面作りが成功した。

　又、一高精神を問う野球譚、蘇生編は年毎に弱体化する運動各

部への活性剤となるだろうか？

　かつては、文武同道を謳歌した一高。その衰退を進学専門校と

路線変更に理由づける事は簡単である。しかし、実態はそう簡単

に片付けられない。果たして蘇生はなるか？

　「雄心伝え」ジャズドラマー森山威男氏の紹介、三高千恵子医

師の紹介は責重な頁となった。
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配列が生かされていて、魅力ある編集となった。下半分は広告欄

になるが、戦前卒の大先輩へのインタビュウ。堀内先生へのイン

タビュウをはじめ歴代恩師の取材は、文字通り師の警咳に触れる

思いに懐かしさがこみ上げてくる。会心の企画。

　一紅会も発足以来１０年、初代一二代会長の寄稿文を掲載。年

毎に女性会員の増加する様子を伝えているのも嬉しい。更に記念

講演会の設営は一町会の大きな功績で、今後は記念講演の記録を

成文化し、多くの卒業生に頒布することも考えて欲しい。又、ク

ラプ活動の思い出は応援団も含め１６名が寄稿している。壮観で

ある。又、遠距離通学の思い出を語る卒業生もあり境遇の違いを

改めて認識し、至近距離から通学する者には某かの教訓が響く。

　又、母校沿革は、編年史として毎号連載の欲しいところである。
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発行責任者

伴野　匡(s19卒)

編集責任者

雨宮　里〔s37卒〕

■Ａ４版全２８頁

　平成１２年は、母校１２０周年

を迎え､祝の記念誌となっている。

　東京同窓会畏、渡辺氏、全同窓

会長、井上氏、輿石校長、一紅会会長、五十嵐女史のメッセージ

を掲載。

　「新しいチャレンジ」をメインテーマとして過去、現在の活動

を報告、同窓会員の多数寄稿を得た。

　勿論、クラーク博士のBoys.be ambitious にレリーズする

チャレンジである事は、今更、説明する迄もなく、時代の地平を

切り拓く志こそ尊しとする精神である。

　湛山翁の若吉日を長男湯一氏が、チャレンジ時代として語る記

事。大島正健校長より薫陶を享けた生徒達のその後の行動に指導

精神の血脈を看て取る記事等々。興趣を盛り上げて印象深い。イ

チロー以前のイチローと云われる三神氏の渡米、以後米球界活躍

の紹介記事は注目。人脈記、人物風土記としてまとめれば、大部

作になるだろう。興味か湧いてくる。

　尚、表紙画は清水勲氏作。色彩豊かＵズム感に溢れ、楽しい仕

上がりである。
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発行責任者

恩田　宗(s27卒)

編集責任者

武内結句(s38卒)

・Ａ４版全２８両

　水彩による点描法。花畑のイ

メージが印象される。水彩特有

の透明感が詩情を誘う。

　甘くならないのは具象からの昇華の過程が読み取れる故か、

表紙として用いたところは梢々意表を衝く。

　２００]年､２１世紀初｡メインテーマは｢新世紀共生の時代へ｣。

環境｡教育､人権､医療､老人福祉､都市計画､国際理解と協力等々。

　共生を軸とした論旨を専門的立場から多くの卒業生会員に執

筆依頼を行い、広く深い考察と提言が得られた。もし、この他

に人□問題を取り扱う専門家、識者を加え、シンポジュウム、

パネルディスカッションが企画されたなら、特筆すべきイヴェ

ントになったであろう。２１世紀の主要問題のほぼ全域をカバー

するテーマを採り上げている訳で、その意見交換は向後の指針

となるからである。

　会員一人一人がこれらの主張をヒントに現況を認識し、考え

を進める事は更に重要。

　その為にも発展的な読み取りおすすめである。

回漸瀦

○り吋aQO白DAvS

幹事長

設楽久敬(s45卒)

編集責任者

山下昌彦(s45卒)

■Ａ４版全フ２頁

表紙はスタジアムのスタンド。裸

足の応援団長の制服姿、フルート

を奏する麦藁帽子の女生徒達。熟

気か、歓声がビートとなって伝わってくる。太陽に向かってカッ

と花片を開いた向日葵の群落写真を背景に学校生活を謳った詩を

掲げた課員。象徴性豊か見事な出来栄えである。創立１２８年を

刻む、東京同窓会記念詰。強行遠足の出発写真白日日新鐘を迎角

で捉えた写真、そのどれもか表紙となるにふさわしい写真の多用

は、インパクトがあり編集スタッフの意欲の表れを高く評価すべ

きであろう。

　「昔日の甲府」はアルバム風にまとめさしずめクリーンヒット。

　一紅会、音の後援会「老いを科学する」講師に田沼靖一氏、東

京理科大学薬学部教授。恒例となった一紅会の定期講演会は、生

活に即した宗教、科学、文化全般に豆り、専門家を招聘した教養

講座であり、稔り多い企画である。特集記事も盛り沢山。一挙に

収録枚数も増え、充実した一冊となった。

S
o
y
s
j
)
e
a
m
b
i
l

1
1
0
1
1
S
!

Ｍ
ａ
Ｆ
３
Ｓ
Ｃ
ｉ
ｔ

幹事長

中嶋文夫(s46卒)

編集責任者

西野公子(s46卒)

■Ａ４版全８０頁

甲中一一高、かつてそこは

汗と涙を封じ込めた青春の宝箱

そして今、心のどこかにある

一高という名の誇りが

新たな感動を伴う

宝箱をひらく鍵となる

本日、会場でそれぞれの鍵を手にした皆様にお会い出来ることを

スタッフー同、喜びと致しております。

「50年目って新たな夜明けって感じ」「俺たちが小学校１年の時、

東京同窓会発足。これ運命だよ」「なぜなの？」「小学校ってのは

社会への第一歩だ。時を同じくして先輩方が東京での受け皿を

作ってくれていたんだ」「だから今回我々が当番幹事ってのは運

命だな」「いや、運命じやない」「じやあ、何だって言うんだ」「俺

たちはついているんだよ。１回目は総合選抜一期生、くじで一高

生になったろ。２回目は５０回記念の当番幹事だろ」「でこと

は３回目もあるのヮ」［あるサ。誰か］00周年の祝辞を言って

くれ。１５０年荊、当番幹事をいたしぃましたアア

１０６歳になった俺たちはぁ、ほんまに一、ついてる一ロって」
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「
日
新
鐘
」
に
寄
せ
て

fji

東
京
同
窓
会
会
長
井
上
幸
彦

　
　
　
　
　
（
昭
和
三
一
年
卒
）

　
今
年
の
東
京
同
窓
会

は
、
五
十
回
目
と
い
う
節

目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
れ
ま
で
途
切
れ
る

こ
と
な
く
回
を
重
ね
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
当
番

幹
事
制
が
定
着
し
、
当
該
学
年
幹
事
が
、
受
け
継
が
れ
て

来
た
灯
を
消
す
ま
い
と
同
級
生
等
の
消
息
を
掘
り
起
こ

し
、
イ
ペ
ン
ト
等
に
知
恵
を
絞
り
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で

来
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

　
そ
れ
に
何
よ
り
も
甲
府
中
学
、
甲
府
一
高
に
学
ん
だ
も

の
と
し
て
そ
の
伝
統
を
正
し
く
受
け
継
ぎ
、
発
展
さ
せ
て

い
こ
う
と
の
一
高
男
児
（
女
児
？
）
の
心
意
気
の
現
れ
と

言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
の
先
輩
諸
兄
姉
の
ご
努
力
に
心
か
ら
敬
意
を

表
す
も
の
で
あ
る
。

　
今
年
は
、
五
十
回
目
と
い
う
こ
と
で
初
め
て
、
総
会
の

後
「
講
演
会
」
を
回
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
当
番
幹
事

の
ご
苦
労
に
よ
っ
て
、
爾
汝
九
十
八
歳
で
、
尚
現
役
と
し

て
活
躍
中
の
日
野
原
重
明
先
生
に
講
師
を
お
引
き
受
け
い

た
だ
い
た
。

　
こ
れ
も
今
後
の
同
窓
会
の
在
り
方
を
占
う
試
金
石
と
な

る
で
あ
ろ
う
。

　
五
十
回
を
数
え
る
節
目
の
年
の
同
窓
会
が
、

窓
会
の
継
続
と
発
展
の
犬

き
な
礎
石
と
な
る
こ
と
を

念
じ
つ
つ
当
目
の
盛
り
上

が
り
を
期
待
す
る
次
第
で

あ
る
。

分
限
の
同

ご
あ
い
さ
つ

甲
府
第
一
高
等
学
校
校
長
跡
部

一

　
平
成
二
十
一
年
度
甲
府

中
学
校
・
甲
府
第
一
高
等

学
校
東
京
同
窓
会
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
東
京
同
窓

会
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
本
校
発
展
の
た
め
に
多
大
な
る

御
支
援
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
　
新
し
い
高
校
入
試
梗
度
実
施
か
ら
三
年
が
経
過
し
、
今

年
度
も
一
高
の
校
風
を
募
っ
て
、
意
欲
溢
れ
る
ニ
ハ
ー
名

の
生
徒
が
入
学
し
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
度
は
進
学
面
に
お
い
て
、
東
大
二
名
、
阪
大
医
・

医
一
名
、
柴
犬
医
・
医
二
名
な
ど
を
始
め
、
京
大
、
東
北
大
、

千
葉
大
、
お
茶
大
、
東
外
大
、
自
治
医
大
、
緊
犬
な
ど
、

例
年
以
Ｌ
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
国

公
立
全
体
の
合
格
音
数
で
は
ま
だ
ま
だ
伸
び
る
余
地
が
あ

り
ま
す
。

　
本
校
の
特
色
は
、
個
人
、
学
校
全
体
と
も
に
、
そ
の
キ
ャ

パ
シ
テ
ィ
の
大
き
さ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
「
文
化
の
香

り
の
す
る
、
懐
の
深
い
進
学
校
」
を
目
指
し
、
進
学
実
績

の
よ
り
一
層
の
向
上
、
芸
術
・
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
活
性

化
に
力
を
汪
ぐ
と
と
も
に
広
報
活
動
も
権
能
的
に
推
進
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

の
皆
様
に
は
、
変
わ
ら
ぬ

御
支
援
、
御
協
力
を
お
願

い
す
る
と
と
も
に
、
益
々

の
御
発
展
と
御
健
勝
を
祈

念
し
ま
し
て
挨
拶
と
い
た

し
ま
す

頃
京
同
窓
会

東
京
同
窓
会
五
十
年
目
の
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
リ

　
　
　
　
　
　
　
平
成
二
Ｉ
年
度
幹
事
長
　
中
嶋
文
夫

　
　
　
　
　
（
昭
和
四
六
年
卒
）

本
日
ご
出
席
の
同
窓
の
皆
様
、

こ
の
［
日
新
鐘
］
に
現
在
の
経

済
状
況
の
中
、
広
告
の
協
賛
及

び
物
心
両
面
で
ご
支
援
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
様
に
幹
事
団
一
同

御
礼
を
申
し
れ
げ
ま
す
。

　
本
年
は
「
魁
接
点
五
十
年
」
を
テ
ー
マ
と
い
た
し
ま
し
た
。

本
日
、
五
十
回
目
の
甲
府
中
学
・
甲
府
一
高
東
京
同
窓
会
が
開
催
で

き
ま
す
の
も
、
一
重
に
、
先
輩
諸
兄
諸
姉
が
築
き
ヒ
げ
て
こ
ら
れ
た
「
信

頼
と
い
う
絆
」
に
依
る
関
係
各
位
の
ご
協
力
の
陽
物
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
中
で
私
た
ち
四
十
六
年
金
は
「
生
か
さ
れ
廿
同
窓
会

の
企
画
を
楽
し
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
重
ね
て
、
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

本
日
の
同
窓
会
は
五
ト
年
記
念
と
し
ま
し
て
、
「
石
橋
湛
山
先
生
と
私

＆
生
涯
現
役
一
〇
〇
歳
を
生
き
る
」
を
テ
ー
マ
に
日
野
原
重
明
先
生

に
記
念
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
し
て
懇
親
会
に
お
い
て
は
、

諸
兄
五
感
の
演
出
と
進
行
と
し
て
、
本
校
の
山
々
を
映
し
出
し
、
思

い
出
の
［
日
新
食
堂
］
と
銘
打
ち
、
か
っ
て
の
学
食
メ
ニ
ュ
ー
を
再

現
し
、
同
県
出
身
で
も
あ
る
、
－
訳
出
和
雄
バ
ン
ド
」
の
オ
ー
ル
デ
ィ
ー

ズ
演
奏
を
、
客
席
の
音
響
を
考
慮
し
た
計
画
で
の
、
思
い
出
の
楽
曲

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　
温
故
知
新
に
よ
る
向
上
心
、
そ
し
て
栄
光
の
軌
跡
を
築
き
上
げ
た

先
輩
諸
兄
諸
姉
に
敬
意
を
表
す
る
と
共
に
旧
交
を
温
め
ら
れ
る
内
容

を
「
楓
林
火
山
一
の
心
意
気
で
通
常
し
て
参
り
ま
す
。
そ
し
て
、
四
‥

ト
さ
い

□
ご
「
」
ご
・
。
・
く
印
ヤ
レ
ズ
・
ぬ
、
ニ
フ
辻
。
’
‐
二
号
貢
を
・
帽
牡
乙
訓
乍
・
4
6
年
率
屡
ア
ル
バ
ム
よ
り
、
掲
技
さ
吐
で
い
た
だ
き
ま
し
ぢ

に
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東欧肩息今５０年の歩み
一 一

一
九
六
〇
一

（
昭
和
3
5
年
）
一

　
　
　
　
　
一

．
九
六
．

（
昭
和
3
6
年
）

．
九
六
一
．

（
昭
和
3
7
年
）

一
九
六
一
．
．

（
昭
和
3
8
年
）

．
九
六
四

（
昭
和
3
9
年
）

一
丸
六
瓦
一

（
昭
和
1
0
年
）
一

九

六

／ゝ

－
昭

和

41

年
－

．
九
六
Ｌ

（
昭
和
1
2
年
）

- 一 一

東
京
同
窓
会
昶
年
の
歩
み
一
甲
．
の
沿
革
・
世
相
・
流
行
語
一

を
東
京
同
窓
会
発
足
五
月

上
野
精
養
軒
で
石
橋
元
首
相
を
迎
え
て

　
結
成
大
会
開
催

「
咬
是
」

萄
日
新
日
日
新
　
又
新

　
（
日
に
新
た
に
真
理
を
探
究
す
る
）

時
．
大
地
之
化
育

　
（
自
然
の
法
に
遵
い
人
間
愛
に
生
る
）

創
立
八
十
周
年
記
念
式
典

カ
ラ
ー
Ｔ
Ｖ
本
放
送
開
始

安
保
闘
争
ス
タ
ー
ト

日
新
ホ
ー
ル
落
成

ソ
連
初
の
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

束
洋
一
若
戸
大
橋
開
通

（
流
）
ハ
イ
そ
れ
ま
で
よ

ケ
ネ
デ
ィ
ー
人
統
領
暗
殺

名
神
高
速
道
路
開
涌

収
海
道
新
幹
線
開
通

第
十
八
回
五
輸
東
京
大
会

（
流
）
ウ
ル
ト
ラ
Ｃ

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
新
館
教
室
落
成

初
の
フ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
公
議
問
卵

ビ
ー
ト
ル
ズ
東
口

二
回
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト

= 〃

第
一
回
東
京
同
窓
会

「
石
橋
湛
山
先
生
は

　
奥
様
に
抱
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
入
場
さ
れ
た
」

　
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
立
川
孝
幸
氏
（
昭
和
一

仁
年
卒
）
の
言
葉
に
、
我
々
は
す
っ
か
り
引

き
込
ま
れ
、
心
は
昭
和
三
五
年
五
月
第
一
回

恥
京
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
た
上
野
精
養
軒
に

飛
ん
で
い
た
。

　
東
京
同
窓
会
五
〇
年
を
振
り
返
る
の
に
第

一
回
は
絶
対
に
は
ず
せ
な
い
・
：
と
意
気
込
ん

だ
も
の
の
、
当
時
を
知
る
人
の
手
が
か
り
が

ほ
と
ん
ど
な
く
、
企
画
が
頓
挫
し
そ
う
に

な
っ
た
時
、
同
窓
会
役
員
会
で
こ
の
人
な
ら

と
推
薦
し
て
く
れ
た
の
が
、
立
川
氏
で
あ
る
。

当
時
の
役
員
名
簿
、
出
席
者
、
広
告
依
頼
な

ど
の
関
係
資
料
を
テ
ー
ブ
ル
い
っ
ぱ
い
に
広

げ
な
が
ら
、
他
京
同
窓
会
誕
生
秘
話
や
そ
の

後
の
歴
史
の
一
端
を
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
の

だ
が
、
と
り
わ
け
、
黄
ば
ん
で
、
手
で
触
れ

た
ら
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
し
ま
い
そ
う
な

ノ
ー
の
、
川
川
七
会
だ
よ
り
」
に
は
目
を
腿
張
っ

た
△
頃
京
に
窓
会
盛
大
な
出
発
コ
ー
に
野
の

森
に
鶴
滅
の
歌
」

「
東
都
の
実
力

捺
ズ
ラ
リ
」

と
い
っ
た
　
　
｀

兄

出
し

鮫

゛2

1

次

の
よ

Ｃ

に

記

･-jL

て

い

/り

４々－

､Ｏ

y‾

β.

当時を魅力的に語る立川孝幸氏

―
長
い
間
の
懸
案
で
あ
っ
た
甲
府
一
高
の
東
京
同

　
窓
会
の
結
成
が
、
五
月
二
十
日
午
後
六
時
か
ら

　
上
野
の
精
養
軒
の
新
飼
犬
ホ
ー
ル
で
盛
大
に
行

　
な
わ
れ
た
。

　
淡
い
高
が
シ
ト
シ
ト
と
降
る
五
月
雨
と
と
も
に

　
晩
春
の
上
野
の
杜
を
包
む
こ
ろ
、
在
京
同
窓
生

　
た
ち
は
三
々
伍
々
、
喜
び
に
満
ち
た
顔
を
現
わ

　
し
、
新
築
成
っ
た
精
養
軒
の
玄
関
も
階
段
も
、

　
廊
下
も
、
同
窓
で
一
杯
と
な
っ
た
。

　
　
紫
煙
の
間
に
談
笑
す
る
ア
ノ
顔
も
、
コ
ノ
顔

　
も
、
か
つ
て
お
城
の
古
び
た
校
舎
で
学
ん
だ
紅

　
顔
の
少
年
の
成
長
し
た
姿
か
と
思
う
と
、
誰
も

　
技
も
感
無
量
の
面
持
ち
だ
っ
た
。

　
初
代
会
長
の
森
武
臣
氏
は
ご
逝
去
さ
れ
て
、

当
時
の
ご
苦
労
や
感
激
を
直
接
お
聞
き
す
る

術
は
な
い
が
、
こ
の
記
事
の
ほ
ん
の
何
行
か

か
ら
で
も
、
同
窓
会
結
成
の
高
視
感
が
十
分

す
ぎ
る
ほ
ど
う
か
が
え
る
。
ち
な
み
に
、
女

性
参
加
数
が
増
え
る
に
従
い
、
上
野
の
森
で

は
閉
会
陵
の
女
性
の
帰
り
追
加
あ
ぶ
な
い
の

で
は
と
の
意
見
が
出
始
め
、
会
場
を
東
武
銀

座
ホ
テ
ル
に
移
し
、
そ
の
後
現
在
の
東
京
会

館
に
な
っ
た
と
の
由
、
そ
ん
な
立
川
氏
の
細

か
い
平
ピ
ソ
ー
ド
の
一
つ
一
つ
に
心
を
打
た

れ
っ
つ
、
決
起
当
時
の
光
耀
諸
氏
の
心
意
気

に
本
歌
の
念
を
新
た
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
※
2
0
～
2
1
り
に
石
に
沢
山
先
生
の
関
連
・
記
淑
あ
Ｉ
０

-

一 一

１４
ｉ
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東京同窓会５０年の歩み

．
九
六
八

（
昭
和
4
3
年
）

．
九
六
九

（
昭
和
4
4
年
）

　
九
七
〇

（
昭
和
4
5
年
）

、
九
七
一

（
昭
和
4
6
年
）

．
九
七
二

（
昭
和
4
7
年
）

ｈ

勁

．
九
む
四

（
昭
和
4
9
年
）

、
九
七
五

（
昭
和
5
0
年
）

．
九
七
六

（
昭
和
５
１
年
）

「
校
Ｈ
．
ぎ

　
９
Ｑ
ｇ
ｌ
日
呂
（
紳
ｋ
た
れ
）

　
B
o
y
s
b
e
A
m
b
i
t
i
o
u
s

（
高
遠
な
理
想
の
も
と
に
平
常
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
践
に
努
め
る
）

本
館
前
庭
園
完
成
寄
贈

甲
府
丁
甲
府
南
間
総
合
選
抜
実
施

．
．
．
度
目
の
甲
子
園
出
場

初
の
心
臓
移
植

　
　
ぐ
Ｌ

且
言
言
穏
Ｈ
こ
二
｝

一
創
逞
九
・
い
一
周
年
記
念
式
典

・
大
阪
万
国
博
開
幕

　
（
流
）
ウ
ー
マ
ン
リ
ブ

東
京
銀
座
に
マ
ッ
ク
ー
号
店
オ
ー
ブ
ン

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
四
階
建
北
館
一
次
分

完
成
冬
季
五
輪
札
幌
大
会

パ
ン
ダ
ド
野
動
物
園
へ

石
油
シ
ョ
ッ
ク

（
流
）
省
エ
ネ

定
時
制
・
通
信
制
課
程
廃
止

連
続
奎
業
爆
破
事
件
ご
り

（
流
）
ベ
ル
ば
ら

甲
府
丁
甲
府
南
・
甲
府
―
問

　
総
合
選
抜
実
施

山
陽
新
幹
線
開
業

第
ニ
グ
ラ
ン
ド
・
女
ｆ
更
衣
室
完
成

国
内
初
の
五
つ
子
誕
生

総
合
選
抜
と
信
田
和
雄
氏

関連記事は８ページド段

　
倍
旧
和
雄
氏
は
、
「
寺
内
タ
ケ
シ
と
ブ
ル
ー

ジ
ー
ン
ズ
」
の
キ
ー
ボ
ー
ド
奏
者
で
あ
り
、

自
ら
も
フ
詞
屯
　
巴
を
始
め
と
す
る
バ
ン

ド
を
率
い
る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
で
あ
る
。
今

回
の
東
京
同
窓
会
懇
親
会
で
団
塊
の
世
代
懐

か
し
の
オ
ー
ル
デ
ィ
ー
ズ
を
演
奏
す
る
、
そ

の
信
田
氏
が
総
合
選
抜
と
ど
ん
な
関
係
が
あ

る
の
か
酋
を
か
し
げ
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。

　
実
は
、
我
々
当
番
幹
事
四
十
六
年
卒
は
、

総
合
選
抜
第
一
期
生
で
あ
る
。
晴
れ
て
甲
府

一
高
に
入
学
し
た
も
の
の
、
上
級
生
か
ら
は

「
ク
ジ
入
」
と
呼
ば
れ
、
先
生
方
か
ら
も
、

あ
る
意
味
、
一
目
置
か
れ
、
コ
局
生
で
あ
っ

て
工
局
生
で
は
な
い
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
て

い
た
「
初
代
総
合
選
抜
」
で
あ
る
。
我
々
が

遭
遇
し
た
総
合
選
抜
に
ま
つ
わ
る
悲
喜
こ
も

ご
も
を
綴
り
、
さ
ら
に
全
国
で
最
後
に
制
度

が
廃
止
に
な
っ
た
今
、
い
っ
た
い
山
梨
の
教

育
に
と
っ
て
総
合
選
抜
は
ど
ん
な
意
味
を

持
っ
て
い
た
の
か
を
検
証
し
た
ら
、
そ
れ
こ

そ
一
冊
の
本
に
な
っ
て
し
ま
い
そ
う
な
の

で
、
こ
こ
は
後
進
に
譲
る
と
し
よ
う
。

　
さ
て
、
当
時
の
対
象
校
は
甲
府
一
高
と
甲

府
南
高
の
二
枚
で
、
信
田
氏
は
南
高
四
十
六

年
卒
、
つ
ま
り
我
々
の
同
窓
生
に
な
っ
て
い

た
か
も
し
れ
な
い
同
級
生
で
あ
る
。
彼
は
南

高
を
卒
業
し
た
茂
、
む
〇
べ
い
｛
白

系
と
日
、
コ
ｏ
コ
ご
の
本
場
、
北
海
道
大
学
法

学
部
に
進
学
し
、
得
意
の
ピ
ア
ノ
を
生
か
し

て
プ
ロ
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
道
を
進
ん

だ
。
そ
の
後
、
三
十
二
才
の
頃
、
あ
の
ギ
タ

リ
ス
ト
の
寺
内
タ
ケ
シ
氏
に
出
会
っ
て
バ
ン

ド
活
動
を
と
も
に
し
、
ゆ
る
ぎ
な
い
人
気
を

潭
し
て
い
る
の
は
皆
さ
ん
ご
存
知
の
通
り
で

あ
ろ
う
。

　
今
回
、
信
田
氏
に
出
演
を
依
頼
し
た
の
は
、

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
知
名
度
の
高
さ
ゆ
え
と
い

う
こ
と
も
あ
る
が
、
離
れ
離
れ
に
な
っ
た
中

学
の
同
綴
生
た
ち
の
声
に
動
か
さ
れ
た
か
ら

で
あ
る
。

　
と
も
に
初
代
総
合
選
抜
と
し
て
の
誇
り
を

待
ち
、
初
代
総
合
選
抜
と
し
て
同
じ
縁
合
に

立
と
う
と
い
う
熟
い
思
い
が
、
七
月
十
二
日
、

こ
こ
東
富
合
舘
で
結
実
す
る
。

ステージから挨拶する信田氏

一
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東京月次会５Ｄ年の歩み
a a 四

一
丸
ヒ
七

（
昭
和
5
2
年
）

一
九
七
八

（
昭
和
5
3
年
）

九

Ｌ
九

（
昭
和
5
4
年
）

．
九

（
昭
和

彩

一
九
八
一

（
昭
和
５
６
年
）

一
九
八
二

（
昭
和
5
7
年
）

．
九
八
三

（
昭
和
5
8
年
）

．
九

（
昭
和

孤

．
九
八
五

（
昭
和
６
０
年
）

総
会
六
・
二
九
ｋ
野
精
養
軒

　
　
　
　
　
　
　
出
席
者
三
二
四
名

六
こ
．
七
上
野
精
養
軒

六
・
．
．
五
上
野
精
養
軒

／ゝ

四
卜
野
精
養
軒

三
〇
五
名

三
〇
九
名

一
九
名

甲
府
．
・
甲
府
南
・
甲
府
二
・
甲
府
束
問

　
総
合
選
抜
実
施

（
流
）
カ
ラ
オ
ケ
ブ
ー
ム

ｓ
成
田
空
港
開
港

（
流
）
窓
際
族

比
八
通
一
次
試
験
実
施

束
京
サ
ミ
ッ
ト

創
立
．
白
周
年
記
念
式
典

（
流
）
ル
ー
ビ
ッ
ク
キ
ュ
ー
ブ

創
立
百
周
年
記
念
館
竣
工
記
念
式
典

Ｉ
ス
ベ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
打
ト
げ

東
北
・
上
越
新
幹
線
開
通

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
開
園

‐
‐
甲
府
丁
甲
府
南
・
甲
府
．
一
・
甲
府
東
・

一
　
甲
府
昭
和
間
総
合
選
抜
実
施

　
力
化
性
ハ
平
均
寿
命
世
界
．

強
行
遠
足
六
十
周
年
「
記
念
像
」
完
成

科
学
万
博
つ
く
ば
開
催

旧
友
再
会

－
甲
府
ヘ
ー

　
今
年
の
当
番
幹
事
四
十
六
年
卒
は
、
総
合
選
抜
一
期
生
で
す
。
コ
筒
へ
振
り
分
け
ら
れ
て

幸
福
を
感
じ
た
一
つ
に
、
入
学
し
た
年
の
甲
子
園
出
場
が
あ
り
ま
す
。

　
皇
国
中
学
野
球
大
会
に
始
ま
る
高
校
球
史
上
、
甲
子
回
本
大
会
へ
は
、
た
っ
た
三
度
し
か

出
場
を
は
た
し
て
い
ま
せ
ん
。
昭
和
十
年
、
甲
府
中
学
時
代
。
昭
和
三
六
年
。
そ
し
て
私
た

ち
一
年
時
の
昭
和
四
三
年
で
す
。
勿
論
、
当
時
の
三
年
、
二
年
の
先
輩
に
連
れ
て
行
っ
て
も

ら
っ
た
形
で
す
が
、
山
梨
県
人
会
の
一
回
戦
、
二
回
戦
、
準
決
勝
と
怪
我
を
し
た
先
輩
に
変

ｊ
－
リ

一
年
生
で
た
だ
一
人
先
発
出
場
を
は
た
し
、
先
輩
方
の
卒
業
後
、
主
将
と
し
て
野
球

部
を
率
い
た
石
川
君
に
寄
稿
を
依
頼
す
べ
く
久
し
ぶ
り
に
甲
府
を
訪
ね
ま
し
た
。
城
東
で
「
割

烹
・
石
川
」
を
営
ん
で
い
る
彼
は
板
場
で
大
き
な
魚
を
捌
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

第
石
十
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
記
念
大
会
山
梨
県
大
会

戦回

川
工
肖
工
商
林
商
商
延
Ｌ
ご
．
商
　
付
留
和
崎
三
村
北
摩
　
南
工
工
川
　
誠
マ
ヱ

　
空
山
皿
府
　
穂
　
梨
作
田
　
皿
　
　
京
　
　
　
　
府
崎
　
　
匹
山

目
航
塩
北
甲
農
一
増
身
山
東
吉
戦
大
都
石
茎
帝
谷
峡
Ｄ
戦
峡
甲
韮
市
勝
目
機

４
０
０

９
１
１
４
０
０
Ｑ
り
０

５
９
２
６
1
0
２
３
５
７
７
５
９

那　留

占ほ』高

大月短付

石　和

日天明滅

崎
ご
、
．
Ｉ
村
一
北
川

　
京
崎
　
府

‥
崔
帝
祐
谷
甲
峡
市

回

９
山
り
Ｑ
Ｉ
Ｉ
り
Ｉ
１
０
０

一
一
一
一
一
　
一
一

９
３
４
４
５
５
８
４

　　　一　　　－
占田高

峻　南

日大明誠

回

Ｑ
り
０
７

決

－１

－０

工
工
Ｌ
一
川

府
山
崎
府

甲
磯
山
甲
巾

決
勝
戦
甲
府
一
Ｉ
－
０
古
田
高

　
　
　
　
　
甲
府
．
０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
１

　
　
　
　
　
吉
田
高
０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０

４

ン

バ

表

甲府一　吉田高

パりJIリ･　１高橋

２小沢　２高tl

3野中　３広瀬大

柿|中　４羽田

５露木　５渡辺

６片藤　６小高

７遠藤　７上場

８望丿圈　８柏木

９日向　９中山

甲
．
ド
圖
記
念
大
会

　
・
回
戦
甲
府
第
Ｔ
筒
校
尉
浜
田
高
校
（
島
根
代
表
）

　
決
勝
戦
浜
　
田
２
－
Ｉ
甲
府
．

　　　－　　　－
　　　－古田高３

口火明誠５

磯山丁８

甲府一10

　　　準

古田高５

甲府一５

一

１

－

０

甲
府
、
０
０
０
　
０
０
１
　
０
０
０
　
１
　
Ｊ

浜
　
田
０
０
０
　
０
０
０
　
１
１
０
１
一
コ

-

１６
Nisshinshovol.16



東京同窓会50年の歩み
- 一 一

一
九
八
六

（
昭
和
6
1
年
）

、
九
八
七

（
昭
和
6
2
年
）

九
八
八

（
昭
和
6
3
年
）
一

．
九
八
九

（
昭
和
6
4
年
）

（
緊
成
元
年
）

．
九
九
〇

（
平
成
２
年
）

一
九
九
、

（
平
成
３
年
）

一
九
九
二

（
平
成
４
年
）

．
九
九
．
二

（
甲
成
５
年
）

．
九
九
四

（
甲
成
６
年
）

六
・
二
上
野
精
養
軒

　
会
則
制
定

六
・
九
上
野
精
養
軒

六
・
．
五
ト
野
精
養
軒

三
四
八
名

四
〇
〇
超
名

六
・
五
上
野
精
養
軒

　
　
　
　
　
三
二
九
名
（
女
性
一
一
名
）

ゴ
ル
フ
会
（
日
新
会
）
発
足

六
・
一
八
上
野
精
養
軒

　
　
　
　
　
四
〇
四
名
（
女
性
、
一
八
名
）

六
・
．
ニ
ヒ
野
精
養
軒
　
一

母
校
に
書
籍
代
寄
付

li

一一ﾐ

一

名

六
・
で
上
野
精
義
軒

　
　
　
　
　
一
．
九
一
名
（
女
性
．
二
五
名
）

母
校
改
築
に
寄
付
金
協
力

六
こ
Ｌ
上
野
精
養
軒

　
　
　
　
　
二
三
九
名
（
女
性
ヱ
八
名
）

六
こ
む
上
野
精
養
軒

　
　
　
　
　
二
九
四
名
（
女
性
ヱ
八
名
）

日
新
鐘
第
．
弓
発
刊

- －

校
歌
碑
完
成

日
本
初
の
女
性
党
首
（
社
会
党
）

（
流
）
財
テ
ク

国
鉄
民
営
化
新
社
発
足

（
流
）
マ
ル
サ

青
函
ト
ン
ネ
ル
開
業

瀬
戸
大
橋
開
通

弓
道
場
完
成

昭
和
天
皇
崩
御

消
費
税
３
％
実
施

創
立
酉
十
周
年
記
念
式
典

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
実
施

続
．
ド
イ
ツ
誕
生

英
語
科
設
立

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
試
験
放
送
開
始

屋
外
プ
ー
ル
完
成

（
流
）
若
貴
ブ
ー
ム

新
校
舎
落
成

皇
太
子
殿
ド
結
婚
の
儀

石
橋
湛
由
胸
像
設
置

日
新
館
完
成

記
憶
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
る
甲
子
園

石
川
俊
和
（
昭
和
4
6
年
卒
）

柳
刃
と
も
呼
ば
れ
る
刺
身
包
丁
は
、
繊
細
な

則
れ
味
を
必
要
と
す
る
。
刃
立
ち
い
か
ん
で

特
に
鮪
の
味
わ
い
は
変
わ
る
。
切
れ
味
が
悪

い
と
切
り
口
の
細
胞
が
圧
し
潰
さ
れ
て
酸
化

レ
舌
触
り
が
悪
く
な
る
と
は
科
学
的
説
明
で

あ
る
。

　
低
迷
の
政
治
、
未
曾
有
の
不
景
気
と
マ
ス

フ
よ
四
説
者
は
苫
言
を
呈
す
る
こ
と
は
で
き

て
も
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
や
は
り
三
十
年
前
の
景
気
低
迷
期
に
繊
維

業
を
営
む
家
業
を
閉
め
、
板
前
の
修
業
に
出

ど
　
そ
の
料
亭
の
花
板
は
云
う
「
時
間
も
風

も
勤
れ
る
刃
に
研
ぎ
上
げ
ろ
」

　
　
　
何
年
経
っ
て
も
例
え
の
突
飛
さ
に
小

｛
　
首
を
か
し
げ
る
。
今
日
も
意
味
を
探
り

　
　
な
が
ら
研
い
で
い
る
。

　
　
　
良
材
を
整
え
バ
ラ
ン
ス
を
計
り
、
品

　
　
書
き
を
作
る
。
慣
れ
た
調
理
の
作
業
と

　
　
は
異
な
り
、
思
考
活
動
は
迷
走
す
る
。

　
　
何
を
書
い
た
ら
い
い
の
か
。
東
京
同
窓

　
　
会
記
念
詰
編
集
者
か
ら
依
頼
さ
れ
た

　
　
テ
ー
マ
は
、
高
校
一
年
時
の
甲
子
園
出

　
　
場
の
思
い
出
で
あ
る
。

　
砥
石
に
水
を
垂
ら
し
な
が
ら
、
記
憶

の
彼
方
を
探
る
。

　
ま
ず
高
校
受
験
間
際
に
改
止
さ
れ
た

ご
験
シ
ス
テ
ム
＝
総
合
選
抜
。
合
格
後
、

本
人
の
意
思
や
居
住
地
に
係
ら
ず
一
高
か
南

校
に
振
り
分
け
ら
れ
る
。
高
校
野
球
に
憧
れ

て
、
甲
府
車
中
時
代
を
野
球
に
あ
け
く
れ
た

自
分
に
と
っ
て
、
理
不
尽
極
ま
り
な
い
改
変
。

康
枝
に
野
球
部
は
な
い
。
な
ら
ば
工
業
か
商

業
へ
志
望
校
を
変
え
れ
ば
い
い
の
だ
が
、
一

高
で
野
球
を
や
り
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一

高
野
球
部
に
は
、
車
中
の
先
輩
が
い
る
。
二

年
上
の
斉
藤
さ
ん
、
後
に
慶
応
大
学
の
野
球

部
で
活
躍
さ
れ
た
望
月
敏
さ
ん
は
同
じ
ポ
ジ

シ
ョ
ン
だ
っ
た
。

　
一
高
合
格
を
確
認
し
た
際
も
、
両
親
へ
の

報
告
よ
り
先
に
野
球
部
の
先
輩
に
喜
び
の
一

報
を
い
れ
た
。
翌
日
か
ら
練
習
へ
参
加
し
て

い
い
と
云
う
。
入
学
前
の
春
休
み
だ
っ
た
。

　
校
章
が
異
彩
を
放
つ
校
舎
の
佇
ま
い
は
、

恐
ろ
し
く
威
厳
が
あ
り
、
大
人
の
世
界
に

入
っ
て
行
く
ん
だ
と
身
が
す
く
ん
だ
。

　
新
三
年
生
四
人
、
新
二
年
生
五
人
、
あ
ま

り
に
も
小
世
帯
に
驚
い
た
。
中
学
の
野
球
部

で
さ
え
五
十
人
は
下
ら
な
い
。
雲
の
上
の
存

在
で
あ
る
三
年
生
に
は
口
も
き
け
な
か
っ
た

が
、
本
来
威
張
り
散
ら
す
は
ず
の
二
年
生
の

や
さ
し
さ
に
驚
い
た
。
球
拾
い
な
ど
雑
用
を

こ
な
す
数
少
な
い
新
人
部
員
を
、
確
保
し
て

お
き
た
い
と
い
う
涙
ぐ
ま
し
い
自
制
心
と
努

力
の
賜
物
と
は
後
で
知
っ
た
。
そ
の
春
の
練

50↑hAnniversory□



東京同窓会５０年の歩み
一

一
九
九
五

（
平
成
７
年
）

．
九
九
六

（
平
成
８
年
）

．
九
九
Ｌ

（
平
成
９
年
）

．
九
九
八

（
平
成
１
０
年
）

、
九
九
九

（
平
成
Ｈ
年
）

一
．
０
０
０

（
平
成
１
２
年
）

六
・
二
銀
座
束
武
Ｈ

　
　
　
　
　
三
四
二
名
（
女
性
フ
八
名
）

縦
の
交
流
女
性
部
会
発
足

七
・
三
東
京
會
舘

　
　
　
　
　
五
二
五
名
（
女
性
八
三
名
）

４
一
紅
会
発
足
基
金
募
集

七
こ
一
東
京
會
舘

　
　
　
　
五
三
四
名
（
女
性
一
〇
．
名
）

　
テ
ー
マ
「
夢
み
つ
づ
け
て
」

七
・
ハ
東
京
會
舘

　
　
　
　
五
三
一
名
（
女
性
一
〇
二
名
）

　
テ
ー
マ
「
メ
モ
リ
ー
ズ
オ
ブ
ユ
ー
」

七
・
一
〇
東
京
會
舘

　
　
　
　
　
四
六
八
名
（
女
性
九
二
名
）

　
テ
ー
マ
「
い
い
日
出
会
い
」

七
こ
四
東
京
會
舘

　
　
　
　
　
五
〇
五
名
（
女
性
九
二
名
）

　
テ
ー
マ
「
今
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

○
０
．
一
七
・
ｙ
．
東
京
會
舘

（
平
成
1
3
年
）

二
〇
〇
二

（
平
成
Ｈ
年
）

二
〇
〇
三

（
平
成
１
５
年
）

　
　
　
　
四
七
〇
名
（
女
性
八
五
名
）

テ
ー
マ
「
新
世
紀
共
生
の
時
代
へ
」

七
・
。
二
東
京
會
舘

　
　
　
　
　
四
六
二
名
（
女
性
七
八
名
）

　
テ
ー
マ
「
改
革
そ
し
て
未
来
」

七
こ
一
東
京
會
舘

　
　
　
　
四
九
五
名
（
女
性
一
〇
五
名
）

　
テ
ー
マ
「
草
の
よ
う
に
樹
の
よ
う
に
」

- 一 一-一

創
立
百
十
五
周
年
記
念
式
典

阪
神
大
震
災

（
流
）
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

衆
議
院
選
挙
（
小
選
挙
区
比
例
代
表
制
）

強
行
遠
足
七
十
周
年
記
念
誌
発
同

長
野
新
幹
線
開
業

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

（
流
）
キ
レ
ル

朱
鷺
の
雛
誕
生
（
佐
渡
）

フ
ー
バ
ー
高
と
姉
妹
校
締
結

創
立
百
二
ト
周
年
記
念
式
典

有
珠
山
噴
火
（
流
）
Ｉ
Ｔ
革
命

一
米
国
で
同
時
テ
ロ

ー
（
流
）
抵
抗
勢
力

拉
致
の
５
人
帰
国

（
流
）
拉
致
ビ
ミ
ョ
ー

自
衛
隊
先
遣
隊
イ
ラ
ク
に
派
遣

（
流
）
は
か
の
壁

一

―
－

習
中
、
用
務
員
室
の
テ
レ
ビ
で
春
の
甲
子
園

選
抜
大
会
の
入
場
行
進
を
全
員
、
三
列
横
隊

で
と
い
っ
て
も
入
学
前
の
新
一
年
生
は
私
と

組
沢
君
の
二
人
き
り
だ
っ
た
が
Ｉ
正
座
し
て

見
た
。
望
月
幸
一
郎
主
将
か
ら
「
夏
は
俺
た

ち
が
甲
子
園
で
入
場
行
進
で
き
る
よ
う
必
死

で
練
習
し
よ
う
」
悲
壮
な
決
意
。
こ
の
時
、

先
輩
に
対
す
る
畏
敬
の
念
が
芽
生
え
た
。

　
新
一
年
生
も
五
人
に
増
え
、
意
気
揚
々
と

県
外
の
名
門
校
へ
乗
り
込
む
。
練
習
試
合
前

の
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
。
総
勢
レ
ー
四
人
の

一
高
野
球
部
。
相
手
校
約
百
五
〇
入
。
四
列

縦
隊
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
す
る
野
球
部
員
に
対
し

羨
望
と
屈
辱
に
似
た
眼
差
し
を
帽
子
の
つ
ば

で
隠
す
。
部
員
数
の
対
比
に
反
し
連
勝
に
つ

ぐ
連
勝
。
先
輩
遠
の
姿
に
一
騎
当
千
の
文
字

が
重
な
る
。

　
県
大
会
を
勝
ち
抜
き
、
憧
れ
の
一
高
野
球

部
員
と
し
て
甲
子
園
の
入
場
行
進
を
許
さ
れ

た
。
あ
の
用
務
員
室
か
ら
僅
か
四
ケ
月
半
後

の
こ
と
で
あ
る
。

　
ツ
タ
で
覆
わ
れ
た
甲
子
園
球
場
は
建
造
物

と
い
う
よ
り
熟
い
息
を
ひ
そ
め
て
う
ず
く
ま

る
巨
大
な
径
物
の
よ
う
だ
っ
た
。
球
場
に
圧

倒
さ
れ
た
私
た
ち
は
、
肖
び
驚
く
事
に
な
る
。

入
会
ま
で
の
練
習
に
は
。
自
営
球
場
を
使
用
し

た
。
当
時
の
阪
急
ブ
レ
ー
ブ
ス
の
本
拠
地
で

あ
る
。
練
習
し
て
い
る
す
ぐ
そ
ば
の
ブ
ル
ペ

ン
で
、
現
在
は
名
球
会
入
り
し
て
い
る
米
田

投
手
、
梶
本
投
手
が
ピ
ッ
チ
ン
グ
練
習
を
し

て
い
る
。
正
に
夢
の
よ
う
な
経
験
。
全
て
は

甲
府
中
学
、
甲
府
一
高
出
身
の
財
界
人
、
県

入
会
の
皆
様
の
贈
り
物
で
あ
る
。

　
本
大
会
一
回
戦
で
の
惜
敗
。
帰
甲
し
か
駅

前
で
の
温
か
な
出
迎
え
。
す
べ
て
が
懐
か
し

い
思
い
出
。
な
ぜ
か
青
春
と
呼
ば
れ
る
時
期

に
あ
っ
て
、
一
高
野
球
部
の
シ
ー
ン
だ
け
は

鮮
や
か
に
甦
る
。
過
ぎ
去
っ
た
時
間
を
ま
る

で
触
れ
た
だ
け
で
斬
れ
る
柳
刃
で
輪
切
り
に

し
た
よ
う
に
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
中
に
い

る
先
輩
達
は
、
風
を
切
り
裂
い
て
白
球
を
追

う
。
あ
こ
が
れ
の
勇
姿
で
あ
る
。

ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
に
ど
よ
め
く
歓
声
、

瞬
間
瞬
間
に
方
向
を
変
え
る
気
ま
ぐ
れ
な

風
。
汗
と
涙
、
そ
し
て
祈
り
。
一
つ
一
つ
、

記
憶
の
細
胞
を
圧
し
潰
す
こ
と
な
く
原
状
を

復
元
し
検
索
し
、
そ
こ
に
在
っ
た
本
来
の
意

味
を
取
り
出
し
、
い
ね
ば
過
去
を
完
成
す
る

こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
そ
れ
の
置
か
れ
た

位
置
、
立
っ
た
位
置
か
ら
歴
史
の
一
場
面
を
、

確
か
な
一
瞬
を
永
遠
の
よ
う
に
生
き
た
の
だ

と
云
え
る
だ
ろ
う
。

　
今
夜
も
真
心
を
尽
く
し
、
精
一
杯
の
舟
盛

り
を
膳
立
て
す
る
。
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東京同窓会５０年の歩み

一
一
〇
〇
四

（
平
成
1
6
年
）

二
〇
〇
五

（
平
成
１
７
年
）

一
．
０
０
六
一

（
平
成
１
８
年
）
一

二
〇
〇
七

（
平
成
１
９
年
）

二
〇
〇
八

（
平
成
2
0
年
）

．
０
０
九

（
平
成
２
１
年
）

七
・
九
東
京
會
舘

　
　
　
　
　
三
八
九
名
（
女
性
七
九
名
）

　
テ
ー
マ
「
結
び
直
そ
う
同
窓
の
絆
」

七
・
ハ
東
京
會
舘
　
　
　
四
七
．
名

　
テ
ー
マ
「
今
新
た
な
り
同
窓
の
詩
」

七
・
ハ
東
京
會
舘

　
テ
ー
マ
「
甦
れ

　
　
　
五
三
Ｌ
名

鶴
城
魂
」

七
こ
一
一
東
京
會
舘
　
　
五
九
．
名

　
テ
ー
マ
［
縦
横
織
り
な
す
絆
］

七
・
こ
ハ
東
京
會
舘

五
二
Ｉ
八
名

テ
ー
マ
「
O
u
r

G
o
o
d
D
a
y
s
」

Ｌ
・
１
東
京
會
舘

　
テ
ー
マ
「
魁
接
点
５
０
年
」

へ／●

７!Ｓ９●~=

〃ｗＷｉｘ占

-

●-
-

如←

四
-

- ．

Ｓ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ

Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ

Ｌ
ａ
ｎ
ｇ
ｕ
ａ
ｇ
ｅ

　
　
　
　
H
i
g
h
‐
s
c
h
o
o
1
に
指
定
さ
れ
る

新
潟
中
越
地
質

グ
ラ
ン
ド
南
側
防
球
ネ
ッ
ト
設
置

郵
政
民
営
化
関
連
法
成
立

肩
．
震
強
度
偽
装
問
題

一
．
学
期
制
へ
移
行

Ｗ
Ｈ
Ｃ
エ
ジ
ャ
パ
ン
優
勝

総
八
日
選
抜
か
ら
全
県
．
区
入
試
へ
移
行

消
え
た
年
金
問
題

ノ
ー
ベ
ル
賞
日
本
人
囚
人
受
賞

ご汗

釧
‥
提
供
ヽ
・

ふ
孝
才
六
・
山
本
ｆ
氏

｢f

べ
・
中
庭
‐
‥
四

目

｀
ｔ

!!II I! ･http://www.71111.com-.

犬
ゾ
ヤ
ヅ
ハ
ー

-

コ
紅
会
の
歩
み
と
将
来

一
社
会
初
代
会
長
　
渡
迢
圭
子
（
昭
和
2
8
年
卒
）

　
平
成
七
年
東
京
同
窓
会
の
活
性
化
を
、
特

に
多
く
の
女
性
が
参
加
し
て
ほ
し
い
と
い
う

娶
請
の
も
と
に
、
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
同
期
の
男
性
幹
事
か

ら
の
電
話
で
各
学
年
の
女
性
代
表
が
集
ま
る

会
に
参
加
し
て
下
さ
い
、
と
呼
び
か
け
ら
れ

断
り
下
手
な
私
は
Ｏ
Ｋ
の
返
事
を
し
た
の
が

十
四
年
前
、
以
後
「
一
紅
会
」
に
微
力
な
が
ら

か
か
わ
り
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
八
年
九
月
に
か
け
女
性
代
表
の
方
々

の
真
摯
な
努
力
に
よ
り
会
の
名
前
も
甲
府
一

高
の
「
一
≒
促
性
哨
服
の
蝶
ネ
ク
タ
イ
の
赤

色
か
ら
の
イ
メ
ー
ジ
で
「
一
社
会
」
と
付
け
ら

れ
、
会
則
も
検
討
を
重
ね
た
後
承
認
さ
れ
、

次
々
形
が
と
と
の
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

　
平
成
十
年
に
は
東
京
同
窓
会
副
会
長
の
一

人
と
し
て
Ｔ
社
会
」
会
長
が
就
任
す
る
こ
と

が
き
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
特
に
一
社

会
独
自
の
活
動
と
し
て
新
春
講
演
会
が
毎
年

お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
は
「
女
性
力
」
の
結
実

と
声
人
き
く
報
占
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
手
作
り
の
さ
さ
や
か
な
こ
の
行
事
が
今
年

で
十
二
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
初
の
目
的
で
あ
る
東
京
同
窓
会
参
加
者

も
三
百
人
合
か
ら
六
百
人
台
に
ま
で
伸
び
同

窓
会
会
場
に
は
後
輩
達
の
若
い
子
不
ル
ギ
ー

が
弾
け
輝
く
姿
が
溢
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
す
。
こ
の
こ
と
は
驚
き
で
も
あ
り
喜
び
で

も
あ
り
ま
す
。

　
今
お
金
万
能
主
義
に
と
り
つ
か
れ
て
し

ま
っ
た
社
会
が
破
綻
し
ふ
日
年
に
一
度
の
大

恐
慌
と
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。
大
切
な
価
値

観
を
見
失
い
行
動
の
多
様
化
し
た
時
代
だ
か

ら
こ
そ
個
人
と
個
人
の
心
の
か
よ
い
あ
い
を

大
切
に
し
な
け
れ
ば
と
思
う
の
で
す
。
優
し

き
も
の
と
の
交
わ
り
を
汚
す
こ
と
な
く
積
極

的
に
対
話
し
な
が
ら
変
わ
っ
て
ゆ
く
場
、
本

当
の
優
し
さ
が
あ
る
場
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

社
会
の
一
つ
の
場
、
と
し
て
同
窓
会
二
紅
会

も
）
と
い
う
小
さ
な
集
ま
り
が
こ
れ
か
ら
ど

う
か
か
わ
っ
て
ゆ
く
の
か
、
難
し
い
け
れ
ど

も
ゆ
る
や
か
に
変
化
し
て
ゆ
く
の
か
、
子
供

の
将
来
を
気
遣
う
よ
う
に
見
守
る
つ
も
り
で

す
。
朝
日
新
聞
の
天
声
人
語
に
興
味
深
い
数

行
が
あ
り
ま
し
た
、
嵐
山
光
三
郎
著
［
同
窓
会

奇
談
］
の
あ
と
が
き
に
「
人
々
が
同
窓
会
に
出

か
け
て
交
錯
し
た
時
間
の
糸
を
た
ぐ
り
寄
せ

あ
う
の
は
昔
の
自
分
に
出
会
う
と
い
う
無
為

の
作
業
で
あ
る
。
」
の
文
に
続
い
て
キ
ヤ
ノ
ン

の
脱
税
事
件
に
ふ
れ
経
済
界
の
ト
ッ
プ
で
あ

る
Ｍ
氏
と
Ｏ
社
長
は
同
郷
、
同
じ
高
校
、
家

族
ぐ
る
み
の
結
び
っ
き
だ
っ
た
。
そ
こ
に
う

ご
め
い
た
黒
い
影
、
故
郷
、
旧
友
、
優
し
き
も

の
と
の
交
わ
り
は
、
心
地
よ
い
ゆ
え
に
、
難
し

い
。
と
古
か
れ
て
い
る
。
ど
う
読
み
、
ど
う

受
け
と
め
る
か
ー
。
考
え
さ
廿
ら
れ
ま
す
。
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記念講演会について

50回記念のスペシャル･イベントです｡いつもの再会･歓談に加え､講演も聞けて、

｢得した､ためになった､出てよかった｣と思っていただければ幸いです。

講師

　・山梨or甲府中学一一高に何らかの接点・縁(ゆかり)があり

　・十分な知名度があって

　・多くの人に共通の関心事をテーマにできる人、が条件。

　‘‘超多忙"の医師日野原重明さんにお願いしました。

ロ○自記淀講演

演題

　「石橋湛山先生と私＆生涯現役100歳を生きる」の’‘ダブル・ヘッダー･’です。

　幾多の人材を輩出した母校ですが、石橋湛山先生はその代表として、われわれ|司室生の深く誇りとする

ところです。特に、指導者たるにふさわしい政治家を失い、「総理の品格」が問われる昨今、偉大な言論人、

大きな政治家として、石橋湛山先生をしのぶ思いは強いものがあります。

　その石橋湛山の主治医を務めたのが、聖路加国際病院のロ野原重明さん。ことL10J」で98歳。

現役最高齢、かつ最も有名なお医者さんでしょう。ベストセラー「生きかた上手」など著書も多く、

ご存知の方が多いかと思います。

　昭和32年、病に倒れた石橋総理の治療に当たり、以後16年間、主治医として親しくその人格、識見、

哲学にふれ、政治家としての強くかつ清々しい生き方に感銘を受けたという。

　もう一つのテーマは健康・長生き。ことしの同窓会にご出席の皆さんの平均年齢は65歳くらい。

日野原先生のお歳までは、まだまだ30年以上、これからです。元気に長生きしましょう。

石橋湛山翁

1884年（明治17）生まれ

1902年（明治35）県立山梨県第一中学校卒業

　札幌農学校でウィリアム・クラーク博士の薫陶を受けた

　大島正健校長に出会い，Boys，be ambitious ！の精神に触れる。

　大島正健先生彰徳碑（写真は元の場所）のBoys，be ambitious ！の英文は

　湛山の書。除幕式にも参加した。

父・杉田湛誓は身江山久遠寺第81世法主

　早稲田大学卒業後、1911年（明治44）、東洋経済新報社に入社。

徹底Ｌた民主主義・自由主義・平和主義を唱え、ジャーナリストとして活躍。

戦時下でも、一貫してリベラルな論陣を張る。

　戦後、政界に入り、昭和31年12月、自由民主党総裁選で岸信介を破り、

第55代総理大臣に就任（12月23日）。精力的に全国を遊説するが、直後の

昭和32年１月25日、脳梗塞に倒れる。２か月の休養を要すとの診断を受け、

「私の政治的良心に従います」と潔く退陣を表明。２月23日、わずか２か月で

総理大臣の座を去った。

　その後、徐々に健康を回復。自らが築いた日中関係の悪化を憂えた湛山は、昭和34年９月、

中国を訪問。周忌来首相と会談し、日本が東西冷戦終結の架け橋になろうという「日中米ソ平和同盟|

構想を提案した。周忌来はこれに同意。「両国民が手を携えて極東と世界の平和に貢献すべきである」

とする「石橋・周共同声明」を発表した。

　翌年、日中貿易が再開され、昭和47年、日中は国交を回復する。湛山はこれを見届け、昭和48年、

88歳で世を去った。その16年後、ペルリンの壁が崩れ、冷戦が終わる。世界に先駆けて冷戦終結を唱え、

日中国交回復の道筋をつけた石橋湛山。卓越した先見性、歴史観の持ち主であった。

（顔写真は「石橋湛山写真譜」東洋経済新報社より）

担当　長田弘之（昭和46年卒）

Nisshinshovol.16
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ら○回記念講ﾓ寅

甲府中学・甲府一高東京同窓会　50回記念講演

持
場
目
会

演　題

2009年７月11目（土）総会終了後

東京会館9Fローズルーム

石橋湛山先生と私

＆生涯現役100歳を生きる

　97歳の現役医師日野原重明氏。

３年先（100歳！）までの予定表を持ち、診療・教育・執筆・講演･一一と、忙しさぱ年を

追ってスピードを増しでいる。

　75歳以上の元気な人を「新老人」と呼び、新しいことを創（はじ）めようと提唱｡

自ら音楽劇の脚色やアンサンブルの指揮に挑戦し、人々に夢と希望を与えている。

著書「生きかた上手」は120万部のミリオンセラー。

　講演は年に150回。睡眠は５時間。週に１回は徹夜で原稿を書くが、翌日は「達成感

で気分はさわやか」だという。

　石橋湛山先生との接点は…。

そして、ご専門の立場から、「元気に機嫌よく長生き」する方法を語っていただきます。

講　師 師医 目野原重明先生

【プロフィール】

1911年　山口県生まれ

1937年　京都帝国大学医学部卒業

1941年　聖路加国際病院内科医

　　　　　内科医長、院長を歴任

現在　聖路加国際病院理事長、名誉院長

(財)ライフ･プランニング･センター理事長

予防医学の重要性を指摘、成人病を「生活習慣病」と呼ぶ

2000年「新老人の会」結成

スローガンは①愛すること②創めること③耐えること

2005年　文化勲章受章

【著書】

生きかた上手（ューリーグ）

死をどう生きたか　私の心に残る人びと（中央公論新社）

十歳のきみヘー九十五歳のわたしから（富山房インターナショナル）

いま伝えたい犬切なことーいのち・時・平和（日本放送出版協会）

ササッとわかる「長生き人生」の優先順位（講談社）

100歳になるための100の方法　未来への勇気ある挑戦（文蔡春秋）など多数

50th Anniversory



高
生
－

強行遠足のいでたち

敬制服･制llM･脚絆･わらじ（松本まで行く’ｺもりなら３足必要｡長野に入ると途中で売っていた｡）

元制服の上着･白のトレーニングパンツ

Iliiジャージの上ﾄ’

　
過
去
5
0
年
を
振
り
返
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
5
0
年
も
見
据
え
た
い
、
と
い
う
思
い
か

ら
現
役
一
高
生
に
照
準
を
合
わ
せ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の
企
画
・
…
で
き
れ
ば
そ
の
父
か
母

も
一
高
卒
業
生
で
、
さ
ら
に
そ
の
祖
父
か
祖
母
も
一
高
（
甲
中
）
卒
業
生
で
、
も
っ
と
欲
張
っ
て

尹
均
年
齢
「
5
0
」
歳
の
三
世
代
を
探
そ
う
と
い
う
無
謀
な
試
み
へ
と
発
展
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｚ
_
。
ｒ
‐
ｇ
　
９
く

こ
に
登
場
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
の
が
、
甲
府
市
在
住
の
、
神
宮
寺
敬
氏
、
元
氏
、
岳
氏
。

す
成
一
。
十
年
十
一
月
一
日
、
甲
府
の
ホ
テ
ル
で
、
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
敬
称
略
内
容
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
当
時
の
も
の
）

Ｏ
　
卒
業
は
い
つ

敬
氏
元
氏
岳
氏

Ｏ敬

昭
和
十
二
年
甲
府
中
学
卒

昭
和
五
十
四
年
甲
府
コ
尚
卒

甲
府
一
高
一
年
生

強
行
遠
足
に
つ
い
て

全
国
で
も
有
名
な
強
行
遠
足
を
楽
し

み
に
甲
府
中
学
に
入
学
す
る
人
が
多
か
っ

た
。
学
校
側
も
一
大
事
業
で
あ
っ
た
。
メ

ダ
ル
線
（
注
―
）
で
一
年
は
上
諏
訪
、
二

年
は
川
岸
、
三
年
は
小
野
、
四
年
・
五
年

は
塩
尻
ま
で
行
く
と
銅
メ
ダ
ル
が
も
ら
え

た
。
松
本
ま
で
行
く
と
特
別
賞
優
秀
賞
が

も
ら
え
二
十
四
時
間
歩
け
る
と
こ
ろ
ま
で

歩
く
。
松
本
ま
で
行
け
ば
「
イ
イ
男
」
と

い
わ
れ
た
。
部
活
仲
間
三
人
で
必
ず
松
本

ま
で
行
く
こ
と
を
堅
く
約
束
し
た
た
め
五

年
で
松
本
に
行
か
れ
た
。
私
は
、
五
年
間

銅
メ
ダ
ル
を
も
ら
い
、
さ
ら
に
松
本
ま
で

行
っ
た
た
め
金
メ
ダ
ル
を
頂
い
た
。
完
全

踏
破
で
き
た
こ
と
と
松
本
ま
で
行
か
れ
た

こ
と
が
一
番
の
思
い
出
。
松
本
で
記
念
撮

影
を
し
て
貰
っ
た
。

元
　
小
諸
ま
で
三
年
間
行
っ
た
が
写
真
は

撮
ら
な
か
っ
た
た
め
な
い
。
受
験
が
総
合

選
抜
（
コ
局
・
南
高
・
西
高
）
だ
っ
た
の

で
強
行
遠
足
に
行
き
た
い
と
い
う
強
い
思

い
が
あ
っ
て
工
局
を
選
ん
だ
と
い
う
こ
と

は
な
い
。
し
か
し
、
入
学
後
強
行
遠
足
へ

の
思
い
は
徐
々
に
大
き
く
な
っ
た
。

今
年
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
保
健
体
育
副
委
員
長
と
し

て
親
の
立
場
で
参
加
。
事
故
が
起
き
な
い

よ
う
交
差
点
全
て
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
立

ち
保
体
委
員
長
・
副
委
員
長
は
全
線
巡
視

し
、
細
心
の
注
意
を
払
っ
た
。
学
校
側
と

父
兄
を
合
わ
せ
徹
夜
で
七
〇
〇
大
ほ
ど
が

携
わ
っ
た
。

岳
　
今
ま
で
は
野
辺
山
ま
で
の
五
十
キ
ロ

で
あ
っ
た
が
、
今
年
か
ら
距
離
が
伸
び
て

小
海
ま
で
の
七
十
五
キ
ロ
に
な
っ
た
。
男

子
夜
ト
時
出
発
、
女
子
明
け
方
出
発
。
夜

中
を
走
る
の
は
全
校
生
初
め
て
の
経
験
。

元
　
お
守
り
は
、
ク
ラ
ス
・
部
活
・
個
人

的
に
も
ら
っ
た
。
現
在
は
、
お
守
り
を
も

ら
っ
た
お
礼
に
り
ん
ご
を
あ
げ
、
ま
た
そ

の
お
返
し
に
女
の
子
が
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
を

焼
い
て
渡
す
よ
う
だ
。
ど
こ
で
も
ら
っ
た

一 ■ - - -
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・
子
・
孫
が
そ
ろ
っ
て
Ｉ

松本到着時の記念写真
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り
ん
ご
を
あ
げ
た
の
か
に
よ
り
本
命
か
義

理
か
に
分
か
れ
る
ら
し
い
。
（
臼
田
が
本
命
）

敬
　
強
行
遠
足
で
松
本
ま
で
行
っ
た
経
験

が
あ
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
、
元
さ
ん
が

一
年
の
時
か
ら
保
健
体
育
部
長
を
頼
ま
れ
、

三
年
間
部
長
を
務
め
全
線
巡
視
し
た
。

元
　
従
来
女
子
は
、
平
日
の
通
勤
時
間
帯

に
須
玉
小
を
出
発
し
道
路
を
朝
横
断
す
る

た
め
交
通
渋
滞
に
な
っ
て
し
ま
い
ク
レ
ー

ム
が
き
た
。
そ
こ
で
平
日
は
出
来
な
く
な

り
土
曜
に
男
子
・
日
曜
に
女
子
ス
タ
ー
ト

と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
父
母
の
お
手
伝
い

も
し
や
す
く
、
高
原
野
菜
の
ト
ラ
ッ
ク
も

少
な
い
た
め
安
全
で
あ
っ
た
。
私
た
ち
の

頃
は
、
ト
ラ
ッ
ク
が
多
か
っ
た
。
今
年
は

距
離
が
伸
び
て
初
め
て
の
強
行
遠
足
で

あ
っ
た
の
で
、
い
か
に
安
全
に
行
う
か
が

弟
、
で
あ
っ
た
。

神言寺敬氏（昭和12年甲的中学ヅ

‘-&4 ゛゛

団財隔4年甲㈲･高俯辺氏ｉ

白
浪
孫
櫛
晋
一
神

三
上
庄
司

二
三
巨
・
問

ｔ４

元
　
夜
中
に
野
辺
山
の
手
前
で
空
を
見
た

時
、
満
天
の
星
に
感
勤
し
た
。
岳
に
先
に

言
う
と
面
白
く
な
い
の
で
、
寒
い
か
ら
と

だ
け
い
っ
た
。
岳
が
帰
っ
て
き
て
感
想
が

ー
星
が
き
れ
い
」
と
。
呂
っ
て
く
れ
た
の
で

買
で
パ
ン
を
買
う
か
、
弁
当
持
参
。
教
室
　
英
習
字
の
授
業
で
使
用
。

で
食
べ
て
い
る
。

元
　
三
枚
時
～
四
枚
時
の
休
み
時
間
に
日

新
ホ
ー
ル
に
食
べ
に
行
っ
て
い
た
。
早
弁

の
生
徒
達
の
た
め
に
一
回
営
業
す
る
。
ラ
ー

メ
ン
（
箱
が
硬
く
ゴ
ム
ラ
ー
メ
ン
と
言
わ

れ
て
い
た
∵
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
こ
大
丼
・
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
’
Ａ
ラ
ン
チ
・
Ｂ
ラ
ン
チ
。
一

階
男
子
・
二
階
女
子
と
分
か
れ
て
い
た
。

敬
　
学
食
は
な
し
。

‐゜｀●ｌｋ

-一一一一
９７嘸

　　ﾝ゛心辱心

ti－葬●■

ヤ
ッ
タ
ー
。
一
年
目
で
気
が
付
い
て
く
れ

た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
。

敬
　
甲
府
中
時
代
は
、
十
一
月
三
日
（
明

治
節
）
と
決
ま
っ
て
い
た
。
十
一
月
三
日
は
、
　
／

昔
か
ら
雨
が
降
ら
な
い
と
い
わ
れ
て
い
た
。

ナ
諏
訪
・
茅
野
で
は
霜
が
お
り
て
い
た
。

○
　
日
新
ホ
ー
ル
に
つ
い
て

岳
　
昔
の
建
物
は
建
て
替
え
ら
れ
、
今
は
、

職
員
会
議
・
部
活
の
合
宿
な
ど
に
使
わ
れ

て
い
る
、
学
食
は
校
舎
内
に
あ
っ
た
が
昨

年
か
ら
一
時
閉
鎖
し
て
い
る
。
お
昼
は
購

お
昼
前
の
三
・
四
校

神宮寺岳氏（甲府･･高･年生）

時
に
は
空
腹
を
我
慢
で
き
ず
、
花
輪
さ
ん

（
当
時
正
門
西
に
あ
っ
た
が
今
は
無
い
）
で

大
福
・
あ
ん
ぱ
ん
な
ど
を
食
べ
る
（
大
福
・

あ
ん
ぱ
ん
三
個
で
五
銭
）
。
昼
に
は
業
者
が

学
校
に
パ
ン
や
饅
頭
を
売
り
に
来
た
。
靴

屋
・
万
年
筆
屋
も
来
た
。
革
靴
の
た
め
通

学
路
の
砂
利
道
を
二
十
日
も
歩
く
と
底
が

減
り
修
理
が
必
要
と
な
っ
た
。
万
年
筆
は

元
　
以
前
の
日
新
ホ
ー
ル
は
な
く
な
り
、

建
物
が
全
然
違
う
の
で
懐
か
し
さ
は
あ
ま

り
感
じ
な
い
。
（
敬
さ
ん
元
さ
ん
時
代
の
建

物
は
ほ
ぼ
同
じ
で
、
上
履
き
は
使
用
し
て

い
な
か
っ
た
）

七
月
十
一
日
懇
親
会
の
会
場
に

「
日
新
食
堂
」
が
再
現
－
・

驚
く
ほ
ど
薄
い
ナ
ル
ト
の
「
ラ
ー
メ
ン
」
を

始
め
、
「
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
」
「
カ
ツ
丼
（
干
切

り
キ
ャ
ベ
ツ
と
ソ
ー
ス
）
」
「
煮
カ
ツ
（
豚
カ

ツ
卵
と
じ
）
」
「
烏
の
モ
ツ
煮
」
「
し
じ
み
汁
」

な
ど
が
供
さ
れ
る
。

jl.｣ツ･ヽ7i一価男(昭和４Ｓ年卒1
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○
　
修
学
旅
行
に
つ
い
て

敬
　
修
学
旅
行
は
、
四
年
で
奈
良
・
京
都

へ
行
っ
た
。
東
海
道
線
で
行
っ
た
。
積
み

立
て
一
円
。
学
費
が
一
ケ
月
三
円
五
十
銭

（
当
時
で
も
高
額
。
今
の
私
立
の
学
費
並
み

で
は
な
い
か
。
）
だ
っ
た
の
で
、
合
計
五
円

も
ら
い
五
十
銭
は
お
こ
づ
か
い
に
し
た
。

四
年
で
積
み
立
て
が
終
わ
る
が
親
に
言
わ

ず
に
五
年
か
ら
は
一
円
五
十
銭
が
お
こ
づ

か
い
。

几岳

－

○敬

広
島
・
岡
山
研
修
旅
行
。

二
年
で
沖
縄
へ
行
く
予
定
。

部
活
に
つ
い
て

ヴ
球
部
。
強
か
っ
た
。
ラ
バ
ー
の
貼
っ

て
な
い
板
だ
け
の
ラ
ケ
ッ
ト
だ
っ
た
が
、
西

山
梨
郡
の
大
会
で
優
勝
し
た
こ
と
も
あ
る
。

元
　
放
送
部
　
強
行
遠
足
を
テ
ー
マ
に
作
っ

た
作
品
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
県
内

一
位
に
な
り
関
東
大
会
に
出
場
。
部
室
を
建

て
替
え
た
時
に
記
録
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
が
残
念
で
あ
る
。

岳
　
文
学
部
に
入
っ
て
い
る
。
一
高
祭
に
向

け
て
作
品
を
制
作
す
る
予
定
。

敬
　
昭
和
十
年
四
年
生
の
夏
に
初
め
て
甲
子

園
に
出
場
し
た
。
甲
信
越
で
は
、
長
野
の
佐

久
中
・
新
潟
の
長
岡
中
が
強
く
な
か
な
か
勝

て
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
甲
神
静
に
な
っ
て

初
め
て
優
勝
し
、
山
梨
で
初
め
て
甲
府
中
が

甲
子
園
に
行
っ
た
。
そ
の
待
ち
ょ
う
ち
ん
行

列
ま
で
で
た
。
甲
子
園
で
は
、
く
じ
運
が
よ

く
対
戦
相
手
が
吉
島
中
学
で
あ
っ
た
た
め
Ｉ

回
戦
は
勝
っ
た
。
ピ
ッ
チ
ャ
ー
五
味
、
シ
ョ
ー

ト
奥
村
、
フ
ァ
ー
ス
ト
柳
沢
と
メ
ン
バ
ー
に

恵
ま
れ
た
。
そ
の
後
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
五
味
は
、

甲
府
中
五
年
で
プ
ロ
入
り
。
甲
府
中
で
は
初

め
て
。
名
古
産
金
岐
軍
（
今
の
中
日
）
に
入
団
。

Ｏ
　
応
援
練
習
に
つ
い
て

敬
　
運
動
場
で
練
習
を
し
た
が
、
五
年
の
団

長
は
髭
を
は
や
し
と
て
も
怖
か
っ
た
。
団
長

は
羽
織
・
は
か
ま
を
着
用
。

元
　
講
堂
で
入
学
後
二
日
間
だ
け
練
習
。
声

が
出
て
い
な
い
と
怒
鳴
ら
れ
た
。
団
長
は
羽

織
・
は
か
ま
を
着
用
。

防
　
特
別
な
応
援
練
習
は
な
い
。
入
学
時
応

後
歌
と
校
歌
を
覚
え
る
よ
う
に
と
Ｃ
Ｄ
が
学

校
か
ら
配
ら
れ
、
終
わ
っ
た
ら
返
却
す
る
。

放
課
後
、
生
徒
会
が
中
心
に
な
り
練
習
を
す

る
。
団
長
の
な
り
手
が
い
な
い
た
め
今
年
か

ら
応
援
団
は
な
く
な
っ
た
。

（
そ
の
た
め
今
年
五
月
に
聞
か
れ
た
同
窓
会

に
は
Ｏ
Ｂ
が
応
援
団
を
務
め
た
。
）

Ｏ
　
一
高
を
選
ん
だ
理
由

敬
　
稲
川
小
学
校
で
一
番
だ
っ
た
し
、
兄
の

尊
が
甲
府
中
学
だ
っ
た
の
で
、
当
然
自
分
も

甲
府
中
学
に
行
く
、
行
け
る
と
思
っ
て
い
た
。

当
時
は
尋
常
小
学
校
の
上
に
尋
常
高
等
小
学

校
と
い
う
の
が
二
年
あ
っ
て
、
中
学
受
験
で

落
ち
た
人
は
尋
常
高
等
小
学
校
で
勉
強
し
て

一
年
後
、
二
年
後
と
、
二
回
受
験
す
る
チ
ャ

ン
ス
が
あ
っ
た
。
。

元
　
家
か
ら
近
い
。
、
当
時
で
も
強
行
遠
足
は

魅
力
で
夜
中
を
通
し
て
歩
い
て
み
た
い
と

思
っ
た
。
強
行
遠
足
の
話
し
は
、
父
か
ら
も

聞
か
さ
れ
て
い
た
。
総
合
選
抜
だ
っ
た
の
で
、

自
分
が
ど
ん
な
に
が
ん
ぱ
っ
て
も
自
分
の
志

望
校
に
行
か
れ
る
と
は
限
ら
な
か
っ
た
。
何

も
し
よ
う
が
な
か
っ
た
。
し
か
も
受
験
科
目

は
三
教
科
で
倍
率
は
即
一
だ
っ
た
の
で
あ
ま
り

受
験
と
い
う
緊
張
感
は
な
か
っ
た
。

岳
　
昨
年
か
ら
総
合
選
抜
で
は
な
く
な
っ
た

の
で
、
自
分
か
ら
コ
局
に
行
き
た
い
と
希
望

し
選
ん
だ
。
強
行
遠
足
も
魅
力
で
あ
っ
た
。

（
敬
さ
ん
・
元
さ
ん
が
、
通
学
も
近
く
て
便

利
だ
と
吹
き
込
ん
だ
と
こ
ろ
も
あ
る
。
強
行

遠
足
も
経
験
さ
せ
た
い
と
思
っ
た
。
）

Ｏ
　
ク
ラ
ス
編
成

敬
　
一
ク
ラ
ス
五
ト
人
、
全
校
生
徒
は
四
ク

ラ
ス
で
二
百
人
。
七
人
ず
つ
七
列
に
後
ろ
か

ら
成
績
の
い
い
順
に
並
ぶ
。
席
は
、
一
年
間

ず
っ
と
そ
の
ま
ま
変
わ
ら
な
い
。
同
級
生
に

は
甲
府
中
か
ら
松
本
高
校
に
行
き
山
岳
部
に

入
り
伴
上
靖
の
小
説
「
氷
壁
」
の
モ
デ
ル
に

な
っ
た
入
、
甲
府
中
学
の
校
歌
を
作
っ
た
三

井
甲
之
（
み
つ
い
こ
う
し
）
（
注
２
）
の
息
子
、

ま
た
一
級
下
に
は
甲
府
コ
昌
校
歌
の
作
詞
と

応
援
歌
「
お
御
崎
さ
ん
の
神
主
が
～
」
を
作
っ

た
上
條
馨
（
注
３
）
が
い
た
。

岳
　
ヒ
ク
ラ
ス
、
女
子
は
四
十
人
中
十
七
人

ぐ
ら
い
。
女
子
生
徒
に
は
、
昔
か
ら
変
わ
ら

な
い
制
服
に
魅
力
が
な
く
学
校
を
選
ぶ
際
あ

ま
り
人
気
が
無
い
よ
う
だ
。

英
語
ク
ラ
ス
は
、
一
ク
ラ
ス
で
入
試
時
に
別

枠
。
特
進
ク
ラ
ス
は
入
学
時
に
、
「
希
望
す
る
・

し
な
い
・
先
生
に
お
任
せ
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
と
り
四
十
大
の
希
望
者
で
Ｉ
ク
ラ
ス
と
す

る
。
授
業
の
単
位
数
が
違
う
の
で
一
年
で
希

望
し
た
ら
三
年
間
変
更
で
き
な
い
。
国
公
立

大
を
進
学
目
標
に
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
私

立
の
推
薦
は
受
け
ら
れ
な
い
。

元
　
学
校
説
明
会
時
の
、
昔
か
ら
変
わ
ら
な

い
「
伝
統
の
あ
る
学
校
で
あ
る
。
卒
業
生
に

は
石
橋
湛
山
が
い
る
。
」
と
い
っ
た
話
は
今

の
子
達
に
と
っ
て
は
魅
力
に
は
な
ら
な
い
様

で
あ
る
。

Ｏ
　
通
学
服

敬
　
黒
の
学
生
服
。
夏
は
グ
レ
ー
の
学
生
服

で
帽
子
（
中
学
は
二
本
の
白
線
、
高
校
線
な

し
）
に
は
白
い
カ
バ
ー
。
通
学
に
は
編
み
上

げ
の
革
靴
。
ブ
ッ
ク
バ
ン
ド
が
禁
止
の
た
め

教
科
書
を
風
呂
敷
に
包
む
。
し
ゃ
れ
も
ん
は
、

学
校
前
ま
で
ブ
ッ
ク
バ
ン
ド
で
来
て
風
Ｍ
敷

に
入
れ
替
え
る
。

元
　
黒
の
学
生
服
。
夏
は
白
の
Ｙ
シ
ャ
ツ
。

恟
に
は
学
年
章
と
校
章
。
革
鞄
と
靴
は
白
山
。

岳
　
黒
の
学
生
服
。
夏
は
白
開
襟
シ
ャ
ツ
（
胸

に
学
年
カ
ラ
ー
の
校
章
の
刺
繍
入
り
）
、
妬

札
は
つ
け
な

い
。
か
ば
ん

は
、
自
由
、

僕
は
、
自
転

車
通
学
な
の

で
デ
イ
パ
ッ

ク
。
自
転
車

に
も
名
前
は

つ
け
な
い
。

一一

訟

沼示

馨

尹

-
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○
　
印
象
に
残
っ
て
い
る
先
生
は
？

元
　
一
年
の
担
任
土
屋
松
雄
先
生
。
十
年
間

甲
府
一
高
に
在
職
さ
れ
た
。
授
業
中
も
生
徒

指
導
も
非
常
に
厳
し
か
っ
た
。

岳
今
は
特
に
変
わ
っ
た
先
生
は
い
な
い
。

敬
後
に
コ
局
の
先
生
に
な
っ
た
、
三
枝
茂

雄
は
数
学
嫌
い
の
同
級
生
。
授
業
中
よ
く
幽

霊
・
お
墓
の
絵
を
描
い
て
い
た
。
卒
業
後
ア

ト
リ
エ
を
作
り
た
い
の
で
七
ト
万
用
意
し
て

欲
し
い
と
頼
ま
れ
、
同
級
生
一
人
二
万
ず
つ

合
計
六
十
万
集
め
た
。
後
十
万
は
自
分
で
出

す
こ
と
を
約
束
し
、
そ
の
代
わ
り
毎
月
一
枚

ず
つ
み
な
に
絵
を
描
く
こ
と
を
約
束
。
私
は

龍
の
絵
を
描
い
て
も
ら
っ
た
。
鰹
が
滝
を
昇

り
最
後
に
龍
に
な
る
。
青
は
、
銅
の
青
さ
び
、

赤
は
紅
、
金
は
金
粉
を
使
っ
て
描
い
て
あ
る
。

い
。
厳
し
い
時
代
を
生
き
抜
い
て
き
た
当
時

の
人
に
は
か
な
わ
な
い
。
と
に
か
く
高
校
時

代
は
楽
し
か
っ
た
。
今
も
戻
る
と
し
た
ら
高

校
時
代
。

敬
　
長
い
人
生
を
振
り
返
る
と
戦
争
時
代
は

避
け
ら
れ
な
い
。
学
業
よ
り
何
よ
り
天
皇
陛

下
の
た
め
に
命
を
棒
げ
る
こ
と
が
男
子
の
本

懐
と
信
じ
て
い
た
。
あ
ま
り
に
も
厳
し
い
時

代
を
生
き
て
き
た
の
で
、
戻
れ
る
の
な
ら
ば

戦
争
の
無
い
時
代
。
二
度
と
戦
争
を
し
て
は

い
け
な
い
。

い
が
、
な
ん
に
お
い
て
も
父
を
越
え
ら
れ
な

一三枝先生乙龍とL制服のことー

神宮寺敬さんの話に登場した三枝茂雄先生は昭和４０年～４

８年、甲府一一高で教鞭を執られた。私たち昭和４６年卒業生

にとっては最も思い出深い先生の一人であり、とにかく逸話

には事欠かない先生であった。美術部の顧問として、また芸

術選択科目の美術の先生としてはもちろんのこと、全く接点

はないのに深く影響を受けたと述懐する仲間は数知れない。

惜しくも1989年に亡くなられたが、1994年に県立美術館で開

催された「妖嶮華気・三枝茂雄展」では、鋭く美しい墨線、

気随に満ちた描線で、ゆらめくような妖気や情念をも表現し、

深遠な世界を創りあげたと紹介されている。そんな三枝先生

と敬さんが甲中で同級生だったとは…。思いがけない偶然に

座は大いに盛り上がり、ここには掲載できないような若かり

Ｌ頃のお話をたくさんうかがうことができた。件の龍の絵も、

敬さんの自宅の居間に飾られているのを撮影させていただい

たが、三枝先生も同級生と毎日一緒にいられて、さぞかし喜

んでおられることだろう。

50↑hAnniversory

一
丸 Ｏ

三
人
の
中
で

　
自
分
が
一
番
だ
と
思
う
こ
と

当
時
を
見
て
い
な
い
か
ら
比
べ
ら
れ
な

もう一枚は、４６年卒仙洋清美さんが在学中に三枝先生に描いてい

ただいたもの。これがまた因縁めいた話になるが、１１月１日にイ

ンタビューを行った翌日、OB強行遠足に参加し、ゴールのおおむ

らさきセンター近くの日野春駅から電車に乗ったとき、仙渾さんか

ら、L］新論で三枝先生の記事をとりあげてくれないかという提案が

ありた。昨日の今日である。驚きを通り越して、２つ返事で、彼女

の肖像画を掲載させてもらうことになった。

ちなみに､この制服だが､甲府一高弟１期の女性（２８年卒）であり、

一紅会の初代会長でもある渡擾圭子さんによると、女生徒たちの公

募により決まったとのこと。残念ながら、渡辺さんのデザインは不

採用だったそうだが（もし、採用されていたら、どんな制服にな･っ

ていたのだろう…）、この制服の赤いネクタイから「一紅会」の名を

とったと聞く。仙渾さんが宝物のようにしている絵の制服が最近の

女生徒には人気がないと知ったら、三枝先生は何とお･っしやるだろ

うか｡
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注１　各学年別到達地点により賞状が授与される賞状線と銅メダルを授ずされるメダル線があった。気象

　　　状況等により地点は変更された、銅メダル５個獲得すると卒業時に金メダルを授与された。

昭和１１年メダル線・賞状線　図解

茅
　
野

上
諏
訪

下
諏
訪

辰
　
野

￥
　
ｇ

塩
　
尻

文学者、歌人、右翼思想家。根岸短歌会に属し伊藤左千夫に指導をうける。

在校生、卒業生、職員から歌詞を募集したところ職員であった上値馨の作詞に決定。実際御崎神社

の神主であった。

注２

注３

・
　
成
績
評
価

敬
　
一
教
科
で
も
四
十
点
以
下
が
あ
る
と

落
第
と
な
る
。
甲
・
乙
山
‥
の
三
段
階
評
価
。

落
第
す
る
人
は
、
多
い
時
で
二
百
人
中
十

人
程
い
た
。
落
第
生
は
家
の
事
情
と
い
う

こ
と
で
他
校
へ
移
る
者
も
い
た
。

元
　
落
第
点
は
三
十
点
以
下
。
三
学
期
制
。

五
段
階
評
価
。

岳
　
二
期
制
の
た
め
、
通
知
表
は
ま
だ
い

た
だ
い
て
な
い
が
五
段
階
評
価
だ
と
思

う
。
今
の
と
こ
ろ
テ
ス
ト
結
果
だ
け
教
え

て
も
ら
っ
た
。

　
祖
父
も
父
も
通
っ
た
高
校
を
岳
さ
ん

が
ど
う
し
て
選
ん
だ
の
か
、
そ
れ
が
一

高
で
あ
る
だ
け
に
最
も
興
味
の
あ
る
点

だ
っ
た
が
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
終
わ
る

頃
に
は
、
ご
く
自
然
で
、
当
た
り
前
の

こ
と
の
よ
う
に
思
え
て
き
た
。
言
葉
で

伝
え
な
く
て
も
、
二
人
の
生
き
方
や
後

姿
を
見
て
コ
局
に
あ
こ
が
れ
、
行
く
べ

く
し
て
一
高
に
行
っ
た
と
い
う
気
が
し

て
な
ら
な
い
。
元
さ
ん
が
強
行
遠
足
の

・
　
一
高
を
卒
業
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
夜
空
の
星
に
感
動
し
た
話
を
あ
え
て
岳

敬
　
何
処
に
行
っ
て
も
活
躍
し
て
い
る
同

窓
生
が
多
く
だ
の
も
し
い
。

元
　
時
代
が
追
っ
て
い
て
も
同
窓
生
と
い

う
だ
け
で
つ
な
が
り
が
持
て
る
。

岳
　
在
学
中
だ
か
ら
良
く
分
か
ら
な
い
。

㈱
　
文
化
祭
に
つ
い
て

元
　
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
、
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
を
楽
し
ん
だ
。

岳
　
キ
ャ
ン
フ
フ
ァ
イ
ア
ー
、
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
は
な
い
。
最
終
日
は
、
後
夜
祭
で

は
な
く
「
あ
り
が
と
う
祭
」
と
い
い
六
時

で
終
了
。

さ
ん
に
せ
ず
に
、
本
人
か
ら
、
星
が
き

れ
い
だ
っ
た
と
聞
い
て
う
れ
し
か
っ
た

と
い
う
の
は
、
大
い
に
共
感
で
き
る
。

そ
う
、
コ
筒
の
素
晴
し
さ
は
説
い
て
聞

か
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
子
は
親
か
ら
、

後
輩
は
先
輩
か
ら
、
そ
の
生
き
様
を
通

し
て
、
感
じ
取
っ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
。

四
世
代
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
不
可
能
で
は

な
さ
そ
う
だ
、

26Nisshinshovol.16



ＢＯ年前の強行遠足

旬
年
前
の
強
行
遠
足

　
こ
れ
程
歴
史
的
に
続
く
『
強
行
遠
足
』
の
思
い
出
は
、
卒
業
生
そ
れ
ぞ
れ
の
胸
に
懐
か
し

さ
と
共
に
印
象
深
く
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
千
曲
川
沿
い
の
、
ま
る
で
毛
糸
玉
で
色
ど
ら
れ
た
よ
う
な
山
々
、
紺
色
の
ス
ク
ー
ル
セ
ー

タ
ー
に
白
い
ト
レ
パ
ン
姿
の
乙
女
、
互
い
に
肩
を
組
み
足
を
引
き
摺
り
よ
ろ
め
き
な
が
ら
も

正
門
を
く
ぐ
る
強
者
達
、
校
舎
二
階
の
窓
か
ら
身
を
乗
り
出
し
声
援
で
迎
え
る
仲
間
、
そ
の

脇
で
我
な
が
ら
感
勤
し
た
記
憶
、
次
々
に
光
景
が
浮
か
び
卜
が
り
ま
す
。

　
東
京
同
窓
会
五
ト
回
記
念
の
今
年
は
、
思
い
き
っ
て
五
十
年
前
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
、

当
時
の
強
行
遠
足
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
か
ら
五
卜
年
前

（
昭
和
二
十
四
年
）
は
、
我
々
当
番
幹
事
が
小
学
校
入
学
の
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
さ
て
、

そ
の
年
の
諸
先
輩
の
中
に
、
第
七
十
回
強
行
遠
足
記
念
誌
に
寄
稿
さ
れ
た
寺
坂
俊
子
様
が
い

ら
っ
し
や
い
ま
し
た
。
お
話
を
伺
う
う
ち
に
、
な
ん
と
五
十
年
前
の
山
梨
は
、
八
月
に
七
弓
・

九
月
に
伊
勢
湾
台
風
と
相
次
ぐ
上
陸
に
よ
り
か
な
り
の
被
害
を
受
け
、
残
念
な
こ
と
に
強
行

遠
足
は
中
止
と
な
っ
て
い
た
事
実
が
判
明
し
ま
し
た
。
長
い
歴
史
Ｌ
中
止
が
三
回
あ
り
、
そ

の
一
回
が
ま
さ
に
五
十
年
前
の
三
年
生
の
時
だ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。
当
時
三
年
ハ
組
の

担
任
で
物
理
の
恩
師
で
あ
ら
れ
た
寺
田
和
男
先
生
を
囲
み
ご
二
八
会
（
さ
ん
ぱ
ち
か
い
）
と

名
づ
け
た
ク
ラ
ス
会
が
、
十
六
年
前
の
甲
府
同
窓
会
当
番
幹
事
の
年
に
結
成
さ
れ
、
以
来
ず
っ

と
続
い
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
し
て
寺
坂
様
は
、
ほ
ぼ
毎
年
参
加
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

な
ん
と
素
晴
ら
し
い
絆
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
日
ｙ
‐
々
に
寺
田
先
生
に
ご
連
絡
を

し
て
下
さ
り
、
中
止
の
年
の
大
変
に
霞
重
な
様
ｆ
を
綴
っ
た
、
先
生
ご
自
身
の
書
簡
を
掲
祓

さ
せ
て
頃
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
寺
田
先
生
と
寺
坂
様
は
じ
め
同
級
生
の
方
々
、
ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
は
ご
。
絡
に
昭
和
時
代
の
一
ま
ぼ
ろ
し
の
強
行
遠
足
」
に
、
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
Ｈ

ま
ぼ
ろ
し
の
強
行
遠
足

　
今
か
ら
十
六
年
前
に
甲
府
工
局
の
百
二
十

周
年
記
念
の
総
会
が
あ
り
、
私
共
は
当
番
幹

事
で
し
た
。
卒
業
以
来
三
十
二
年
ぶ
り
に
会

う
恩
師
や
友
人
達
と
心
に
残
る
楽
し
く
も
有

意
義
な
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
こ
の
年
は
、

多
く
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
き
た
あ
の
校

舎
が
建
て
替
え
ら
れ
た
年
で
も
あ
り
、
ま
た
、

三
八
会
（
さ
ん
ぱ
ち
か
い
）
が
始
め
ら
れ
た

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
三
十
五
年
卒
担

任
寺
田
和
男
先
生
の
三
年
八
組
の
ク
ラ
ス
会

で
す
。
以
来
、
恩
師
寺
田
和
男
先
生
を
お
迎

え
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
元
の
同

級
生
が
毎
年
交
代
で
幹
事
を
し
て
下
さ
り
楽

し
い
年
中
行
事
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
年
も
北
巨
摩
方
面
の
散
策
を
中
心
に

石
和
温
泉
泊
で
二
十
名
近
く
が
参
加
し
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
甲
府
か
ら
北
巨
摩
へ
の

胆
は
強
行
遠
足
で
通
っ
た
信
州
往
還
を
ゆ
っ

三枝茂雄画

強行遠足7n臣記念詰「歩け、心のかぎり」より

寺
坂
俊
子
（
昭
和
3
5
年
卒
）

く
り
と
走
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
運
転
し
て
下

さ
っ
た
Ｈ
さ
ん
の
優
し
い
心
配
り
が
皆
に
通

じ
、
車
内
で
は
強
行
遠
足
の
話
が
た
く
さ
ん

出
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
三
八
会
の
興
奮
も
覚
め
遺
ら
ぬ
九
月
の
あ

る
日
、
甲
府
工
局
東
京
同
窓
会
の
記
念
誌
担

当
の
方
よ
り
五
十
年
前
の
強
行
遠
足
に
つ
い

て
の
原
稿
依
頼
が
あ
り
、
今
夏
の
ク
ラ
ス
会

で
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
車
中
で
も

石
和
温
泉
で
も
、
強
行
遠
足
の
話
は
何
度
も

あ
っ
た
か
ら
で
す
。

そ
こ
で
ま
ず
、
甲
府
の
Ｈ
さ
ん
に
お
尋
ね
し

て
み
ま
し
た
。

　
「
ほ
う
け
え
、
俺
も
よ
く
覚
え
て
い
ん
じ
ゃ

ん
ね
。
だ
け
ど
大
き
い
台
風
が
あ
っ
て
。
う

ち
の
葡
荷
捌
が
水
浸
し
に
な
っ
た
事
は
あ
っ

た
な
あ
。
強
行
遠
足
は
ど
う
し
た
ず
ら
か
あ
。

あ
っ
た
の
か
な
あ
。
台
風
で
大
荒
れ
だ
っ
た

一
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５０年前の強行遠足

河
原
を
歩
い
た
覚
え
は
あ
る
ん
だ
よ
。
」

　
松
本
市
に
住
む
Ｏ
さ
ん
は
、
「
私
は
、
国

界
橋
ま
で
だ
っ
た
さ
。
歩
く
の
え
ら
く
て
ね

え
。
白
い
上
下
の
体
操
着
を
着
て
友
達
と

ゆ
っ
く
り
歩
い
た
だ
よ
。
帰
り
は
汽
車
へ

乗
っ
て
ほ
っ
と
し
た
さ
。
強
行
遠
足
が
無
い

時
な
ん
て
あ
っ
た
っ
け
、
覚
え
て
な
い
じ
ゃ

ん
ね
。
」
と
。

　
山
梨
市
の
Ｈ
さ
ん
は
、
「
私
は
、
怖
が
あ

ま
り
丈
夫
で
な
か
っ
た
か
ら
一
度
も
歩
か
な

か
っ
た
の
よ
。
で
も
台
風
で
家
の
壁
が
落
ち

た
事
は
あ
っ
た
ね
。
あ
の
時
学
校
は
休
み

だ
っ
た
の
か
し
ら
。
強
行
遠
足
は
ど
う
だ
っ

た
か
ね
え
。
」

　
南
ア
ル
プ
ス
市
の
Ｙ
さ
ん
は
、
「
三
年
の

時
、
大
き
い
台
風
が
あ
り
開
国
橋
の
橋
桁
が

落
ち
た
り
、
葡
萄
園
が
披
害
に
遭
っ
た
り
し

た
よ
ね
。
私
は
、
石
和
の
方
へ
手
伝
い
に
行
っ

た
さ
。
甲
府
の
ど
こ
だ
か
に
集
ま
り
一
高
生

か
大
勢
で
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
り
手
伝
い
に
行
っ

た
よ
。
勤
労
奉
仕
だ
ね
。
今
で
い
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
か
ね
。
え
ら
く
喜
ば
れ
て
ね
。
ワ
イ

ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
大
勢
で
や
っ
た
か
ら
仕
事
が

捗
っ
て
ね
。
お
や
つ
に
ふ
か
し
芋
や
も
ろ
こ

し
や
ス
イ
カ
を
ご
ち
そ
う
に
な
り
お
土
豪
ま

で
頂
い
て
さ
。
で
も
強
行
遠
足
は
、
ど
う
だ
っ

た
か
ね
。
覚
え
て
な
い
ね
。
」
と
、
そ
れ
ぞ

れ
が
思
い
出
し
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
当
時
、
甲
府
市
内
の
我
が
家
も
台
風
の
直

撃
を
受
け
、
瓦
が
飛
ん
だ
り
塀
が
倒
れ
た
り

し
て
大
度
だ
っ
た
が
、
強
行
遠
足
に
は
ど
う
し
て
も
繋
が
り
ま
せ

ん
。
友
人
四
人
と
富
士
見
ま
で
歩
い
た
事
は
覚
え
て
い
ま
す
が
、

あ
れ
は
、
一
・
二
年
の
時
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
の
後
も
、
三
八
会
の
友
人
た
ち
が
、
当
時
の
台
風
に

よ
り
自
宅
の
葡
萄
棚
や
近
所
の
家
屋
が
全
壊
、
隣
人
で

命
を
落
と
さ
れ
た
方
も
い
た
事
。
我
々
の
時
代
に
大

町
ま
で
歩
い
た
人
が
い
た
事
な
ど
、
色
々
と
知
ら

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

　
時
を
同
じ
く
し
て
、
か
ね
て
よ
り
寺
田
和
男

先
生
に
お
願
い
し
て
お
り
ま
し
た
、
昭
和
三
十

四
年
の
強
行
遠
足
に
つ
い
て
の
ご
返
書
を
戴

き
ま
し
た
。
先
生
の
お
手
紙
に
よ
り
我
々
生

徒
の
疑
問
は
、
み
ご
と
に
解
決
さ
れ
ま
し
た
。

や
は
り
三
年
の
時
は
中
止
で
し
た
。
八
十
二

年
と
い
う
長
い
歴
史
上
中
止
が
三
回
あ
り
、

そ
の
う
ち
の
一
回
っ
た
の
で
す
。
目
の
前

一

が
明
る
く
な
り
ま
し
た
。
寺
田
先
生
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
三
年
の
時
は
、
残
念
な
が
ら
強
行
遠
足
は

中
1
1
1
で
し
た
が
、
各
人
が
貴
重
な
経
験
を
し

た
年
で
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
思
い
も
寄
ら

な
い
お
電
話
で
、
私
も
こ
の
記
事
を
言
か
せ
て

頂
き
甲
コ
局
の
横
の
人
々
と
の
り

一
Ｊ

を
強
く
感
じ
有
難
い
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
繋
が
り
は
私
の
無
形
の
財
産
で
す
。
恩
師
寺
田

和
男
先
生
を
始
め
三
八
会
の
友
人
、
一
高
に
学
ん
だ

多
く
の
人
々
を
思
い
、
そ
し
て
松
本
ま
で
歩
い
た
兄

を
偲
び
つ
つ
甲
府
コ
局
に
学
ん
だ
こ
と
の
喜
び
を
つ
く

づ
く
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
一
高
の
こ
の
良
き
伝
統
が
末

長
く
続
き
ま
す
よ
う
祈
り
つ
つ
ペ
ン
を
置
き
ま
す
。

山梨県立博物館にて、三八会（さんぱち会）

左から６番目寺田先生、右から２番目寺坂様

｜

｜硲ジノ
寺坂さんの手紙文中の説明

石i□のホテルにて「ビジョ孫に囲まｎて…」
○
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５０年官の強行遠足

寺田先生のす簡

毎

　彙略｡お便りの併について涅い出ずるまＨこ記述ドΓμ､まｔだ。

j1月?袖咳のこｈ家蔵･1人揃っＴ詞崔Sdっていｉｔを｡突蕉風涌が吹き込えＴａ

Ｔ､何iり‘うなヽったのl･－噴611らず､見よ･ずる１武将･浸蝕が放･1T呟が見え£

陶こゑが付き曳さま１た｡祠如３･μＦ９月１３･日創､台風Ｊ？号の襲泉ＴＩた｡浸

蝕|=1壊41て疎祠･免なk'､･剛のゑ垢に歌らばっていまｔだ｡更に近所の‘冷蔵S､見T

iヽら台風一馬怖S､知り身がふ５えるaT1 /l:｡涙噪ほ暇･ｒいたぶ就職ｉμ吟・

凌の最終1日ＴＩだのＴＳＩﾖのこH=1恚･nいnないiyで１．(亦蛍必淘町は雲居岨)

　甲沁畝友愛２山近辺から4､4J怜ヘガヽ･rr風の通り遠に一一｡Ｔ蔵書が大31ヽっ

たようＴｔ更に諏訪口へ綾･づ£遺１ΓΥあ５韮崎一式･rl刹Ｔりま砂崩壊･以永の

積雲Ｓ受･づま１た｡

(理科年表より)

台　風 月/□ 死者 不明 負傷 住破 浸水 耕地 船舶

台風第７号

(甲信)
8/13～14 188 47 1528 76,19 148,6(y7 74,169 111

伊勢湾台風

全国（九州を除く）
9/部 4μﾀﾞﾌ 401 凰921 833,965 3(K3,611 210茄9 7j576

　営枝l=1－噪ほ暇呻Ｔ１たが､被害S､受･1だ生徒ら剛iﾉiへの救哉ほ■/こＳた１

こｈこなり、クろス･クろブ･地滅罪はﾏ1行6jlま１だ｡私1=1サッカー｡郭廳間Ｔ１た

のて､壽ｉ・樋｡らＨ貴渾々咄池坊(低減喩)の崩尨j､砂の月づ巾こＳたりま１た。

尚､続いて？月Ｚ６日のげ勢槽台風がまで､手島)申ずじの４や|以遠の遠路の改外ユ

亭１ＴＳず吋爵さj1蔵書１受･づたのてｔた。

　以上の鵡な哨況・Ｔ１たのＴ営枝Ｔば独歩太虚ヽい申■ぜさ'ｉい碁なjヽ、たの

でｰす｡独歩武泰にＲわる行李Ｓｔだj4‘う1ヽ？　ぶｃ辱り1ち１１だのＴ記憶i;

定ljヽTjゴありまゼえ。

　残金なこＨこ３耳4に独多大虚ぶ･ﾔdになりｽﾞ､境ふ/iの一嵩魂嗜収の行李i;

ﾏ'さｉぜふ｀白たが､日きの営祓生ほＴ砧6､t1た･倒劃=1竣り舶こ刻み込ｈｌＴい

て､今日､14耀の遠－カｋ々っＴいｉこｋμ１ｒていま･ず。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふ端

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　M20､9､2ぶ

　　　　　寺減竣１４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寺田如～

50↑hAnnivers(1｢y

｜

ｉ

φ
ン
ン
Ｆ
ン

―
―

；

１

１



卒業生５０人に閣く

卒
業
生
知
人
.●－

心

１

聞
く

　
現
在
、
「
人
生
五
〇
年
」
の
昔
と
は
、
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
程
寿
命
は
延
び
、

今
や
日
本
の
平
均
寿
命
は
男
性
七
十
九
歳
、
女
性
八
十
五
歳
に
ま
で
な
り
ま
し
た
。

　
人
生
の
半
ば
を
折
り
返
し
、
六
ト
歳
の
、
会
社
で
言
え
ば
定
年
を
迎
え
ら
れ
た
後
、

ど
の
よ
う
に
お
過
ご
し
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
同
じ
学
舎
か
ら
巣
立
っ
た
、
先
輩
諸
氏
の
『
今
』
を
聞
き
た
い
、
と
い
う
多
く
の

声
に
、
昭
和
四
ト
年
卒
、
現
往
六
十
二
・
三
歳
の
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
ら
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

最
近
見
た
映
画
や
読
ん
だ
本
で
、
薦
め
た
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
下
さ
い
。
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　　　レッド･クリフ

三丁目の夕日ALLWAYS

　　たそがれ清兵衛
　　チェンジリング

　　　おくりびと

■

－
１
‐
‐
’
―

魂
の
伴
侶
ソ
ウ
ル
メ
イ
ト
　
ブ
ラ
イ
ア
ン
ー
Ｌ
・
ワ
イ
ス

機
会
不
平
等

反
貧
困

清
貧
の
思
想

斎
藤
貴
男

－
湯
浅
誠

－
中
野
孝
次

生
き
る
と
い
う
こ
と
　
エ
ー
リ
ッ
ヒ
ー
フ
ロ
ム

崇
敬
真
光
　
誌

| | |

ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と

　
　
　
　
　
炎
の
ゴ
ブ
レ
ッ
ト

カ
リ
ナ
ン

ロ
ー
マ
人
の
物
語

沈
ま
ぬ
太
陽

望
郷
の
道

Ｋ
・
ロ
ー
リ
ン
グ

鼎

i:［

也

塩
野
し
生

―山
崎
ａ
7
.

－北
方
謙
三

座
右
の
銘
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

一
期
一
会

撒
底
感
謝

人
事
を
尽
く
し
て

　
　
　
天
命
を
待
つ
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人
間
は
努
力
す
る
銀
り

　
　
　
　
　
匪
ら
も
の
だ

自
分
の
力
を
信
じ
て

嘔
故
知
餅

水
の
匍
く

偕
老
同
穴

6沁/夕脳屁
　　＆。/夕az｡,/
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一
日
・
一

｛
日
一
新

一
日
　
｛
真

外
柔
内
剛



卒業生５０人に崩く
｜

『
現
在
の
仕
事
』

に
つ
い
て

　
対
象
年
齢
が
六
十
二
・
三
歳
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ま
だ
現
役
で
お
仕
事
に
就
い
て
い
ら

れ
る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
半
数
ぐ
ら
い
の
方
は
定
年
に
関
係
の
な
い
、
農
業
や
商
業
、

職
人
、
芸
術
・
芸
能
関
係
、
専
門
職
の
方
々
で
し
た
。

　
そ
れ
以
外
と
回
答
さ
れ
た
方
は
、
退
職
後
、
年
金
生
活
を
送
り
趣
味
を
楽
し
ん
で
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
ま
た
年
齢
か
ら
い
っ
て
親
の
介
護
匪
代
に
も
な
り
ま
す
。
相
談
貝
や
議
員
と

し
て
地
域
に
貢
献
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
や
、
学
習
塾
経
営
や
非
常
勤
講
師
を
な
さ
っ
て
い

ま
す
。

現在、どの様なお仕事に就いていらっしゃいますか

　合計

㎜㎜■㎜㎜㎜

１口口9右

会社勤め 農業 商業 職人 芸術･芸能関係 専門職 専業主婦主夫 以外

％ １６％ ５％ ５％ ５％ ５％ ２６％ ○％ ３７％

内容

テ賢イナペイン

ティングスクール

を白Iもご

・税理十等 退眼し家庭にいる

(母の介護と趣味の

世荊

相談員

東京都区議

年金生活、無職

学習塾経営で

専門学校帛E常勤講師

農業5％

商業5％

職人５％

芸術･芸能関係

5％

会社勤め

　１６％

専業主婦･主夫

　　　　　０％

『
今
後
ど
う
し
よ
う
と
考
え
て
い
ら
っ
し
や
い
ま
す
か
』

に
つ
い
て

　
今
の
仕
事
を
継
続
す
る
や
、
同
様
な
仕
事
に
就
く
が
七
割
近
く
あ
り
ま
し
た
。
什
雁
に
就

か
な
い
方
は
、
退
職
後
の
生
活
を
楽
し
み
た
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
に
就
か
な

い
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
と
思
っ
・
で
い
る
方
や
、
今
ま
で
と
は
全
く
別
の
、
農

回
禄
営
を
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
い
ま
す
。

今後どうしようと考えていらっしゃいますか

同様な仕事に就く 全く別の仕事に就く 仕事に就かない 以外（含継続） 無回答 合計

％ ３７％ ５賄 ２１％ ３２％ ５％ １００％

内容

ボランティア活動 退職後の生活を楽

しみたい等

・目営業

・呉服屋

・職人

　農園経営

無回答

　5％

同様な仕事に就く

　　　37％

全く別の仕事に就く

　　　　5％

以外（含継続）

　　32％

仕事に就かない

　　21％

50↑hAnnivers(1ry31



一一一 一

こ
れ
か
ら
退
職
を
迎
え
る
方
へ
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

＊
退
職
二
・
三
年
前
か
ら
準
備
に
か
か
る
。

＊
我
流
を
通
す
こ
と
。

＊
退
職
後
体
調
を
崩
す
人
が
多
い
の
で
、
数

　
年
前
よ
り
退
職
後
の
こ
と
を
考
え
、
趣

　
昧
の
世
界
を
広
げ
た
り
、
体
を
鍛
え
た

　
り
す
る
と
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

＊
奉
仕
と
家
庭
と
仕
事
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
す
る
。

＊
高
度
成
長
に
乗
っ
て
、
右
府
上
が
り
の
発

　
想
を
し
て
き
た
癖
を
消
し
て
、
低
成
長

　
の
社
会
に
、
貢
献
す
べ
き
で
あ
る
。

＊
人
生
や
っ
と
半
道
中
、
九
十
歳
ま
で
あ
と

　
一
一
’
十
六
万
時
間
、
が
ん
ば
っ
て
生
き
ま

＊
先
ず
、
他
人
の
こ
と
を
考
え
て
の
言
動
、

　
対
応
を
心
掛
け
て
頂
き
た
い
で
す
。
自

　
己
愛
で
な
く
、
利
他
愛
が
大
切
だ
と
思

　
い
ま
す
。
そ
し
て
、
幸
福
に
な
る
こ
と

　
を
願
っ
て
い
ま
す
。

＊
趣
味
を
持
つ
。
人
の
和
に
定
期
的
に
加
わ
る
。

＊
何
事
に
も
一
生
懸
命
に
取
り
組
み
た
い
と

　
思
い
ま
す
。
（
ア
ド
バ
イ
ス
で
は
あ
り
ま

　
せ
ん
ご

＊
「
収
入
の
如
何
を
問
わ
ず
、
働
け
る
仕
事

　
を
持
つ
こ
と
」
だ
と
思
う
。

＊
退
職
な
さ
る
前
か
ら
、
退
職
後
に
す
る
仕

　
事
で
も
、
楽
し
み
で
す
る
事
で
も
少
し

　
ず
つ
、
手
が
け
て
お
く
こ
と
が
大
切
。

＊
退
職
と
同
時
に
人
生
を
一
回
リ
セ
ッ
ト
す
る
。
　
＊
一
年
に
一
度
仲
間
に
会
え
る
こ
と
を
楽
し

＊
体
に
注
意
し
て
。
退
職
金
を
大
切
に
、
無
　
　
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
ず
っ
と
続
け
て
い

　
駄
遣
い
し
な
い
よ
う
に
。

＊
退
職
二
Ｉ
三
年
前
か
ら
準
備
に
か
か
る
。

＊
全
く
仕
事
と
関
係
な
い
仲
間
や
趣
味
を

　
持
っ
て
い
る
ほ
う
が
い
い
か
な
と
思
い

　
ま
す
が
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
は
何
ら

　
か
の
形
で
持
っ
て
い
る
こ
と
も
大
切
だ

　
と
思
い
ま
し
た
。

＊
ち
ょ
っ
と
遅
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
若

　
い
う
ち
か
ら
、
老
後
の
準
備
と
趣
味
の

　
習
得
を
。

こ
れ
ら
の
東
京
間
総
会
に
つ
い
て
、

ど
う
お
考
え
に
な
り
ま
す
か
。

＊
続
け
て
欲
し
い
。

＊
地
道
に
続
け
て
ほ
し
い

＊
当
番
幹
事
の
方
達
が
そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
し

　
て
い
る
の
で
今
の
よ
う
な
進
め
方
で
よ
い

　
と
思
い
ま
す
。

＊
い
つ
か
出
席
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

＊
東
京
は
山
梨
の
会
と
ち
が
い
多
種
多
様
と

　
い
う
独
自
性
が
あ
る
の
で
、
独
立
性
を
高

　
め
て
維
持
し
て
欲
し
い
。

＊
よ
り
多
数
の
方
々
の
参
加
を
望
み
ま
す
。

＊
一
部
の
人
達
だ
け
が
大
変
な
思
い
を
し
て

　
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
あ
ま
り
無
理
で

　
あ
れ
ば
や
め
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。
５

　
年
に
一
度
位
で
も
良
い
か
と
・
・
・

＊
継
続

　
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊
申
し
訳
な
い
の
で
す
が
、
今
ま
で
一
度
も

　
う
か
が
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
。

＊
な
か
な
か
参
加
で
き
ま
せ
ん
が
、
最
近
の

　
学
校
の
状
況
、
近
況
な
ど
を
。

以
上
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
す
。

突
然
の
ア
ン
ケ
ー
ト
依
頼
に
、
快
く

こ
た
え
て
く
だ
さ
っ
た
諸
先
輩
に
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
、
一
枚
一
枚
読
み

進
め
、
皆
様
の
直
筆
に
触
れ
る
う
ち

に
、
自
分
で
も
よ
く
分
か
ら
な
い
の

で
す
が
、
何
か
熱
い
も
の
が
こ
み
上

げ
て
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
も
誠
実

に
、
後
輩
の
聞
き
た
い
こ
と
に
真
摯

に
答
え
て
く
だ
さ
る
先
輩
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
に
今
ま
で
気
が
付

い
て
い
な
か
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
素
晴
ら
し
い
先
輩
方
が
培
っ
た
高

校
に
、
嘗
て
そ
の
身
を
お
く
こ
と
で

き
た
こ
と
に
、
改
め
て
感
謝
で
す
。

- 一 - 一
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歴代記淀誌･一部内容紹介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
…
…
ｊ
　
　
。
8
1
年
前
米
国
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
っ
た
先
輩
－
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
邦
弘
（
昭
和
2
5
年
卒
）

ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
校
長
廣
瀬
重
雄

上
卒
業
後
幾
雷
霜
を
経
た
今
、
そ
の
母
校
は
私
た
ち
の

心
の
ふ
る
さ
と
で
あ
り
、
生
涯
に
わ
た
る
師
、
友
、
仲

間
と
の
ふ
れ
あ
い
を
求
め
て
回
航
す
る
母
港
で
も
あ
り

ま
す
。
・
：

「
発
刊
を
祝
し
て
」

甲
府
市
長
山
本
栄
彦

　
　
　
　
（
昭
和
2
9
年
度
空
）

…
歳
を
追
い
発
展
す
る
「
在
京
同
窓
会
」
が
今
度
は
同

窓
会
だ
よ
り
を
発
刊
し
、
よ
り
活
発
な
情
報
交
換
を
目

的
と
す
る
意
義
あ
る
企
画
を
立
て
ら
れ
、
心
か
ら
喝
采

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
・
：

Ｊ
泗
コ
瘤
１
１
ｊ
ミ
ー
４
ョ
ー
ー
ー

《
一
粒
会
》
発
足
さ
れ
る
口
‥

・
：
甲
府
一
高
の
「
□
、
女
性
、
校
旗
、
女
子
制
服
の

蝶
ネ
ク
タ
イ
、
を
現
わ
す
「
紅
」
か
ら
付
け
ら
れ
ま
し
た

女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
発
足
に
寄
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
紅
会
》
会
長
渡
漫
圭
子

・
・
・
政
経
混
迷
の
情
勢
の
中
で
今
、
女
性
が
感
性
を
牛
ラ

牛
う
と
郷
か
せ
て
魅
力
的
に
生
き
て
い
る
よ
う
に
見
え

ま
す
。
二
爾
を
卒
業
さ
れ
た
女
性
も
昭
和
二
八
年
か
ら

す
で
に
四
千
名
を
超
え
ま
し
た
。
・
：
大
先
輩
の
方
々
が

築
い
て
こ
ら
れ
た
伝
統
を
引
き
つ
い
だ
女
性
た
ち
が
家

庭
に
社
会
に
一
層
纒
き
つ
づ
け
る
存
在
で
あ
る
よ
う
に

一
打
会
が
お
役
に
立
て
る
事
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
・
・
・

　
昨
年
、
野
茂
投
手
が
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
・
ド
ジ
ャ
ー

ス
で
活
躍
し
日
本
中
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
な
ん
と
野
茂

を
遡
る
こ
と
8
0
年
司
大
正
の
始
め
に
ア
メ
リ
カ
で
プ

ロ
野
球
選
手
と
な
っ
た
先
輩
が
い
ま
し
た
。
そ
の
名
は

「
三
神
吾
郎
」
明
治
4
1
年
の
卒
業
生
で
す
。

　
米
国
ブ
ロ
野
球
の
古
い
ポ
ス
タ
ー
に
東
洋
人
ら
し
い

人
物
が
写
っ
て
い
る
の
を
見
た
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

作
家
の
佐
山
和
夫
氏
が
興
味
を
抱
き
、
１
２
年
の
歳
月
を

か
け
て
調
査
し
ま
し
た
。
結
果
、
こ
の
人
物
こ
そ
三
神

さ
ん
で
あ
る
と
判
り
、
昨
秋
Ｔ
Ｂ
Ｓ
で
そ
の
顛
末
を
放

送
し
ま
し
た
。
母
校
野
球
部
の
草
創
時
代
の
話
と
共
に

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
母
校
野
球
部
は
明
治
2
4
・
2
5
年
頃
に
創
部
し
ま
し
た
。

当
時
は
用
具
と
て
少
な
く
大
抵
は
素
手
で
捕
球
し
て
い

ま
し
た
。
わ
ず
か
に
捕
手
が
ミ
ッ
ト
を
手
に
し
、
マ
ス

ク
は
剣
道
の
面
を
代
用
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
勿
論
、

技
術
も
拙
劣
で
し
た
。
3
0
年
代
に
入
っ
て
す
こ
し
づ
つ

進
歩
し
、
対
外
試
合
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
三
神
さ
ん
の
在
校
時
に
早
稲
田
大
学
か
ら
コ
ー
チ
を

招
き
、
本
格
的
な
野
球
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
も

ユ
ニ
ホ
ー
ム
の
胸
に
記
す
『
Ｋ
Ｏ
Ｆ
Ｕ
』
の
文
字
は
こ

の
時
か
ら
晋
け
ま
し
た
。
師
範
学
校
や
甲
府
連
隊
チ
ー

ム
と
対
戦
し
、
長
野
に
遠
征
し
て
諏
訪
中
学
と
の
定
期

戦
を
始
め
た
の
が
明
治
4
0
年
で
す
。

　
三
神
さ
ん
は
甲
中
卒
業
後
、
早
稲
田
大
学
に
進
み
野

球
部
で
シ
ョ
ー
ト
を
守
り
活
躍
し
ま
し
た
。
明
治
4
3
年

早
稲
田
チ
ー
ム
が
ア
メ
リ
カ
に
遠
征
し
た
折
、
三
神
さ

ん
も
参
加
し
ま
し
た
。
イ
リ
ノ
イ
州
ノ
ッ
ウ
ス
大
学
な

ど
と
対
戦
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
縁
で
早
稲
田
卒
業
後

ノ
ッ
ウ
ス
大
学
に
留
学
し
、
本
場
の
野
球
を
学
び
ま
し

た
。
最
上
級
生
に
な
り
ま
す
と
外
国
人
で
あ
り
な
が
ら
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歴代だ淀誌･－一部内容紹介
--

キ
ャ
プ
テ
ン
に
選
ば
れ
て
チ
ー
ム
を
引
っ
張
り
、
俊
足
・

好
守
・
好
打
の
選
手
と
し
て
有
名
に
な
り
ま
し
た
。

　
当
時
、
ア
メ
リ
カ
の
野
球
は
大
リ
ー
グ
が
黒
人
選
手

を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
た
め
、
別
に
ニ
グ
ロ
リ
ー
ゲ
と

い
う
ブ
ロ
野
球
リ
ー
グ
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
ミ
ズ

リ
ー
州
の
チ
ー
ム
、
オ
ー
ル
ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
オ
ー

ナ
ー
は
三
神
さ
ん
の
評
判
を
聞
い
て
ス
カ
ウ
ト
し
ま
し

「
イ
ス
の
コ
ト
プ
半
」
の
取
締
役
相
談
役
を
務
め
ら
れ

実
業
界
で
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
元
明
治
大
教
授
二
二
神

修
さ
ん
、
元
同
窓
会
長
・
寺
田
七
男
さ
ん
は
、
吾
郎
さ

ん
の
実
弟
で
あ
り
、
兄
弟
共
に
母
校
野
球
部
の
黎
明
期

に
在
籍
さ
れ
、
先
輩
と
し
て
そ
の
名
が
部
史
に
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

た
ご
二
神
さ
ん
も
有
色
人
種
な
訳
で
す
。
そ
の
時
、
オ
ー
　
ー
第
四
号

ナ
ー
か
ら
三
神
さ
ん
に
宛
て
た
勧
誘
の
手
紙
が
三
神
家

に
残
っ
て
い
て
、
佐
山
氏
の
手
掛
か
り
と
な
リ
幻
の
東
　
同
窓
会
に
倍
加
し
て

洋
人
選
手
発
見
の
決
め
手
に
な
っ
た
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

甲
府
コ
両
校
長
雨
宮
　
惇

　
日
本
の
ブ
ロ
野
球
は
創
立
6
1
年
、
そ
れ
よ
り
2
0
年
前

の
こ
と
で
す
か
ら
、
正
し
く
日
本
人
プ
ロ
野
球
選
手
第

１
号
で
あ
り
ま
す
。
今
な
ら
全
米
各
地
に
日
本
人
が
在

住
し
、
野
茂
に
は
通
訳
や
新
聞
記
者
が
同
行
し
て
い
ま

す
が
、
三
神
さ
ん
の
頃
は
何
し
ろ
ア
メ
リ
カ
は
遠
い
、

：
一
三
万
六
千
人
を
超
え
る
卒
業
生
に
よ
っ
て
培
わ
れ
、

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
百
十
七
年
の
輝
か
し
い
歴

史
を
伝
統
を
励
み
に
、
自
主
自
立
の
校
風
の
も
と
、
「
日

に
新
た
に
」
の
気
持
ち
で
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
・
：

遠
～
い
異
国
で
し
た
。
チ
ー
ム
の
中
で
日
本
人
た
っ
た
　
　
日
新
値

Ｔ
人
、
広
い
大
陸
を
汽
車
で
移
動
、
転
戦
し
て
歩
い
た

と
い
う
か
ら
凄
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
の
奮
闘
ぶ

リ
、
パ
イ
オ
ニ
ア
精
神
に
は
全
く
敬
服
い
た
し
ま
す
。

　
明
治
3
0
年
代
か
ら
大
正
の
始
め
と
い
い
ま
す
と
、
母

校
は
あ
の
�
ｏ
ｊ
ロ
の
ジ
ヨ
フ
。
｛
一
〇
⊂
巴
を
残
し
て
く

れ
た
「
大
島
正
健
校
長
先
生
」
の
時
代
で
す
。
同
3
0
年

代
の
卒
業
生
の
中
か
ら
は
、
我
が
国
、
近
代
史
に
残
る

傑
作
を
輩
出
し
ま
し
た
。
営
団
地
下
鉄
の
創
始
者
・
早

川
徳
次
、
元
内
閣
総
理
大
臣
・
石
橋
湛
山
、
東
京
タ
ワ
ー

を
設
計
し
た
工
学
博
４
‐
土
内
藤
多
仲
、
元
日
米
文
化
振

興
会
長
・
笠
井
重
治
、
陸
軍
大
将
・
今
村
均
、
海
軍
大
将
・

塚
原
二
回
三
、
等
々
で
す
。
三
神
さ
ん
も
大
島
先
生
の

教
え
を
受
け
て
、
大
志
を
抱
き
世
界
に
雄
飛
し
た
の
で

し
ょ
う
Ｊ

　
短
い
フ
ロ
野
球
生
活
を
終
え
て
、
三
神
さ
ん
は
イ
リ

ノ
イ
大
学
の
大
学
院
に
再
び
学
び
、
そ
の
後
ノ
ュ
井
物

産
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
に
勤
務
し
ま
し
た
。
戦
後
は

備
仲
臣
道
（
昭
和
3
4
年
卒
）

：
旺
校
舎
の
屋
上
に
上
が
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
は
少
な

い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
私
た
ち
応
援
団
と
屋
上
に
小

屋
の
あ
る
天
文
部
の
者
た
ち
以
外
に
は
許
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。

咳芦

　
・
・
・
い
ま
の
よ
う
に
車
が
多
く
な
か
っ
た
か
ら
町
は
静

か
で
、
私
た
ち
の
発
声
練
習
の
声
が
甲
府
駅
ま
で
聞
こ

え
た
と
い
う
の
が
、
ま
ん
ざ
ら
嘘
の
話
で
は
な
い
。
「
い
」

と
い
う
音
は
出
し
に
く
い
の
で
不
自
然
な
□
の
形
で
発

声
す
る
か
ら
「
フ
レ
ー
フ
レ
ー
一
息
」
と
言
っ
て
い
る

の
が
エ
テ
コ
ー
エ
テ
コ
ー
と
聞
こ
え
た
。
・
：

作
‐
１
男
六
月
。
Ｅ
ｊ
ｊ
ｌ

葛尾真一郎（昭和3ﾜ年卒）画

コ
ー
○
年
後
の
今

は
て
し
な
い
時
へ
の

新
た
な
出
発
の
た
め
に

歳
を
重
ね
た
も
の
も
少
年
少
女
だ
っ
た

あ
の
頃
に
み
た
夢
の
帆
の
き
れ
は
し
を

吹
き
つ
け
る
古
く
新
し
い
風
に
か
ざ
し
て

明
日
に
向
か
う
自
分
に
挑
ん
で
ゆ
く
。

ぞ
の
夢
の
帆
を
は
た
め
か
せ
て
。

「
我
が
快
適
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
」

　
　
　
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

　
　
　
　
　
文
化
事
業
「
イ
デ
ア
」
主
宰
高
橋
恭
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
2
8
年
卒
）

…
昭
和
2
5
年
４
月
初
の
女
子
一
期
生
と
し
て
入
学
。
制

服
は
？
体
育
は
？
ト
イ
レ
は
？
先
生
方
と
口
］
々
続
け
ら

れ
た
試
行
錯
誤
が
ま
さ
に
我
々
の
規
範
を
創
り
出
し
て

い
た
よ
う
に
思
う
。
・
・
・
朝
礼
時
上
級
生
の
怒
濤
の
よ
う

な
私
語
の
ざ
わ
め
き
に
驚
い
た
り
、
毎
朝
校
門
を
入
る

私
た
ち
に
窓
に
鈴
な
り
で
大
声
で
エ
ー
ル
を
送
っ
て
来

る
お
兄
様
方
に
秘
か
に
心
を
と
き
め
か
し
た
り
、
女
子

一
期
生
の
毎
日
は
快
適
試
練
と
ス
リ
ル
に
満
ち
て
い

た
。
・
：

－
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
時
代
１

　
　
　
　
犬
島
校
長
と
甲
中
の
生
徒
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
甲
府
二
尚
総
務
主
任
大
西
　
勉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
3
4
年
卒
）

　
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
、
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
二
二

田
女
学
会
会
員
、
ア
メ
リ
カ
野
球
学
会
会
肖
で
も
あ
る

佐
山
和
夫
氏
に
よ
っ
て
、
甲
府
中
学
出
身
の
三
神
吾
郎

が
米
国
に
お
け
る
日
本
人
最
初
の
プ
ロ
野
球
選
手
で

あ
っ
た
こ
と
が
話
題
の
著
書
コ
ソ
ャ
ッ
プ
・
ミ
カ
ド
の

謎
』
で
世
に
広
く
紹
介
さ
れ
た
。

34Nisshinshovol.16

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緒
方
和
子
（
昭
和
3
6
年
卒
）

初
め
て
男
女
と
も
同
じ
人
生
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
い

る
と
意
識
し
た
の
は
、
コ
両
に
入
学
し
た
時
。

初
め
て
故
郷
に
気
が
つ
い
た
の
は
、
大
学
時
代
東
京

生
ま
れ
の
友
人
に
帰
省
を
羨
ま
し
が
ら
れ
た
勝
司

初
め
て
高
校
時
代
の
恩
師
、
一
高
の
精
神
的
風
上
に
つ

い
て
思
い
を
巡
ら
せ
だ
の
は
、
都
会
で
窓
子
た
ち
を
育

て
る
難
し
さ
に
直
面
し
た
時
。

初
め
て
同
級
生
を
な
つ
か
し
く
想
っ
た
の
は
、
同
級
生

の
死
を
知
っ
た
囲
。
…

ｊ
司
－
１
１
１
ｊ
１
１
１
１
１
ｓ
｀
媚

　
文
・
古
明
地
勝
昭
ハ
昭
和
3
7
年
玉

「
い
ま
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

コ
ー
○
年
前
も

今
日
と
同
じ
よ
う
に

吹
い
て
い
た
古
く
新
し
い
風
。

同
じ
風
を
受
け
て
少
年
た
ち
は

一
途
な
夢
と
冒
険
心
に
み
ち
て

し
る
べ
も
な
い
遠
い
道
を
目
指
し

た
え
ま
な
く
出
発
し
て
行
っ
た
。

幾
千
も
の
挑
戦
の
跡
を
残
し
て
。
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佐
山
氏
は
同
著
の
な
か
で
三
神
吾
郎
が
ア
メ
リ
カ
に

渡
っ
た
真
の
動
機
を
求
め
て
母
校
甲
府
中
学
の
後
身
甲

府
一
高
を
訪
ね
た
時
の
感
動
を
次
ぎ
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
パ
ス
路
線
か
ら
脇
道
に
入
っ
て
、
正
門
へ
の
ま
っ
す

ぐ
な
道
を
歩
い
た
。
グ
レ
ー
を
基
調
と
し
た
四
階
建
て

の
き
れ
い
な
校
舎
だ
。
中
央
に
た
か
く
、
梨
の
葉
を
あ

し
ら
っ
た
校
章
が
見
え
る
。
校
門
を
過
ぎ
て
、
中
央
玄

関
に
向
か
っ
て
歩
き
進
ん
だ
と
き
の
こ
と
だ
。
私
は
立

ち
す
く
ん
だ
。
左
側
の
植
え
込
み
の
中
に
、
立
派
な
石

碑
あ
り
、
そ
の
中
に
畠
ｏ
石
ぼ
｀
写
ぽ
Ｉ
〇
Ｓ
｛
》
と

あ
る
で
は
な
い
か
。
レ
リ
ー
フ
の
人
物
は
、
第
七
代
校

長
大
島
正
健
で
あ
る
。
佐
山
氏
は
、
大
島
校
長
を
通
じ

て
伝
え
ら
れ
た
ク
ラ
ー
ク
博
士
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が

三
神
青
年
を
ア
メ
リ
カ
に
渡
ら
せ
、
前
人
未
到
の
プ
ロ

野
球
に
向
か
わ
せ
た
、
と
い
う
。

　
三
神
氏
の
渡
米
と
ア
メ
リ
カ
プ
ロ
野
球
と
の
か
か
わ

り
の
真
の
動
機
に
つ
い
て
は
、
氏
の
結
論
に
委
ね
る
と

し
て
、
氏
が
大
島
校
長
時
代
の
甲
府
中
学
の
空
気
（
時

代
精
神
）
に
着
目
し
た
点
は
き
わ
め
て
興
味
深
い
。
十

三
年
六
ケ
月
の
犬
島
校
長
が
在
任
す
る
甲
府
中
学
は
、

石
桃
源
山
、
浅
尾
新
甫
、
平
井
好
一
、
中
島
鼎
、
小
林
中
、

笠
井
重
治
、
塚
淳
二
四
三
、
内
藤
多
仲
、
斉
藤
潔
、
飯

田
蛇
笏
、
望
月
春
江
、
小
池
勝
五
郎
な
ど
各
界
で
新
分

野
を
切
り
拓
き
、
旺
盛
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
、
新
風

を
お
こ
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
傑
出
し

た
人
材
を
生
み
出
し
て
い
る
。
こ
の
時
代
に
つ
い
て

じ
っ
く
り
研
究
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
十
九
世
紀
の

後
半
か
ら
始
ま
っ
た
本
校
の
歴
史
が
三
つ
め
の
世
紀
に

第
一
歩
を
刻
ま
ん
と
し
た
新
た
な
挑
戦
を
課
題
と
す
る

い
ま
、
大
島
校
長
時
代
の
甲
府
中
学
か
ら
学
ぶ
も
の
は

き
わ
め
て
大
き
い
は
ず
で
あ
る
。

若
吉
日
の
石
橋
湛
山
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
石
橋
酒
一
（
湛
山
氏
長
男
）

元内｢翻総理大臣

石橋深山(明治3肋列

石
橋
眉
山
の
生
涯
は
大
き
く
分
け
て
、

こ
）
学
生
及
び
大
学
卒
業
時
代
、

（
二
）
言
論
大
時
代
、

⊇
一
）
政
治
家
時
代
、
の
三
つ
に
な
る
。

石
橋
自
身
で
は
何
を
考
え
て
い
た
か
判
ら
な
い
が
、
私

共
か
ら
見
る
と
そ
の
各
々
に
つ
い
て
極
め
て
強
い
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
に
基
づ
く
努
力
が
払
わ
れ
た
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
茲
で
は
（
一
）
と
（
二
）
に
関
す
る
こ
と

神
を
救
う
道
を
選
ぼ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
併
し
高
　
な
気
負
い
も
な
く
い
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
、
新
し
い
共
生

等
学
校
の
入
試
は
石
橋
に
と
っ
て
は
体
質
的
に
馴
染
む
　
の
時
代
の
風
を
感
じ
と
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

も
の
で
な
く
、
本
気
で
入
試
勉
強
も
せ
す
美
事
に
こ
の
　
　
エ
ポ
ッ
ク
メ
ー
キ
ン
グ
な
時
代
の
母
校
は
、
開
か
れ

チ
ャ
レ
ン
ジ
は
失
敗
し
た
。
そ
れ
で
も
「
も
し
本
当
の
　
た
進
を
さ
ら
に
広
く
遠
く
切
り
拓
い
て
行
こ
う
と
す
る

医
道
に
進
ん
だ
ら
相
当
の
医
者
に
な
っ
て
い
た
ろ
う
」
　
私
た
ち
の
意
思
を
、
育
ん
で
く
れ
た
の
で
あ
る
。

と
後
日
「
湛
山
回
想
」
に
書
い
て
い
る
。
併
し
本
当
に

医
者
に
な
っ
た
ら
、
後
に
言
論
界
や
政
界
で
活
躍
し
た
　
　
日
に
斯
た
な
教
育
の
鐘

石
橋
湛
山
は
出
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
四
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
村
紘
一
郎
高
校
校
長

四
年
（
一
九
二
Ｉ
年
）
東
洋
経
済
新
報
社
に
入
社
、
同
　
　
…
全
国
的
に
も
、
養
護
学
校
な
ど
で
の
「
分
離
教
育
」

社
刊
行
の
「
東
洋
時
論
」
誌
の
編
集
を
担
当
し
た
。
東
　
か
ら
普
通
学
校
で
の
「
統
合
教
育
」
へ
の
移
行
が
徐
々

洋
経
済
新
報
社
は
経
済
を
専
門
と
す
る
雑
誌
社
で
あ
る
　
に
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。
教
育
に
つ
い
て
も
、
『
肢
体

が
、
石
橋
は
大
学
で
哲
学
を
専
攻
し
た
の
で
経
済
学
を
　
不
自
由
な
人
も
人
間
、
幼
な
子
も
年
寄
り
も
人
間
、
外

勉
強
す
る
べ
く
、
独
学
で
経
済
書
を
読
み
、
そ
の
初
め
　
国
人
も
日
本
人
も
人
間
、
み
ん
な
み
ん
な
同
じ
人
間
、

に
語
ん
だ
本
の
一
つ
が
セ
リ
グ
マ
ン
の
「
経
済
学
原
論
」
　
人
間
は
平
等
で
し
か
も
人
間
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け

で
あ
っ
た
。
こ
の
本
（
原
書
）
は
相
当
分
厚
い
本
で
あ
　
で
高
貴
な
の
だ
』
と
い
う
原
点
に
立
つ
こ
と
が
『
日
新

る
が
、
こ
れ
を
通
勤
の
電
車
の
中
で
発
語
し
た
と
い
う
　
錘
』
の
願
い
だ
と
考
え
ま
す
。

こ
と
で
後
々
話
題
に
な
っ
た
。
長
幸
男
氏
は
後
に
、
石

橋
の
経
済
思
想
は
、
原
書
で
コ
ツ
コ
ツ
と
自
学
し
た
Ａ
・
　
　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
フ
リ
ー
と
学
校
教
育

ス
ミ
ス
以
降
の
古
曲
経
済
学
の
真
髄
を
土
台
と
し
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
学
校
教
員
雨
宮
由
里
子

Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
や
Ｊ
・
Ｍ
・
ケ
イ
ン
ズ
の
理
論
を
受
容
し
、
　
　
：
一
一
乙
れ
か
ら
は
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
が
性
別
を
超
え
て
、

マ
ル
ク
ス
の
思
想
的
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
受
け
止
め
、
　
　
一
人
の
人
間
と
し
て
、
自
分
の
能
力
や
行
動
、
生
き
方

レ
ッ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
型
資
本
主
義
を
修
正
し
、
「
新
白
　
　
を
広
げ
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
つ
く
っ
て
い
き
た

由
主
義
」
を
主
張
し
た
と
評
し
た
。
正
に
新
進
気
鋭
時
　
１
・

代
の
経
済
学
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ン
セ
ン
病
と
人
種

第
八
号

を
少
し
紹
介
し
て
み
る
。
石
橋
は
、
山
梨
県
立
第
一
中
　
は
ぐ
く
ま
れ
た
も
の

学
校
を
明
治
三
十
五
年
二
九
〇
二
年
ご
二
月
卒
業
し

て
、
そ
の
六
、
七
月
頃
上
京
、
第
二
昌
等
学
校
を
受
験

す
る
こ
と
と
し
た
。
も
と
も
と
寺
の
子
弟
で
あ
る
か
ら

宗
教
家
に
な
る
の
は
宿
命
と
考
え
て
い
た
が
、
単
な
る

僧
侶
に
な
る
に
は
余
り
に
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
で
あ
っ
た
。

医
術
を
も
っ
て
人
の
肉
体
を
救
い
、
宗
教
を
も
っ
て
精

弁
護
士
山
田
雅
康

一
紀
会
合
長
『
五
十
嵐
箇
子

…
女
子
二
期
生
の
私
た
ち
、
当
時
の
社
会
感
覚
か
ら
は

「
権
威
あ
る
男
子
校
の
牙
城
に
進
入
」
し
た
と
も
い
え

る
少
数
派
だ
っ
た
。
で
も
気
負
い
は
な
か
っ
た
。
格
別

・
：
「
悪
者
の
根
絶
」
は
二
十
一
世
紀
を
通
じ
て
の
最
高

の
価
値
で
あ
り
、
国
際
的
に
共
通
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
我
々
人
間
が
こ
の
牛
Ｉ
ワ
ー
ド
の
も
と
に
己
語
に
絶

す
る
人
権
侵
害
を
あ
ち
こ
ち
で
実
施
し
て
き
た
こ
と
を

思
う
時
、
二
十
一
世
紀
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
時
代

の
最
高
価
値
を
体
現
す
る
率
－
ワ
ー
ド
に
対
し
て
は
、

一
方
で
冷
屏
な
批
判
検
討
の
態
度
が
必
要
だ
と
思
う
の

｜
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あ
る
老
人
ホ
ー
ム
で

　
　
　
　
老
人
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
矢
□
百
合
子

・
：
そ
の
年
の
七
月
の
七
夕
様
の
短
冊
に
皆
で
お
願
い
事

を
書
い
た
日
、
Ｎ
さ
ん
は
。
早
く
死
に
た
い
、
早
く
コ

ロ
リ
と
死
に
た
い
“
と
。
私
達
は
さ
ん
ざ
ん
迷
い
ま

し
た
が
、
そ
の
短
冊
を
笹
の
葉
に
取
付
け
ま
し
た
。
・
：

こ
こ
の
入
居
さ
れ
た
最
初
の
日
、
誰
か
れ
に
な
く
何
度

も
言
っ
て
い
ま
し
た
。
ご
仙
が
決
め
て
、
こ
こ
に
入
っ

た
の
“
と
。

・
・
・
ト
イ
レ
の
介
助
も
。
結
構
で
す
、
Ｔ
人
で
行
け
ま

す
か
ら
’
と
、
頑
と
し
て
私
達
の
介
護
を
断
わ
り
続

け
ま
し
た
。
Ｎ
さ
ん
、
あ
な
た
が
、
お
昼
寝
の
ベ
ッ
ド

の
中
で
、
天
井
を
じ
っ
と
見
て
い
る
姿
を
何
度
も
見
か

け
ま
し
た
よ
。
初
め
て
。
ト
イ
レ
に
行
き
た
い
の
で

お
願
い
し
ま
す
“
と
言
わ
れ
た
時
、
ど
ん
な
に
嬉
し

か
っ
た
か
。
・
上
年
過
ぎ
た
あ
る
日
、
息
子
、
娘
さ
ん

達
が
ど
ん
な
に
イ
イ
子
供
だ
っ
た
か
を
穏
や
か
な
顔
で

話
し
て
く
れ
る
Ｎ
さ
ん
が
居
ま
し
た
。
ト
イ
レ
介
助
も
。

　
。
ち
ょ
っ
と
だ
け
手
伝
わ
せ
て
ね
“
と
言
う
私
に
。

　
。
ど
う
も
有
り
難
う
、
お
願
い
し
ま
す
’
と
大
き
な

声
で
答
え
て
下
さ
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
・
・
・
今
年
の
七

夕
の
短
冊
に
は
、
き
っ
と
こ
う
書
か
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
。
百
歳
ま
で
生
き
る
か
ら
よ
ろ
し
く
Ｉ
・
“
と
。

第
九
号

青
春
し
て
生
き
る

リ
、
い
ろ
い
ろ
と
大
変
だ
が
自
ら
の
腕
だ
け
を
頼
リ
に

し
っ
か
リ
生
き
て
行
っ
て
欲
し
い
。
天
は
自
ら
助
く
る

者
を
助
く
だ
よ
。
と
こ
ろ
で
サ
ミ
エ
ル
ー
ウ
ル
マ
ン
の

詩
に
。
青
春
と
は
人
生
の
あ
る
期
間
を
さ
す
の
で
は

な
く
心
の
有
り
様
を
い
う
。
た
く
ま
し
い
意
志
、
ゆ
た

か
な
想
像
力
、
燃
え
る
情
熱
を
い
う
。
青
春
と
は
積
極

的
に
取
り
組
も
う
と
す
る
勇
気
、
案
易
を
振
り
捨
て
る

冒
険
心
を
意
味
す
る
。
年
を
重
ね
た
だ
け
で
人
は
老
い

　
モ
ロ
ッ
コ
は
北
ア
フ
リ
カ
の
四
の
端
に
あ
り
、
ア
ル

ジ
ェ
リ
ア
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
と
共
に
マ
グ
レ
プ
（
日
の
没

す
る
国
）
と
呼
ば
れ
る
。

　
幻
想
的
な
風
紋
を
描
く
砂
漠
、
迷
路
さ
な
が
ら
の
深

い
メ
デ
ィ
ナ
、
顔
を
ヴ
ェ
ー
ル
で
覆
い
隠
し
た
女
性
た

ち
、
ア
ラ
ー
の
神
に
譲
ら
れ
て
モ
ロ
ッ
コ
の
人
々
は
月

の
時
間
を
生
き
て
い
る
と
い
う
ク
：

な
い
。
理
想
を
失
う
時
初
め
て
老
い
る
。
と
い
う
の
が
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
、
、

あ
る
。
原
文
は
も
っ
と
長
い
が
言
い
た
い
の
は
今
の
く

だ
り
だ
。
我
々
の
校
歌
に
も
あ
る
が
、
諸
君
は
日
に
新

た
、
ま
た
日
に
新
た
と
努
力
し
て
、
い
つ
ま
で
も
い
つ

ま
で
も
よ
自
春
し
て
生
き
て
行
っ
て
欲
し
い
。
以
上
―
・
」

　
今
で
こ
そ
名
詞
に
動
詞
を
続
け
る
こ
と
ば
使
い
は
よ

く
兇
ら
れ
ま
す
が
当
時
と
し
て
は
珍
し
く
「
い
つ
ま
で

も
青
春
し
て
生
き
よ
」
は
新
鮮
に
胸
に
響
き
ま
し
た
。

表
紙
の
こ
と
は

　
　
　
　
3
9
年
卒
吉
岡
美
穂
子
（
旧
姓
平
林
）

　
不
安
に
満
ち
た
ま
な
ざ
し
を
投
げ
か
け
る
少
女
、
私

達
の
口
歳
の
頃
の
衷
情
を
描
い
て
み
た
か
っ
た
の
で

す
。
私
達
、
い
え
少
な
く
と
も
私
は
未
来
へ
の
不
安
、

不
思
議
な
切
な
さ
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
あ
れ

一
徳
個
の
撤
去
の
た
め
に

竹
越
久
高

　
地
球
上
に
一
価
個
を
超
え
る
対
人
地
雷
が
埋
め
ら
れ

て
い
る
と
い
う
。
も
っ
と
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
・
：

山
梨
の
地
か
ら
地
雷
撤
去
に
貢
献
し
て
い
る
人
が
い

る
。
私
の
中
学
の
同
級
生
で
、
山
梨
日
立
建
機
株
式
会

社
の
社
長
、
雨
宮
漓
氏
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
出
張
し
て
、

松
葉
杖
の
子
供
た
ち
が
大
勢
い
る
の
に
驚
い
た
。
：
一
一

儒
教
を
取
り
除
か
な
け
れ
ば
安
心
し
て
生
活
で
き
な

い
。
人
道
に
背
く
地
雷
の
被
害
に
み
ん
な
が
ま
ず
関
心

を
寄
せ
、
何
か
地
雷
撤
去
の
応
援
が
で
き
な
い
か
考
え

た
い
も
の
だ
。

か
ら
数
十
年
、
中
年
期
か
ら
ヽ
そ
ろ
そ
ろ
初
老
に
さ
し
　
近
況
に
つ
い
て

か
か
っ
た
今
、
仲
間
達
は
ど
ん
な
ま
な
ざ
し
を
投
げ
か

円
で
い
る
の
か
と
ア
レ
コ
レ
考
え
て
い
ま
す
。

・
：
お
庭
は
、
こ
い
の
泳
ぐ
池
、
小
さ
な
滝
や
せ
せ
ら
ぎ
、

石
庭
も
あ
る
本
格
的
な
も
の
だ
。
美
術
館
は
日
本
の
庶

民
の
生
活
を
中
心
に
し
た
も
の
で
各
種
の
教
室
も
あ
リ

ア
メ
リ
カ
人
の
見
学
者
で
い
つ
も
い
っ
ぱ
い
だ
。
・
・
・
床

の
間
付
き
の
お
茶
室
に
階
段
教
室
が
あ
り
、
見
学
者
は

お
手
前
を
見
た
り
、
説
明
を
聞
い
た
リ
月
一
回
は
お
藁

子
を
食
べ
お
茶
を
飲
む
こ
と
が
で
き
る
日
も
あ
る
タ
ー
・
・

ア
メ
リ
カ
の
日
本
で
あ
る
森
上
美
術
館
・
日
本
庭
園
へ

通
う
日
々
が
私
の
フ
ロ
リ
ダ
生
活
だ
。

高
校
時
代

成
渾
武
匹

…
思
い
出
と
し
て
汽
車
通
学
が
印
象
に
残
り
ま
す
。

我
々
の
学
年
は
全
県
一
区
の
時
で
し
た
。
山
梨
県
中
か

ら
各
中
学
校
の
優
秀
？
と
い
わ
れ
る
人
達
が
甲
府
一

高
に
通
っ
て
い
た
の
で
す
。
…
さ
て
、
さ
て
汽
車
通
学

の
も
う
一
つ
の
楽
し
み
は
他
校
の
生
徒
（
特
に
女
生
徒
）

と
知
り
合
う
機
会
が
甲
府
の
人
達
よ
り
は
る
か
に
多

か
っ
た
点
で
す
。
今
の
高
校
生
と
違
い
、
当
時
は
女
生

徒
を
遠
く
か
ら
眺
め
る
だ
け
で
ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
ギ

し
た
も
の
で
す
。
今
日
も
あ
の
娘
に
会
え
た
、
明
日
も

会
え
る
か
な
？
と
胸
を
躍
ら
せ
た
こ
と
を
今
も
懐
か
し

く
思
い
ま
す
。
・
：

メ
イ
ス
ン
夏
樹
（
中
山
）
　
　
１
鰹
刊
「
顎

ア
メ
リ
カ
’
フ
ロ
リ
ダ
州

宮
島
雅
展
（
現
甲
府
市
長
）
　
モ
ロ
ッ
コ
の
フ
ェ
ズ
を
訪
ね
て

・
：
Ｈ
Ｒ
の
時
担
任
の
先
生
が
「
今
日
は
出
席
率
が
高
い

な
Ｉ
・
」
と
お
っ
し
ゃ
リ
「
俺
の
賜
る
こ
と
ば
に
す
る
か
こ

と
言
っ
て
お
話
を
し
て
下
さ
っ
た
の
が
以
下
で
あ
り
ま
す
。

「
君
た
ち
は
こ
れ
か
ら
受
験
を
し
た
り
、
就
職
を
し
た

　
　
　
　
　
　
　
人
間
の
一
生
の
最
終
章
に
さ
し
か
か
る
頃
に
は
、
人

　
　
　
　
　
　
は
自
分
な
り
の
生
き
方
に
納
得
す
る
。
そ
し
て
も
う
一

万
槌
牧
子
　
麿
人
生
を
や
リ
直
す
と
こ
が
で
き
た
ら
、
と
考
え
て
も

　
　
　
　
　
　
や
は
り
同
じ
道
を
歩
む
の
だ
ろ
う
と
思
う
。
…
私
も
今

　
ミ
ラ
ノ
で
乗
り
継
ぎ
、
」
昼
夜
か
か
っ
て
カ
サ
ブ
ラ

ン
カ
に
、
さ
ら
に
ラ
パ
ド
、
メ
ク
ネ
ス
を
経
て
、
フ
ェ

ス
に
辿
り
置
い
た
。

さ
ら
こ
の
ア
メ
リ
カ
で
と
思
い
な
が
ら
も
お
茶
を
始
め

た
。
・
・
・
日
本
か
ら
一
番
遠
い
フ
ロ
リ
ダ
に
立
派
な
お
茶

室
の
あ
る
森
上
美
術
館
・
日
本
庭
園
が
あ
る
か
ら
だ
。

-
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す
べ
て
の
も
の
に
は
名
前
が
あ
る
の
だ
！

　
　
　
　
医
療
法
人
南
山
会
談
四
病
院

　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
川
崎
光
洋
（
昭
和
４
１
圧
俯

　
す
べ
て
の
も
の
に
は
名
前
が
あ
る
の
だ
。
こ
れ
は
初

め
て
言
葉
と
い
う
も
の
の
存
在
に
打
た
れ
た
ヘ
レ
ン
ー

ケ
ラ
ー
が
発
見
し
た
真
理
で
す
。
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掌
の
上
を
流
れ
る
冷
た
い
も
の
と
、
も
う
一
方
の
掌
　
　
　
　
　
　
　
　
１
－
’
・

に
愛
情
を
持
っ
て
繰
り
返
し
綴
ら
れ
た
を
Ｉ
ａ
‐
７
？
『
の

語
が
稲
妻
の
よ
う
に
結
び
つ
い
た
瞬
間
、
彼
女
の
魂
は

目
覚
め
、
光
が
射
し
込
み
、
こ
こ
ろ
は
希
望
と
嘉
び
に

溢
れ
た
の
で
し
た
。
し
か
も
言
葉
を
知
ら
ぬ
苛
立
で
壊

し
た
人
形
の
た
め
の
後
悔
と
悲
し
み
の
涙
を
も
初
め
て

知
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
私
た
ち
誰
も
が
他
人
と
交
流
し
た
い
、
自
己
を
表
現

し
た
い
と
言
う
衝
動
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
衝
動
は
目
や
耳
を
通
じ
て
外
か
ら
く
る
の
で
は
な

く
、
私
た
ち
の
内
部
か
ら
不
可
避
的
に
湧
き
上
が
っ
て

来
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
の
例
が
良

く
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
こ
そ
人
間
を
人
間
が
作
り
出
す
も
の
す
べ
て
を

貫
く
「
個
」
と
「
全
体
」
の
論
理
で
す
。
「
個
」
を
い

く
ら
集
め
て
も
そ
れ
だ
け
で
は
「
全
体
」
に
な
り
え
ま

せ
ん
。
「
個
」
が
全
体
を
構
成
し
う
る
の
は
、
「
全
体
」

が
自
己
を
細
分
化
し
、
「
個
」
の
中
に
潜
ん
で
い
る
か

ら
な
の
で
す
。

　
「
個
」
の
中
に
潜
ん
だ
「
全
体
」
は
物
乞
い
に
身
を

や
つ
し
た
王
の
よ
う
に
、
あ
る
い
は
有
限
の
肉
体
に
閉

じ
込
め
ら
れ
た
魂
の
よ
う
に
本
来
の
自
由
な
る
「
全
体
」

に
戻
ろ
う
と
し
て
あ
が
き
苦
し
み
ま
す
。
そ
の
必
然
の

結
果
と
し
て
他
の
「
個
」
の
内
部
に
潜
ん
だ
自
己
の
分

身
で
あ
る
「
全
体
」
と
共
鳴
し
、
自
己
を
突
き
動
か
し
、

相
互
に
交
信
し
、
「
全
体
一
を
再
構
成
し
よ
う
と
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
関
係
が
あ
る
か
ら
こ

そ
、
一
全
体
」
の
化
身
で
あ
る
「
個
」
は
、
「
全
体
」
を

再
構
成
で
き
る
し
、
私
は
、
あ
な
た
を
愛
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

ブ
ー
ー

親
父
の
こ
と

正
面
に
あ
た
る
教
室
か
ら
声
を
か
け
る
と
決
ま
っ
て
右

手
を
振
り
上
げ
て
「
お
う
、
お
は
よ
う
、
お
は
よ
う
」

と
返
答
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
私
は
こ
の
先
生
の
世
界
史
、
特
に
中
国
の
歴
史
に
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
組
須
藤
　
襄
　
つ
わ
る
お
話
が
大
好
き
で
し
た
。
項
羽
と
虞
美
人
の
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
安
史
の
乱
の
さ
な
か
の
玄
宗
皇
帝
と
揚
貴
妃
の
話
。

　
私
が
高
校
に
入
学
し
た
時
に
は
ま
だ
親
父
（
毅
）
が
　
゛
こ
こ
で
頂
羽
は
泣
い
た
そ
う
で
す
よ
・
こ
ん
な
目
に

甲
府
一
高
に
在
任
し
て
お
り
、
な
ん
と
な
く
気
ま
ず
い
　
遭
わ
せ
て
申
し
訳
な
い
・
今
か
ら
で
も
遅
く
な
い
。
お

思
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
ど
こ
へ
行
っ
て
も
　
前
だ
け
で
も
逃
げ
ろ
、
っ
て
言
っ
て
ね
え
。
」
と
か
「
こ

胚
の
息
子
と
い
う
こ
と
で
周
囲
の
方
々
か
ら
可
愛
が
ら
　
ん
な
馬
鹿
な
話
は
ね
え
で
す
よ
。
」
な
ど
と
歴
史
に
情

れ
て
い
た
せ
い
か
、
特
に
大
き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
あ
　
を
加
え
て
効
く
語
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
・
上
八
年
後
に

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
学
校
の
数
学
教
師
と
な
っ
た
私
が
、
今
日
ま
で
三
十

　
　
年
時
に
は
音
楽
節
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
が
、
親
　
三
年
間
、
数
学
そ
っ
ち
の
け
で
折
々
に
語
り
続
け
た
「
四

父
の
勧
め
で
美
術
の
道
へ
進
路
変
更
。
翌
年
、
親
父
は
　
方
山
話
」
。
早
春
の
花
壇
に
咲
く
ポ
ピ
ー
の
深
紅
を
教

山
梨
高
校
へ
配
置
換
え
、
新
た
に
美
術
学
校
時
代
の
後
　
室
に
摘
ん
で
「
虞
や
虐
や
汝
を
如
何
せ
ん
ご
と
、
な

荼
で
、
奇
才
と
し
て
有
名
な
三
枝
茂
雄
先
生
が
赴
任
し
　
ぜ
演
じ
続
け
た
か
。
誰
も
知
リ
ま
せ
ん
。
…

で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
…
私
が
幼
少
の
こ
ろ
、
須
藤
家
で

は
祖
母
が
稲
作
を
営
ん
で
お
り
ま
し
た
。
私
も
よ
く
田
　
　
高
校
時
代
の
思
い
出

植
え
に
連
れ
て
い
か
れ
た
も
の
で
す
が
、
雇
い
人
の
中

に
何
人
か
の
お
兄
さ
ん
が
い
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま

十
二
組
正
岡
由
美
子

す
。
実
は
こ
の
お
兄
さ
ん
方
は
甲
府
一
高
の
美
術
部
の

生
徒
で
、
何
と
学
校
を
公
欠
で
我
が
家
の
田
植
え
を
手

伝
っ
て
い
た
と
の
こ
と
。
当
然
、
田
植
え
の
後
は
家
で

酒
盛
り
く
ら
い
の
こ
と
は
や
っ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ

う
ご
暑
春
日
の
キ
ャ
バ
レ
ー
で
親
父
の
付
け
で
飲
ん
だ

な
ど
と
い
う
こ
と
を
言
っ
た
先
輩
も
お
ら
れ
る
ほ
ど
で

す
か
ら
。
…

幄
や
虞
や
汝
を
如
何
せ
ん

十
組
大
森
　
正

　
世
界
史
の
萩
原
先
生
。
善
光
寺
の
方
か
ら
通
勤
さ
れ

て
い
た
と
い
う
噂
が
あ
り
ま
し
た
。
ペ
ダ
ル
が
ギ
シ
ギ

シ
賄
る
オ
ン
ボ
ロ
自
転
車
に
覆
い
被
さ
る
よ
う
に
乗
っ

て
校
門
を
入
っ
て
来
ら
れ
る
。
ち
ょ
う
ど
本
館
の
校
門

・
・
・
教
師
に
な
っ
て
三
十
数
年
、
定
年
ま
で
四
年
と
な
り

ま
し
た
ブ
上
木
先
生
の
こ
と
で
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
こ
と
。
日
本
中
が
夢
中
に
な
っ

て
い
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
決
勝
の
テ
レ
ビ
で
劇
的
な
勝
利

を
飾
っ
た
日
本
。
そ
の
後
の
Ｈ
Ｒ
で
「
僕
は
テ
レ
ビ
を

あ
ま
り
見
な
い
の
で
・
…
」
の
二
百
に
絶
句
。
で
も
一

木
先
生
は
、
真
面
目
な
研
究
者
タ
イ
プ
。
き
っ
と
数
学

の
勉
強
を
さ
れ
て
い
た
ん
だ
と
妙
に
納
得
し
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。
…

4

･:19

Ji’

甲９

4
y
'
.
.
.
.
.
＆

゛
　
１
・

作
者
根
津
　
正

住
み
な
れ
た
街
の
樹
と
風
は

夕
空
を
う
つ
し
て
光
る

今
甲
府
に
向
か
う
列
車
に
乗
れ
ば

甲
斐
駒
の
稜
線
の
向
こ
う
側
は

こ
の
心
を
朱
に
染
め
る
光
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
だ
ろ
う

し
ば
ら
く
極
っ
て
い
な
い
山
梨
は
ど
れ
ほ
ど
変
わ
っ
た
か

卒
業
し
て
か
ら
行
っ
て
い
な
い
母
校
は
ど
れ
ほ
ど
変
わ
っ

た
だ
ろ
う
か

そ
れ
ぞ
れ
が
無
我
夢
中
で
駆
け
抜
け
た
時
間
を

恩
師
は
な
ん
と
言
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か

は
る
か
Ｉ
高
ま
で
の
距
離
は
す
で
に

こ
の
心
の
中
に
あ
り

ま
た
一
高
を
出
て
き
て
か
ら
の
時
の
長
さ
も

こ
の
心
は
憶
え
て
い
る

列
車
が
甲
府
に
看
く
頃
に
は

わ
た
し
達
は
も
う
一
度

高
校
㈲
代
に
灰
っ
て
い
て

こ
れ
か
ら
の
時
間
を
大
切
に
す
る
た
め
の
始
ま
り
を
感
じ

て
い
る

何
か
が
な
け
れ
ば
故
郷
は
遠
の
く

同
窓
会
で
田
舎
の
こ
と
を
話
し
て
み
よ
う

第
１
３
号
編
集
長
犬
野
陽
造
氏
は
じ
め
編
集
ス
タ
ッ
フ
の

明
確
な
意
図
。

氏
の
４
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
一
貫
精
神
、
三
高
千
恵
子
医

師
の
随
筆
と
千
葉
陽
子
医
師
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
に

な
っ
て
の
記
事
。

お
手
元
に
あ
れ
ば
再
読
を
お
勧
め
し
た
い
。

-
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八い

ま
・
こ
こ
〉
を
離
れ
て
　
　
菊
地

－
市
ケ
谷
で
山
梨
の
文
化
に
酔
う
ー

Ｊ

中世の

トップリ

そｰの泰昭しい文化～～甲=他のI胤

講師守屋正彦氏（46年卒の‘IトップＵ－ダーI･）

健
（
昭
和
4
6
年
卒
）

　
甲
府
一
高
三
年
時
の
文
化
祭
。
ク
ラ
ス
の
女

了
た
ち
が
発
案
し
て
、
数
人
の
男
子
に
自
分
た

ち
の
セ
ー
ラ
ー
服
を
着
せ
て
、
仮
装
行
列
に
参

加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
い
の
一
番
に
私
の
と
こ
ろ
に
要
請
が
来
た
。

数
人
の
女
子
に
囲
ま
れ
、
「
お
化
粧
し
て
セ
ー

ラ
ー
服
着
る
ん
だ
け
ど
、
や
っ
て
く
れ
な
い
」

と
迫
ら
れ
た
。
自
意
識
過
剰
で
劣
等
感
に
囚
わ

れ
て
い
た
私
は
、
廻
り
の
世
界
に
ひ
ど
く
鈍
感

に
な
っ
て
い
た
の
で
、
二
つ
返
事
で
引
き
受
け

て
し
ま
っ
た
。
私
の
次
に
彼
女
だ
ち
か
ら
頼
ま

れ
た
同
級
生
か
ら
、
「
お
前
が
あ
ん
な
に
簡
単
に

引
き
受
け
る
か
ら
断
れ
な
く
な
っ
た
じ
や
な
い

か
」
と
後
で
非
難
さ
れ
た
。

　
一
紅
公
の
記
事
を
男
の
、
し
か
も
甲
府
在
中

の
私
か
書
く
の
は
、
よ
く
考
え
る
と
不
自
然
だ
。

今
回
も
二
つ
返
事
で
引
き
受
け
た
が
、
あ
の
時

の
女
装
と
何
か
繋
が
り
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

中
学
の
同
窓
生
で
も
あ
る
一
紅
会
幹
事
か
ら
頼

ま
れ
た
と
は
い
え
、
や
は
り
固
辞
す
べ
き
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
か

　
前
目
ま
で
の
天
気
は
余
り
思
わ
し
い
も
の
で

は
な
か
っ
た
。
し
か
し
土
曜
日
の
外
濠
辺
り
は

よ
く
晴
れ
、
ト
于
の
桜
に
は
ま
だ
一
片
の
葉
も

な
か
っ
た
が
、
す
れ
違
う
女
生
徒
た
ち
の
表
情

も
和
ら
い
で
明
る
く
感
じ
ら
れ
た
。

　
頼
ま
れ
な
く
と
も
今
回
の
講
演
に
は
ト
京
す

る
つ
も
り
で
い
た
。
講
師
の
守
屋
止
彦
氏
は
同

級
生
だ
。
。
。
彼
が
芸
術
学
の
博
士
号
を
取
っ
て
筑

こ思いを馳せてふるさと甲斐の国の中世文化6

波
大
教
授
に
な
る
と
い
う
の
は
全
く
の
意
外

だ
っ
た
。
（
し
か
し
、
そ
れ
は
私
と
の
つ
き
あ
い

が
浅
か
っ
た
だ
け
で
、
彼
は
高
校
時
代
か
ら
山

梨
県
の
美
術
家
と
付
き
合
い
が
あ
っ
た
ら
し

い
。
）
し
か
も
そ
の
守
屋
氏
が
山
梨
の
中
欧
に
お

け
る
［
素
晴
ら
し
い
文
化
］
を
諧
る
と
い
う
の
だ
。

　
ち
ょ
う
ど
数
日
前
、
あ
る
新
聞
の
コ
ラ
ム
に

く
い
ま
こ
』
こ
》
と
い
う
言
葉
が
あ
っ
た
。
コ
ラ

ム
自
体
は
［
レ
キ
ジ
ョ
］
と
呼
ば
れ
る
「
歴
史
」

好
き
の
女
性
た
ち
に
つ
い
て
、
彼
女
た
ち
の
「
歴

史
に
興
味
が
あ
る
」
と
い
う
そ
の
「
歴
史
」
は
、
《
い

ま
・
こ
こ
》
の
情
報
環
境
の
中
で
ど
れ
だ
け
お

も
し
ろ
く
通
俗
化
し
て
い
る
か
が
問
題
な
も
の

で
あ
っ
て
、
学
問
と
し
て
の
歴
史
と
は
違
う
、

し
か
し
そ
う
い
う
此
間
に
共
有
さ
れ
て
い
る
「
歴

史
」
と
も
虚
心
に
向
か
い
介
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。

　
へ
゛
い
ま
・
こ
こ
》
。
こ
の
言
葉
で
、
私
は
改
め

て
講
演
内
宮
‥
に
懐
疑
的
で
あ
る
自
分
に
気
づ
く

こ
と
が
で
き
た
。
守
屋
氏
の
講
演
を
ど
こ
か
で

冷
笑
し
よ
う
と
も
く
ろ
ん
で
い
る
自
分
が
い
る
。

-
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一

（
こ
う
い
う
と
こ
ろ
が
、
同
窓
生
、
同
郷
人
の
悪

い
と
こ
ろ
か
ご

　
も
ち
ろ
ん
、
い
ま
の
山
梨
の
ど
こ
に
「
素
晴

ら
し
い
文
化
」
が
あ
る
の
か
と
い
う
疑
問
も
あ

る
。
し
か
し
さ
ら
に
言
え
ば
、
新
聞
の
コ
ラ
ム

氏
と
は
別
の
意
味
で
、
私
た
ち
は
く
い
ま
こ
』
こ
》

に
囲
ま
れ
て
い
る
。
囲
ま
れ
て
い
る
と
い
う
の

は
正
確
で
は
な
く
、
む
し
ろ
く
い
ま
こ
』
こ
》

で
し
か
生
き
ら
れ
な
い
の
だ
。
そ
し
て
そ
の
く
い

ま
こ
』
こ
》
で
、
私
た
ち
は
目
先
の
こ
と
に
追

わ
れ
、
右
を
向
き
お
世
辞
を
言
い
、
左
を
向
き

悪
態
を
つ
き
、
右
手
で
掴
み
、
左
手
で
投
げ
捨

て
る
、
そ
ん
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
の
だ
。

　
山
梨
の
「
文
化
」
を
信
じ
ら
れ
ぬ
の
は
、
仏

が
く
い
ま
・
こ
こ
》
に
囚
わ
れ
て
い
る

か
ら
だ
。
《
い
ま
・
こ
こ
》
を
離
れ
た
と

こ
ろ
に
し
か
、
歴
史
も
文
化
も
な
い
の

か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
思
う
と
、
私
の

疑
念
は
消
え
、
む
し
ろ
同
窓
生
守
屋
氏

の
講
演
を
心
待
ち
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
。

　
講
演
は
一
紅
会
幹
事
、
西
野
公
子
さ

ん
の
司
会
で
始
ま
っ
た
。
彼
女
が
、
こ

れ
か
ら
美
術
史
を
語
ろ
う
と
す
る
守
屋

氏
が
一
高
時
代
応
援
部
の
部
長
だ
っ
た

こ
と
を
紹
介
す
る
と
、
三
百
四
十
余
名

の
同
窓
生
で
埋
ま
っ
た
会
場
が
沸
い
た
。

さ
ら
に
同
時
に
落
語
研
究
会
創
設
メ
ン

バ
ー
の
一
人
で
も
あ
っ
た
と
、
場
内
は

さ
ら
に
大
き
く
ど
よ
め
い
た
。

　
場
内
が
暗
転
し
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

が
守
屋
氏
に
当
た
っ
て
講
演
が
始
ま
る
。

彼
が
幾
分
低
め
の
ぼ
そ
ぼ
そ
し
た
口
調

で
語
り
出
す
と
、
一
転
水
を
打
っ
た
よ

う
に
静
か
に
な
り
、
全
員
で
彼
の
言
葉

を
待
っ
た
。
。

　
共
に
古
今
和
歌
集
の
選
者
で
あ
っ
た
壬
生
息

峯
、
几
河
内
躬
恒
（
お
お
し
こ
う
ち
の
み
つ
ね
）

が
甲
斐
に
滞
在
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
連
歌

は
、
倭
建
尊
が
筑
波
山
を
詠
ん
で
「
筑
波
の
道
」

と
称
さ
れ
る
が
、
そ
れ
を
詠
ん
だ
場
所
は
甲
斐

酒
析
の
宮
で
あ
る
し
、
そ
れ
に
答
え
て
連
歌
俳

諧
の
祖
と
な
し
た
の
は
甲
斐
の
火
焚
き
の
翁
で

あ
っ
た
と
、
講
演
は
始
ま
っ
た
。
旧
塩
山
古
市

拓
地
に
あ
る
標
高
五
百
五
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

塩
山
（
し
お
の
や
ま
）
は
古
今
集
以
来
多
く
の

歌
人
に
詠
ま
れ
、
「
塩
山
蒔
絵
」
の
デ
ザ
イ
ン
と

し
て
多
・
く
の
工
芸
品
に
み
ら
れ
た
。

　
平
安
後
期
に
甲
斐
に
工
扁
し
た
清
和
源
氏
は
、

や
が
て
甲
斐
源
氏
と
な
っ
て
日
本
各
地
で
活
躍

す
る
。
ま
た
縁
台
往
還
を
通
じ
て
禅
宗
も
い
ち

飯田一紅会会長隋れやかに謝意

早
く
流
入
し
、
山
岳
禅
の
西
の
拠
点
と
し
て
の

大
和
村
柄
雲
寺
に
は
日
本
有
数
の
前
庭
始
め
、

質
の
高
い
晋
応
国
師
座
像
が
あ
る
。
時
宗
で
は

甲
府
一
遠
寺
は
最
高
位
で
あ
る
遊
行
上
人
を
数

多
く
輩
出
し
、
恵
林
寺
を
開
い
た
無
窓
国
師
の

甥
で
あ
る
春
屋
妙
胞
（
し
ゆ
ん
お
く
み
ょ
う
は
）

は
甲
斐
の
生
ま
れ
で
、
禅
僧
の
最
高
位
で
あ
る

初
代
僧
録
（
寺
院
の
管
理
と
人
事
）
と
な
っ
た
。

等
々
。
守
屋
氏
の
「
素
晴
ら
し
い
甲
斐
の
文
化
」

は
、
ま
だ
ま
だ
続
い
た
。

　
残
念
な
が
ら
、
カ
ラ
ー
写
真
を
意
図
し
た
レ

ジ
ュ
メ
は
、
文
字
が
少
な
く
、
守
屋
氏
が
言
及

し
た
さ
ら
に
多
く
の
固
有
名
詞
を
、
私
は
ほ
と

ん
ど
覚
え
て
い
な
い
。
従
っ
て
こ
れ
以
上
内
容

を
紹
介
で
き
な
い
。

　
い
ま
・
こ
こ
》
を
離
れ
る
と
、
こ
ん
な
に
も

豊
か
に
文
化
に
溢
れ
た
山
梨
に
会
え
る
。
守
屋

氏
が
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
、
山
梨
に
は
確
か
に

誇
れ
る
文
化
が
あ
っ
た
の
だ
。

　
講
演
後
、
二
、
三
の
質
疑
応
答
が
あ
っ
た
。

長
野
県
諏
訪
上
行
神
官
守
屋
家
と
の
関
係
を
聞

か
れ
た
守
屋
氏
が
、
開
ロ
ー
番
「
ポ
ー
ル
・
モ
ー

リ
ア
の
Ｔ
孫
で
す
二
と
答
え
る
と
、
会
場
は
一

瞬
に
し
て
凍
り
付
く
。
落
研
部
員
と
し
て
の
氏

の
素
質
が
窺
え
る
こ
の
出
来
事
で
、
会
は
終
丁

と
な
っ
た
。
（
ポ
ー
ル
・
守
屋
＝
も
り
や
ｎ
モ
ー

リ
ア
《
蛇
足
》
）

　
続
い
て
行
わ
れ
た
懇
親
会
は
、
一
社
会
会
長

飯
田
冨
美
子
氏
の
挨
拶
、
東
京
同
窓
会
会
長
井

上
幸
彦
氏
の
乾
杯
で
始
ま
っ
た
。

　
高
校
卒
業
以
来
の
同
窓
生
に
会
っ
た
。
最
初

は
名
前
さ
え
思
い
出
さ
れ
ず
に
い
る
が
、
ア
ル

コ
ー
ル
が
入
り
、
大
声
で
近
況
を
伝
え
あ
っ
て

い
る
内
に
、
顔
の
形
や
声
や
話
し
か
た
が
十
代

後
ｔ
の
肖
年
に
変
わ
っ
て
い
っ
て
、
「
な
ん
だ
お

面
、
ち
っ
と
も
変
わ
っ
て
な
い
じ
ゃ
ん
か
」
と

朗々と乾杯の音順一井上東京同窓会会長

つ
い
叫
ん
で
し
ま
う
の
だ
っ
た
。

　
み
ん
な
自
分
た
ち
の
話
に
夢
中
で
、
七
月
東

京
同
窓
会
幹
事
長
四
十
六
年
卒
中
嶋
氏
の
挨
拶

も
、
五
月
第
コ
ー
九
回
同
窓
会
幹
事
五
十
二
年

卒
諸
君
の
「
百
年
に
一
度
の
不
況
」
ア
ピ
ー
ル
も
、

ほ
と
ん
ど
聞
き
取
れ
な
い
。

　
お
し
ゃ
べ
り
は
お
し
ゃ
べ
り
の
ま
ま
、
聞
き

上
手
は
聞
き
上
手
の
ま
ま
、
女
性
と
ば
か
り
話

し
た
が
る
や
つ
、
同
じ
人
と
ば
か
り
い
る
人
、

あ
っ
ち
こ
っ
ち
挨
拶
ば
か
り
す
る
人
、
元
を
取

る
ん
だ
と
料
理
が
並
ぶ
テ
ー
ブ
ル
を
離
れ
な
い

や
つ
。
七
十
に
な
っ
て
も
八
十
に
な
っ
て
も
、

み
ん
な
高
校
の
時
も
そ
う
だ
っ
た
、
多
分
。
そ

れ
が
同
窓
会
の
醍
醐
味
だ
。

　
《
い
ま
・
こ
こ
》
の
自
分
と
、
《
あ
の
時
・
あ
そ
こ
》

の
自
分
。
「
ど
ち
ら
も
そ
れ
ほ
ど
悪
く
は
な
い
よ
」

同
窓
生
が
そ
う
感
じ
さ
せ
て
く
れ
た
。

　
こ
う
い
う
機
会
を
サ
え
て
く
れ
た
一
社
会
の

皆
さ
ん
に
感
謝
し
な
が
ら
、
会
場
を
後
に
し
か
。
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中世のトッフ11－ダー
～甲斐の国、芒の素晴しい文化～

時
場
師

日
会
講

平成21年３月７日（土）　13:00～14:30

アルカディア市ケ谷

筑波大学教授　守量　正彦氏

中世の甲州カ　トップリーダーの活躍

　千生患家や凡河内躬垣ら歌仙が滞在した甲斐の固は､古代に、日本式擦が｢新治筑波

を過ぎて幾夜か寝つる｣と歌い､火焚きの翁が歌を返した｢連歌発祥の地｣である｡古今集

の賀歌｢志保の山｣は都人に親しまれ､遥か遠くより歌の地を想い､硯箱､手箱、文台､太刀

拵えなどに見られる蒔絵意匠(図1)の傑作が中世には数多く制作された。

　平安後期には清和源氏が土着。三組の阿弥陀三尊像(韮崎､願成寺ほか)が武田氏領

に､安田氏の奉納になる大目如来をはじめとする密教像が塩山放光寺に伝えられ､優れた

京文化の受容が認められる。中世に入ると鎌倉往還を通じて禅宗がいち早く流人し､塩山向

岳寺には国宝の｢達磨図｣(図2)が伝来し､わが国禅宗の幕開けを飾る象徴的な逸品として貴

重である｡その頃､元寇を予感し、｢立正安国論｣で警鐘を鳴らした日蓮(図3)が身延に草庵

を開き､以後その地に築かれた久遠寺は聖地として信仰されていった。

　南北朝にさしかかる頃、甲斐出身の夢窓国師(図4)とその法嗣たちがわが国の禅宗の体制

を確立していく。足利尊氏とともに京都の南禅寺､天竜寺､相国寺などを拠点に､諸国に安

固寺を置き､古代の国分寺のような布教機能を整備した｡甥である春屋妙胎(図5)はさらに京

都の五大寺院を束ねて五山文学を興隆させ､禅籍を出版して布教に努めたのであった｡そ

の五山文化を芸術の粋に高めたのは竜漱周沢(武田氏)、義堂周信､絶海中津など恵林寺

ゆかりの禅僧たちであった。

　また甲斐は東国において仏教文化の交差する要衝であった｡西天日といわれる丹波の高

源寺とともに山岳樺の拠点が形成され､東天目大和村栖雲寺にはわが国有数の質の高い普

応国師の肖像彫刻(図6)が伝えられた｡時宗もまた優れた肖像彫刻を遺し、甲府一蓮寺は最

高位である遊行上人を数多く輩出し､優れた往時の文化を今に伝えている。

　武田家のもとで篤く保護されて開いた仏教文化。甲斐出身のトップリーダーがわが国の中

枢で活躍した時代であった。

当日配布の案内チラシ

Nisshinshovcl.16
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図１．塩山蒔絵硯箱

　に志保の山差し出の磯

にすむ千鳥」

中伊の和歌を主題とした

蒔絵の傑作。

図４．参宮国師像

　足fl｣尊氏とともに日本

的な禅宗を打ち立て､諸

国に安国寺を建立。法

嗣には春屋妙胎、竜漱

周沢、絶海中津らが降

り､彼等は京都五山の中

心で活躍した。

当日配布の資料

50↑hAnniversc】｢y

図２．国宝達磨図

　　　　　(塩山、向岳寺)

　端渓退陣は甲斐に潜在

ＬツI'､くから臨在禅の拠点形

液が行なわれた。

図５．春屋妙胎像

　夢窓国師の甥。甲

斐の人禅宗僧の最高

位である初代僧録と

なり、五山文学を興

し､禅籍を多数出版。

日明貿易の折の幕府

外交顧問となった。

図３．日蓮上人像

　身延に総本山久遠寺の

ある日蓮宗。宗祖日蓮は

｢立正安国論｣を著して元

寇を予言し、襲来したとし

に身延に移住｡晩年をこの

地に過ごした。

図６．普応国師座像

　天目山栖霊寺安置。

開山の業海本浄が中国

天目山に普応国師を訪

ね、帰国後遠渓祖雄が

丹波に開いた高源寺とと

もに東西の山岳樺の拠

点を開いた。
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齢
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瀬
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所
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…
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ン
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ｊ
？
、
４
ぶ
｀
今
・
叩
こ
？
’

絵
作
者
久
保
田
二
雄
画
伯

　
甲
府
一
高
昭
和
三
十
七
年
卒
。

　
東
京
芸
術
大
学
を
卒
業
後
、
東
京
都
内
の
有
名
画
廊
を
中
心
に
、
ま
た

県
内
で
は
主
に
県
立
美
術
館
や
「
三
彩
洞
」
を
拠
点
に
活
躍
し
て
い
る
。

　
《
出
陣
風
林
火
山
》
を
テ
ー
マ
と
し
た
今
回
の
懇
親
会
で
は
、
本
陣

と
な
る
舞
台
ヒ
に
、
画
伯
の
于
に
よ
る
甲
斐
の
山
々
を
背
景
に
母
校
を
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
・
－
陣
屏
風
」
が
飾
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
ま
だ
浅
い
あ
る
目
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
屏
風
絵
の
元
と
も
い
え
る
作
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
帯
那
山
」
（
ス
○
○
五
年
制
作
）

罷
１
言
徹
ズ
づ
転
・
に
Ｅ
〃
一
八
一
一
’
‥
盲
影
恥
｀

ｒ
鮒
影
影
心
澗

『
喩
馴
劃
削
ｉ

３月雨上がりの朝久保田氏宅を訪ねる

を
撮
影
す
る
た
め
甲
府
市
太
田

町
の
画
伯
の
ア
ト
リ
エ
を
訪
れ

べ　
半
纏
を
羽
織
り
、
矩
燧
の
み

か
ん
を
前
に
、
ガ
ラ
ス
窓
の
向

こ
う
の
庭
の
本
に
集
ま
っ
て
く

る
鴨
（
ひ
よ
ど
り
）
を
指
差
し

な
が
ら
「
卑
し
い
鳥
と
書
く
け

れ
ど
、
こ
れ
が
ま
た
可
愛
い
ん

だ
」
と
語
る
姿
は
、
自
然
を
こ

よ
な
く
愛
す
画
伯
の
絵
そ
の
も

の
だ
っ
た
。

4
4
4
1
言
b
｝
J
m
j

孚ﾌﾟりjりＪうＪうeっをe7をet4･辰
編
集
ス
タ
ッ
フ
の
ひ
と
り
言

・
『
日
新
鐘
』
を
創
ろ
う
と
メ
ン
バ
ー
が
初
顔

合
わ
せ
し
た
頃
、
嫁
い
だ
愛
娘
が
身
ご
も
り
、

出
産
ま
で
の
十
ケ
月
が
『
日
新
鐘
』
作
成
の
日
々

と
重
な
っ
た
。
つ
わ
り
で
苦
し
む
姿
は
、
こ
の

先
き
ち
ん
と
し
た
も
の
を
発
行
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
と
悩
む
自
分
と
重
な
り
、
目
立
っ
て

く
る
お
腹
を
抱
え
て
食
欲
旺
盛
な
姿
は
、
と
こ

と
ん
『
5
0
』
に
こ
だ
わ
り
、
こ
ん
な
こ
と
も
書

き
た
い
、
あ
ん
な
こ
と
も
載
せ
た
い
と
欲
張
る

自
分
と
重
な
っ
た
。
そ
し
て
、
予
定
日
を
週
ぎ

る
こ
と
二
週
間
、
無
事
初
孫
誕
生
・
：
―
・
『
日
新
鐘
』

は
予
定
日
を
週
ぎ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、

完
成
し
た
冊
子
を
こ
の
手
に
し
た
と
き
、
新
し

い
命
を
恐
る
恐
る
抱
い
た
一
瞬
と
同
じ
よ
う
に

き
っ
と
感
涙
に
む
せ
ぶ
だ
ろ
う
。
た
く
さ
ん
の

人
に
支
え
ら
れ
て
娘
が
母
に
な
れ
た
こ
と
を
感

謝
す
る
よ
う
に
、
数
々
の
困
難
や
苦
労
に
も
、

時
間
他
人
と
の
戦
い
に
も
、
あ
り
が
と
う
と
言

え
る
に
ち
が
い
な
い
。
実
際
ご
つ
れ
し
さ
の
あ

ま
リ
。
日
新
鐘
を
抱
い
た
写
真
を
配
っ
て
し

ま
い
そ
う
な
自
分
か
侑
い
。

Ｊ
一
一
―
‐
・
‰
‐
・

・
『
日
新
鐘
』
部
会
員
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
は
、

不
安
な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
頼
り
に

な
る
友
の
お
か
げ
で
何
と
か
形
に
な
り
ま
し
た
。

発
行
に
向
け
て
毎
月
、
新
宿
で
打
ち
合
わ
せ
、
考

え
、
工
夫
し
て
一
つ
の
こ
と
に
夢
中
に
な
り
久
し

ぶ
り
に
充
実
し
た
時
間
を
共
有
で
き
ま
し
た
。

取
材
で
は
偶
然
、
昔
の
知
人
と
再
会
し
、
甲
府
中

学
の
貴
重
な
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
元
気
で
若
々
し
く
、
あ
や
か
目
ソ
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

深
ま
っ
た
同
級
生
と
の
絆
、
大
切
に
し
た
い
で
す
。

又
、
会
い
ま
し
ょ
う
Ｉ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
延
命
恵
美
子
）

一
昨
年
の
一
紅
会
・
春
の
講
演
会
に
参
加
し

た
際
、
卒
業
以
来
三
十
七
年
振
り
に
同
級
生
と

再
会
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
懐
か
し
さ
と
嬉
し

さ
の
余
り
日
新
鐘
の
編
集
部
会
の
一
員
と
し
て
、

末
席
を
汚
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

e
9

（
西
野
公
子
）
　
そ
の
後
、
い
ろ
い
ろ
な
話
題
や
資
料
か
ら
、
改

　
　
　
　
　
　
　
め
て
多
く
の
卒
業
生
の
方
々
が
、
多
方
面
に
渡

　
　
　
　
　
　
　
り
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
リ
、
甲
府
中
学
・

甲
府
コ
貝
の
「
素
晴
ら
し
さ
」
を
再
認
識
す
る

よ
い
機
会
を
与
え
ら
れ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
川
和
子
）
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・
…
思
い
が
け
す
、
記
念
す
べ
き
第
5
0
回
東

京
同
窓
会
の
『
日
新
鐘
』
の
編
集
に
加
わ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
昨
年
六
月
よ
り
月
一
回
開
催
さ

れ
た
編
集
会
議
は
、
同
窓
の
方
々
の
多
才
さ
を

再
認
識
す
る
場
と
な
っ
た
。
「
青
き
時
代
」
を
共

に
過
ご
し
た
友
と
再
会
で
き
、
月
色
か
は
ま
だ

決
め
て
い
な
い
老
後
も
楽
し
く
な
り
そ
う
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
柿
沼
敏
子
）

・
『
日
新
鐘
』
部
会
の
立
ち
上
が
り
は
部
会
の

中
で
一
番
旱
か
っ
た
。
西
野
編
集
長
の
方
針
は

明
確
で
、
役
割
分
担
も
テ
キ
パ
半
。
「
5
0
回
」
と

い
う
半
－
ワ
ー
ド
は
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
チ
ャ

ン
ス
で
あ
っ
た
。
女
性
陣
に
混
じ
っ
て
私
は
男

性
唯
一
の
メ
ン
バ
ー
。
ま
さ
に
黒
一
点
、
他
の

メ
ン
バ
ー
か
ら
羨
ま
し
が
ら
れ
た
。
同
期
の
甲

府
の
メ
ン
バ
ー
に
も
多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
感
謝
す
る
次
第
。
5
0
回
の
記
念
詰
編
集

の
メ
ン
バ
ー
に
参
画
で
き
光
栄
、
改
め
て
編
集

メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
、
そ
し
て
、

あ
り
が
と
う
。

時
代
の
甲
府
学
開
所
で
あ
る
徽
典
館
に
ル
ー
ツ

を
も
つ
長
い
歴
史
が
あ
る
こ
と
、
「
日
に
新
た
ま

た
日
に
新
た
…
い
や
高
さ
望
み
を
持
ち
て
・
・
・
天

地
の
化
育
」
と
意
味
も
わ
か
ら
ず
歌
っ
て
い
た

校
歌
の
中
に
歴
代
の
名
物
校
長
の
教
え
子
達
へ

の
熱
い
思
い
が
こ
め
ら
れ
た
三
つ
の
校
是
が
歌

わ
れ
て
い
た
こ
と
、
日
本
に
初
め
て
地
下
鉄
を

作
っ
た
人
も
東
京
タ
ワ
ー
や
大
阪
の
通
天
閣
を

設
計
し
た
の
も
み
な
卒
業
生
で
あ
る
こ
と
・
・
・
な

ど
改
め
て
知
リ
、
ま
す
ま
す
コ
昂
の
同
窓
生
で

あ
る
こ
と
へ
の
諸
口
ソ
が
高
ま
っ
た
。

超
え
た
、
様
々
な
交
流
の
ひ
と
コ
マ
ひ
と
コ
マ

は
、
新
鮮
で
味
わ
い
深
く
、
思
い
出
と
共
に
、

心
地
良
い
と
き
の
流
れ
を
則
り
出
し
て
く
れ
ま

し
た
。
こ
こ
で
得
た
思
い
が
け
な
い
出
会
い
や

繋
が
り
は
、
私
の
宝
物
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
の
心
の
糧
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
仲
野
裕
子
）

・
記
念
誌
作
り
に
参
加

で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
て

（
杉
矢
利
江
）
　
い
ま
す
。
立
ち
止
ま
ら
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
振
り
返
ら
す
や
っ
て
き
た

　
　
　
　
　
　
　
毎
日
の
生
活
、
一
高
時
代

・
東
京
同
窓
会
五
十
周
年
の
節
日
］
の
年
に
、
『
日

新
鐘
』
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
在
学

し
て
い
た
時
に
は
知
ら
な
か
っ
た
、
一
高
の
歴
史

の
数
々
を
、
四
十
年
ぶ
り
に
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
思
い
で
す
。

『
日
新
鐘
』
の
鐘
の
由
来
、
四
つ
の
校
是
の
事
、

元
首
相
石
橋
湛
山
が
一
真
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
、

な
ど
な
ど
、
毎
回
驚
き
の
連
続
で
し
た
。
ま
た
、

（
清
水
勝
）
　
こ
の
機
会
が
な
け
れ
ば
思
い
返
さ
な
か
っ
た
当
時

　
　
　
　
　
　
の
記
憶
を
、
互
い
に
紐
解
き
合
い
、
母
校
へ
の
想

・
書
く
こ
と
の
苦
手
な
私
に
と
っ
て
『
日
新

法
ご
は
循
が
重
く
「
他
の
係
り
に
す
れ
ば
よ
か
っ

た
。
」
と
弱
気
な
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
し
か
し

こ
の
一
年
い
ろ
い
ろ
な
方
か
ら
お
話
を
う
か

が
っ
た
り
、
資
料
を
調
べ
る
機
会
に
恵
ま
れ
。

二
爾
に
つ
い
て
よ
リ
深
く
知
る
こ
と
が
出
来
大

変
楽
し
く
充
実
し
た
一
年
で
あ
っ
た
。
ま
た
だ

い
ぶ
古
く
、
断
片
的
に
な
っ
て
い
た
在
校
時
の

記
憶
が
鮮
明
に
な
っ
て
き
た
。
一
高
に
は
汀
戸

べ
ｌ
ｘ

し

同
窓
の
絆
も
一
層
深
ま
っ
た
思
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鈴
木
正
恵
）

・
ど
ん
な
経
験
も
、
人
生
を
よ
り
豊
か
に
し

て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
を
、
記
念
詰
担
当
を
さ

せ
て
頂
き
な
が
ら
改
め
て
痛
感
致
し
ま
し
た
。

二
幾
時
代
を
振
り
返
る
時
、
思
い
出
の
シ
ー
ン

は
あ
ま
り
に
も
一
瞬
に
駆
け
巡
回
ソ
ま
す
。
け
れ

ど
も
時
を
経
た
今
、
同
窓
会
に
関
わ
る
世
代
を

の
芭
か
っ
た
感
覚
を
思
い

起
こ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

月
一
回
通
っ
た
編
集
会
議

会
場
「
景
雲
荘
」
に
行
か

な
く
な
る
と
い
う
の
が
、

ち
ょ
っ
ぴ
目
ソ
寂
し
く
感
じ

ま
す
。
一
緒
に
仕
事
を
し

た
メ
ン
バ
ー
に
、
高
校
の

時
こ
ん
な
風
に
付
き
合
っ

て
い
た
ら
良
か
っ
た
の
に
、

と
備
や
ま
れ
ま
し
た
。

　
部
長
、
の
西
野
さ
ん
、
声

か
げ
や
根
回
し
、
段
取
り
を

脂
り
難
う
こ
ざ
い
ま
し
た
、

　
み
ん
か
頃
こ
れ
か
ら
が

リ
セ
ッ
ト
人
生
で
す
よ
ね
。

　
　
　
　
　
（
松
本
真
笑
子
）

「編集会議に中嶋幹串良を迎えて」２００８．１２ １３．景雲荘
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幹
事
長

副
幹
事
長

事
務
局

広
告
部
会

日
新
鐘
部
会

総
会
・

懇
親
会
部
会

講
演
会
部
会

司
会

会
計
・
経
理

一
紅
会

にj

中
嶋
文
夫

野
呂
瀬
秀
樹
　
清
水
勝
　
山
下
恵
子
　
矢
寄
裕
子
　
西
野
公
子

清
水
勝
’
西
野
公
子
　
山
下
恵
子
　
杉
矢
健
一

野
呂
瀬
秀
樹
　
大
竹
伸
一
　
細
田
浩

育
藤
隆
　
岡
真
木
　
水
沼
ま
リ
　
河
西
直
樹

西
野
公
子
　
松
木
喜
美
子
　
延
命
恵
美
子
　
柿
沼
敏
子

杉
矢
利
江
　
小
川
和
子
　
仲
野
裕
子
　
鈴
木
正
恵
　
清
水
勝

藤
原
俊
男
　
吉
ｍ
美
紀
子
　
伊
佐
治
尚
子
　
三
科
敏
英

深
潭
信
子
　
矢
寄
裕
子
　
小
池
紀
彦
　
宮
下
次
席

宮
崎
ま
と
　
守
屋
正
彦
　
山
下
恵
子

長
日
弘
之

長
田
弘
之
　
岡
真
木

矢
寄
裕
子
　
中
嶋
文
夫
　
清
水
勝

山
下
恵
子
　
矢
奇
裕
子
　
西
野
公
子

編
集
後
記

　
各
年
度
、
当
番
幹
事
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ

ン
セ
プ
ト
を
定
め
同
窓
会
の
ア
ク
セ
ン
ト
と

し
、
記
念
誌
の
性
格
付
け
を
行
っ
て
き
た
。

　
そ
れ
等
意
識
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
配
置
さ
れ

た
卒
業
生
の
寄
稿
文
は
読
者
の
心
に
ど
の
よ

う
な
映
像
を
呼
び
醒
ま
す
の
か
。

　
導
火
線
と
な
っ
て
火
花
を
散
ら
し
、
あ
る

い
は
精
妙
な
鍵
の
回
転
の
よ
う
に
音
も
な
く

記
憶
の
扉
を
開
き
、
卒
業
生
の
数
だ
け
あ
る

夥
し
い
思
い
出
を
曳
き
出
す
の
で
あ
ろ
う
。

　
遣
い
ど
億
を
引
き
寄
せ
、
現
在
を
生
き
る

桜
に
・
：
と
記
せ
ば
少
し
大
袈
裟
に
聞
こ
え
る

で
あ
ろ
う
か
？

　
か
つ
て
の
夢
に
包
ま
れ
て
至
福
の
一
刻
を

過
ご
す
禄
に
・
：
と
云
え
ば
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル

に
過
ぎ
る
だ
ろ
う
か
？

　
い
ず
れ
に
せ
よ
当
号
が
遠
い
未
来
に
及
ぶ

本
校
の
歴
史
、
礎
石
の
一
つ
に
な
れ
ば
と
切

に
願
っ
て
い
る
。

　
尚
、
七
草
な
が
ら
5
0
回
記
念
『
日
新
鐘
』

特
集
を
組
む
に
あ
た
り
、
散
逸
し
た
記
念
誌

を
所
有
片
各
位
に
呼
び
か
け
協
力
を
要
請
、

貨
紺
揃
え
て
く
だ
さ
っ
た
飯
田
冨
美
子
一
社

会
会
長
に
は
大
変
な
ご
尽
力
を
珀
き
ま
し

ド
ぐ
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。
飯

田
様
の
ご
努
力
な
く
し
て
今
［
ゲ
の
特
集
は
成

ｙ
．
絞
し
ま
せ
ん
で
し
か
言

　
　
編
集
協
力
　
松
野
　
亙
（
昭
和
叩
・
八
年
卒
）

さきｶ;
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